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序章






　少年は空を見上げた。ハイスクールの制服を着て、髪かみは無む造ぞう作さに伸びている。頰ほおはこけ、十五歳という本来の年ねん齢れいよりも大人びて見えた。

　都市部から離はなれ、農業地帯にも隣りん接せつしたこの街まちの駅前は、観光地でもないため人通りもまばらだった。風には緑と土の香りが混ざっている。

　通り過ぎる人は、立ったまま動かなくなった少年の顔を確かく認にんし、皆が一いち様ようにぎょっとした反応を示した。目つきの悪さだけが際きわだっていたためだ。瞳ひとみは薄うす暗くどんよりと曇くもり、憎にくしみに満たされている。

「お兄ちゃん、早くしないとバイト遅れるよ」

　背中に声をかけられ、空を見上げていた少年ノア・ハミルトンは振り向いた。妹のジャニスが呆あきれた顔をしている。ジュニアハイスクールの制服のブラウスが夕日に照てらされて赤く染そまり、見ていて眩まぶしかった。

　時じ刻こくは午後の四時。この季節、日が落ちるのは早い。

　ノアが見上げた空の上で、光の筋すじが走った。同盟軍の艦かん砲ほう射しや撃げきがイージスの盾たてが作る重力子フィールドに阻はばまれているのだ。光は西から東へと駆かけ抜けてすぐに消えた。

　同盟軍が惑わく星せいダリアの奪だつ還かんに来たことは、十日前にニュースで知った。それから断続的に、同盟軍からの艦砲射撃は行われている。

　最初の三日間は、惑星ダリアを占せん拠きよしている銀河連合から、警戒警報が出された。だが、警報が鳴っても、ダリアに住む人々は、今さら慌あわてなかった。イージスの盾が張られている限り、地上が危険に晒さらされることはない。そのことを、銀河連合の軍人たちよりも、ダリアに住む人々は経験から知っていた。

　四日目には、同盟軍の攻こう撃げきがあっても警報が鳴らなくなった。人々の反応に、銀河連合の軍人も気づいたためだろう。同時に、空の上で行われているはずの戦争の情報も、地上へは落ちてこなくなった。

　情報規制がかかっているのだと、ノアは子供ながらに思った。

　少し前に銀河連合に占拠されたときも、民間人に戦せん況きようが知らされることはなかった。気づいたときには、もう共和国軍は敗北していた。軍や政府が事実を隠いん匿とくしようとするのは、今回の戦争で学んだ。

　光が再び空を駆けた。人の命を奪うばう光も、地上から見れば、幻げん想そう的で綺き麗れいだった。

　先行していたジャニスが、ノアの隣となりまで戻ってきた。それから背伸びをするように空を見上げた。光の筋がまた走った。

「あの攻撃、レン兄ちゃんがやってるんだよね……」

　迷まよいが口調によく表れていた。言こと葉ばを選ぶようにして、最後は殆ほとんど音になっていなかった。感情の整理がついていないのだ。まだ、兄と呼んでいいのか、それすらもはっきりしない。悲しいような、辛つらいような、それでいて恨うらめしいような顔をジャニスはしていた。

　妹に返す言葉が見つからず、ノアは視し線せんを地面に落とした。蟻ありの行列が無む心しんに巣すへと向かって歩いている。地球環境を作るために、遠い星から連れてこられた小さな命は、空の上の出来事になど、目もくれていない。

　以前は、ノアもジャニスもエバンスの姓せいを名乗っていた。ハミルトンの姓を使うようになったのは、七年も前だ。母親に連れられて、この惑わく星せいダリアに来てすぐのことだった。

　当時、母親に姓が変わることを告げられても、その意味がよくわからなかった。父親が事故死したのが原因だと知ったのは一年後のことで、他にも別の理由があると気づいたのは、それからさらに三年が経過した頃だった。

　無意識に口にしたレンの名に、母親が過か敏びんに反応したのを見て理解した。母は、エバンスの名と共に、ひとりの子供の存在を忘れようとしていたのだ。

　それ以降、ただの一度も、ノアはレンの名を口にしなかった。自分もレンのことを忘れなければならない。そうしなければ、今日まで自分たちを必死に育ててくれた母親を傷つけてしまう。

　生まれた土地から遠く離れたこの地に、ノアの家族のことを詳くわしく知る者はいない。自分たちが口を閉ざせば、兄の存在はないのと同じだった。

　だが、予想外の形で、兄は自らこの地にやってきた。

　レン・エバンス。ノアとジャニスにとって、血の繫つながった家族。

「どうして、戦争なんかしてるんだろう。どうして、戦争なんかできるんだろう……」

　久しぶりにレンの名を耳にしたのは、もう一ヶ月も前のことだ。

　企業連盟の樹じゆ立りつに始まった独立戦争の立役者。天才用兵家クラウディオ・アレティーノを倒した英えい雄ゆう。新たな時代の若き天才司令官として、兄の名は大々的に報じられ、ノアとジャニスの耳にも届いた。当然、母親の耳にも。言葉をなくした母親の姿は、見ていて痛々しかった。

「前に、お母さんが言ってた『特別』ってこういうことだったのかな」

　惑星ダリアに移り住む際に、どうしてレンは一緒じゃないのか、ノアは何度も母親に疑問をぶつけた覚えがある。どうして、僕たちだけ。どうして、お兄ちゃんはいないの。

　ノアがレンの名を出すたびに、母親が辛そうな顔をしていたのが、今ならわかる。その意味まではわからなくても。

　ずっと黙だまっていた母親だったが、ノアがレンと一緒でなければ惑星ダリア行きのシャトルには乗らないと駄だ々だをこねると、短く言葉をこぼした。

「お兄ちゃんは特別だから、ひとりでも大丈夫なのよ」

　小さくて震ふるえた声に、ノアは母親が苦しんでいることを知った。そして、苦しめている相手がレンなのだとノアは悟さとった。

『特別』の意味は、ハイスクールに上がった今もわかっていなかった。レンを思い出すのも、随ずい分ぶんと前にやめていた。

　一緒に暮らしていた頃ころ、レンを特別だと感じたことはない。学校の成績も平へい凡ぼんで、自分の方がいい成績を取っていたくらいだ。そのたびに、レンには誉ほめてもらった。

　運動神経が特にいいわけでもなかった。七つも歳としが離はなれていれば、本来、何をやってもレンが勝って当たり前だ。だが、何をしても、少し時間が経つと、ノアがすぐに追い抜いた。そのときも、レンはノアを誉めてくれた。

　女の子にモテるわけでもない。友達に自じ慢まんできる兄でもなかった。だから、母親が特別だと言った意味は、つい先月まで理解していなかった。

「叙じよ勲くん式典、だっけ？　ニュースで見たレン兄ちゃん、なんか立りつ派ぱだったよね」

　ノアは無言で歩き出した。兄の話などこれ以上していたくはなかった。もう自分の人生に関わらない存在だと思っていた。

「あ～、待まってよ！　歩くの速いよ」

　甘えた声を出しながら、ジャニスが追いかけてきた。前かがみになって、下から顔を覗き込んでくる。

「なんで、怒ってるの？」

　理由は自分でも認識していなかった。ただ、兄の存在が疎うとましかった。どうして、今さら現れたのかと。たとえ、この苛いら立だちが理り不ふ尽じんなものだとしても、思わずにはいられなかった。

　母親とジャニス、それにノアの三人での生活は楽らくなものではなかった。ジュニアハイスクールに上がった三年前からは、ノアも学校に通いながら仕事を探した。それはジャニスも同じだ。そのせいで、学校では浮き、友達を作る機会も減った。この歳になってまでジャニスが懐なついてくるのもその辺に原因があるんだろうと思っている。妹も学校ではひとりなのだ。

　苦労を積み重ねて行くうちに、ノアは卑ひ屈くつになった。世の中全部が憎にくいと思うことすらある。能のう天てん気きに笑っている人間を見るだけで腹も立った。そんな最中に、レンの名が聞こえてきた。

　街がい頭とうの巨大スクリーンで、ノアは知ることになった。

　流された映像は企業連盟の叙勲式典の様子だった。会場は、きらびやかで豪ごう華かな装そう飾しよく品ひんに彩いろどられ、人々は綺き麗れいに着飾り、ノアには別の世界の出来事に見えた。テーブルには食べたことはおろか、見たこともないような色しき彩さい鮮あざやかな料理や飲み物が並んでいた。

　ノアとジャニスが空くう腹ふくに耐たえる中、レンは絢けん爛らん豪華な叙勲式典に、主役として列れつ席せきしていたのだ。

　最初は驚きに目を見開いた。懐かしさも一瞬だけ感じた。それからノアに訪れたのは、レンに対する深い憎しみだった。

　なぜ、兄のレンだけが楽らく園えんとも思える世界にいるのか。自分や妹が、辛つらい生活を強いられているというのに。

　その感情は時間の流れと共に、少しだけやわらいだ。銀河連合による統治が、ノアたちの生活にいい影えい響きようを与え始めたためだった。腐ふ敗はいした共和国政府と違ちがい、銀河連合の特使団は積せつ極きよく的に民間人に働きかけを行ってくれた。わずかではあるが、状じよう況きようは上向いたのだ。

　今後がどうなるかはわからないが、今この時期においては、ノアは銀河連合の統治に好こう感かんを抱いだいている。未来への期待も持てた。だから、それを奪うばいに来た人間は、希望の芽めを摘つみに来た敵にしか見えない。

　同盟軍の襲しゆう撃げきを知って、ノアのレンに対する憎にくしみは一気に膨ふくれ上がった。

　平へい穏おんを乱みだす敵。それが今のレンに対するノアの評価だった。

　ノアは急に立ち止まると、遠くの空を見上げ、独ひとり言ごとを口にした。

「僕たちのことを少しでも思うなら、負けてくれよ」

　隣となりでジャニスが首を傾かしげた。何か言ったのかと聞いてきたが、ノアは答えなかった。ただ、もう一度だけ、空に飛ばすように、負けてくれと心の中で繰くり返した。











第一章　水面下で動くもの









　　　　　　　　１




　オルキヌス星系の第五惑わく星せいダリアから、約七光秒の位置に、同盟軍の二艦かん隊たいの姿はあった。ひとつは赤と白を基調としたアロンダイトを旗き艦かんとするクローバー艦隊。もうひとつは青と白に彩いろどられたダインスレイフを旗艦とするエバンス艦隊だ。

　惑星ダリアに向けて、砲ほう撃げき艦かんによる一いつ斉せい射しやが行われた。宇宙の暗くら闇やみを閃せん光こうが駆け抜ける。光の刃やいばは、星に到達する寸前で、見えない壁かべに阻はばまれ、不自然に向きを変えた。

　同盟軍による艦砲射撃以外に、目立った変化はない。惑星ダリアの防ぼう衛えいに当たる銀河連合の第三一、第三三星空師団が動く様子もなかった。

　この十日ほど、ずっと膠こう着ちやく状態が続いている。

　だが、たとえ、変化はなくとも、ここが戦場であることに代わりはない。イージスの盾たてで隔へだてられた両軍の間には、緊きん張ちよう感が確かに存在していた。

　それはエバンス艦隊の旗艦、ダインスレイフも同じだった。その船に乗る、ひとりの男を除いては……。

　小鳥のさえずりと、よそ風に揺れる木々のざわめきの中に、レン・エバンスの姿はあった。若草の絨じゆう毯たんの上に、仰向けに寝転がっている。上だけは調理服を着て、コックの帽ぼう子しは光を遮さえぎるために、顔に載せられていた。ここはダインスレイフの艦かん内ないに設けられた、リラクゼーションルームの中だった。

　レンの呼吸は穏おだやかに繰り返され、心地良い夢ゆめでも見ているかのように、帽子からはみ出した口には、笑えみが浮かんでいる。

　周しゆう囲いには誰だれもいない。あるのは草木の息吹いぶきだけだ。散歩道に最さい適てきな公園のような緑の空間を、レンは独ひとり占じめしていた。

　戦せん闘とう配備がなされている中で、リラクゼーションルームでくつろぐ将兵はいない。

　永えい遠えんにひとりの時間を約やく束そくされているかに見えたが、室内に音もなくひとりの女性が姿を現した。

　しなやかな黒くろ髪かみを揺らし、それと同じ色をした瞳ひとみをレンへと向ける。少し困ったように唇くちびるを尖とがらせた後で、両足を崩くずしてレンの側に座すわった。映画の一幕を切り取ったような穏やかな絵が完成した。今、この場所だけは、時間の流れがゆるやかになっている。

　悪戯いたずらでもするように、彼女の白く細い指が、そっとレンの頰ほおに伸びる。だが、途と中ちゆうで躊躇ためらうように、引っ込められた。それから思い直したように、再び手を伸ばした。

　彼女の指は、何の抵抗も感じずに、レンの頰をすり抜けた。それも仕方のないことだ。彼女は電子妖よう精せいであり、肉体を持たない存在なのだから。

　オフィーリアが自じ嘲ちよう的てきに笑い、それから切なげな目でレンを見た。試すまでもなく、触ふれられないことなど、わかっていたはずだった。

「オフィーリア？」

　その声は突とつ然ぜんだった。オフィーリアが驚おどろきに声を詰まらせた。レンの視し界かいはコックの帽子に遮られたままだ。

『どうして、わたくしがいるとわかったのですか？』

　レンは帽子を手で取ると、今度は枕まくら代わりに頭の下に敷しいた。開いた目がオフィーリアを見ていた。

「説明しようとすると難むずかしいですね。なんとなくそう思ったとしか」

　天てん井じように視し線せんを向けて、レンは言葉を探すように唸うなったが、それ以上の説明はなかった。

　そのままふたりが口を閉ざすと沈ちん黙もくが訪れた。小鳥の歌が、安らぎを運んでくる。

　何なに気げなく伸びたレンの手が、草花の上に広がったオフィーリアの黒髪をすくった。指の隙すき間まから、さらさらと零こぼれ落ちていく。全部が零れ落ちると、レンはまたすくい上げた。同じように、指の間からきらきらと輝かがやきながら流れ落ちていく。

　レンの手に、髪に触れた感覚はないはずだ。当然、オフィーリアの方も同じだった。

　もし、オフィーリアが人であれば、この一場面は違ちがったものになっただろう。レンの頰ほおに触ふれることもできた。そして、リトル・アルプでレンが倒れた際に、抱きとめることもできたのだ。

　だが、現実は違っている。オフィーリアは電子妖よう精せいであり、人ではない。

　出口のない思考を理性で抑おさえると、オフィーリアは想おもいを胸むねの奥おく底そこにしまいこんだ。代わりに別の言葉をレンに投げかけた。

『作戦は順調に進行しております。予定通りの期日には、惑わく星せいダリアへの降下作戦を決行できます』

「今回はオフィーリアにばかり負ふ担たんをかけて、申し訳ありません。終わったら何でもお礼をしますから」

『……お礼など、でも、期待しておきます』

　オフィーリアが微笑ほほえむとレンは照てれたように視し線せんを外した。

『それともう一点、耳に挟はさんでおきたいことが……』

　レンが小さく頷うなずくのを受けて、オフィーリアは報告を続けた。

『オルキヌス星系に到達して十日。未いまだに惑星ダリア攻こう略りやくの糸口が兵たちには見えず、不安を感じている者が多くいます。少しは情報の開示をしてもよろしいのではないでしょうか』

　今の同盟軍に、時間を無む駄だに費ついやしている余よ裕ゆうはない。別の戦場では別部隊が、軍ぐん神しんを相手に時間稼かせぎと陽よう動どうを行っているのだ。

　彼らを助けるために、一いつ刻こくも早く、惑星ダリアを攻略してしまいたいという強い想いがある。それなのに、現状では時間だけが過ぎていっている。

「今日の作戦会議で、クローバー提てい督とくに打だ診しんしてみましょう。あの人のことだから、情報の開示は不要だと、言うと思いますけど」

　惑星ダリア攻略に関しては、総合的な指し揮き権けんはクローバー艦かん隊たいの司令官である、ロイ・クローバーに委ゆだねられている。同じ司令官という立場でも、ロイは少しよう将しようであり、准じゆん将しようのレンよりも階級が上なのだ。

　報告を終えると、オフィーリアは室内を見回した。どこまでも緑の公園が続いている。戦艦の中とは到底思えない。だが、実際に目に映るところまで歩いていけるわけではない。天てん井じようは高く、広さも食堂程度にはあるが、四方は壁かべに覆おおわれている。遠くまで見通せるのは、壁に現実の続きが映像として描えがかれているからだ。

　小鳥が甲高く鳴いた。その直後、オフィーリアは何なに気げなく言葉を発した。

『マスターは、不安ではありませんか？』

　突とつ然ぜんのオフィーリアの質問にも、レンが動じた様子はなかった。そして、突然の質問にもレンはすぐに答えた。

「ずっと不安でしたよ」

　言葉とは裏うら腹はらに、レンの声こわ音ねはやさしさに満ちていた。

「何もできず、何も残せず、誰だれからも知られずに、このまま死んでいくのかと思うと、不安でした。死ぬことよりも、自分という存在に、意味を見出せないことが怖かった」

　過去を思い出すように目を閉じると、レンは言葉を止めた。大きく息を吸い込むと、想おもいのすべてを吐はき出した。

「あの日から、僕は要いらない人間だと思っていたから」

　そこまで語ると、レンは体を起こして座すわった。同じ目線の高さから、真っ直ぐにオフィーリアを見ていた。

「けど、今はオフィーリアがいます。だから、不安はありません」

　レンの想いに、オフィーリアはただ笑顔で応えた。人であればなどと、望む必要はない。レンの言葉は電子妖よう精せいとしての彼女のすべてを肯こう定ていしていた。

　ならば、主のために全身全ぜん霊れいを捧ささげるのが、オフィーリアの役目であり、彼女の幸せでもあった。レン・エバンスの命の火が消える日まで側に仕つかえ、彼のためだけに尽つくせばいい。

「せっかくですから、オフィーリアもここで休んでいくといいですよ」

　再び、レンは寝ね転ころがった。その背中を草花がやさしく抱きとめる。

『ご存知かとは思いますが、わたくしに休きゆう息そくは必要ありませんよ』

　それには答えずに、レンは空を指差した。

「ほら、あの雲、魚みたいだ」

　言われるままに、オフィーリアが顔を上げると、空の映像の中に、魚の雲を見つけた。

『どのように料理をしても、あれは食べられませんよ』

　オフィーリアの冗じよう談だんめかした忠ちゆう告こくに、レンが驚おどろいた顔をした。

「よく考えていることがわかりましたね」

『そういうところ、マスターは単たん純じゆんですから』

　まいったなあと言いながら、レンは頰ほおを搔かいた。その直後、青空は夕焼け空に切り替わった。空の色に合わせて、レンの表情も少し沈んだ。

　しばらくの間、レンもオフィーリアも口を開かなかった。

　時とき折おり、リラクゼーションルームの前に、兵が姿を見せた。全員が同じように室内を眺ながめ、レンとオフィーリアの姿を確かく認にんすると、即そく座ざに目を逸そらし、気づかなかったかのような態度で、足早に通り過ぎた。

　それを見て、オフィーリアが目め尻じりを下げ、寂さびしそうな顔をした。

　兵たちはレンを嫌って避さけているわけではない。わずか二ヶ月程度の期間にレンが上げた功績が、彼を雲の上の人間へと押し上げたのだ。

　不信感で満たされていた着任当初と比べれば、ダインスレイフの艦かん内ないは、随ずい分ぶんとレンにとってやさしい空間になった。だが、あの頃ころも今も、レンがひとりぼっちであることに変わりはない。それがオフィーリアの胸むねを締めつける。

　ビソン会戦で軍ぐん神しんと渡り合った以降は、五人の参さん謀ぼうたちの態度も変化した。司令官への信頼は、畏い怖ふへと形を変えた。

　同盟軍を救うために取った行動が、逆ぎやくにレンに対する不理解を生み、心を遠ざけた。何よりもレンが欲しがっているものを。

　夕日に照てらされて赤く染そまったレンを、オフィーリアは慈いつくしむ眼まな差ざしで見つめた。

『以前、お約束した遺い書しよの代だい筆ひつ、今お願いしてもよろしいですか？』

「もちろん。あ、でも、書く物がないから、部屋に戻ってからの方が」

『長くはありませんので、覚えられると思います。特にマスターなら』

　よっと言いながら体を起こすと、レンは聞く体勢を取った。

『あまりまじまじと見ないでくださいな』

　レンはオフィーリアから視し線せんを外すと、息を吐いて地面の花を見た。

『一日でも長く、生きてください』

　レンが目を見開いてオフィーリアを見た。慈じ愛あいに満ち溢あふれた声こわ音ねだった。

『その一文だけをお願いいたします』

「宛あて名なには誰だれの名を？」

『レン・エバンスと綴つづってください』

　しばらく向かい合った後で、レンは目を瞑つぶると思い出すように笑い出した。空を仰あおぎ、そのまま倒れ込んだ。

　オフィーリアが物言いたげな顔をして、レンを覗のぞき込んだ。

『失礼ではありませんか？　人が真しん剣けんに考えたものを、そんなに大きな声で笑うとは』

　レンの目の端はしには涙なみだがにじんでいた。それに気づいたオフィーリアの顔が、ますます不ふ機き嫌げんに歪ゆがむ。普ふ段だんよりも子供っぽく、綺き麗れいという言葉よりも、可か憐れんという表現の方が似に合あう表情だった。

『もう結構です。マスターには頼みません』

「違ちがいますよ」

　ようやく笑い終えると、レンは涙を袖そでで拭ぬぐってからオフィーリアを見つめた。深みのある黒い瞳ひとみが、語りかけてくるかのようだった。

「戦せん闘とう参謀に言われて、僕が書いた遺書、誰に宛あてたものだと思います？」

『ご家族ではないのですか？』

　今は行方ゆくえがわからないが、三人の家族がいる。

　オフィーリアの確かく認にんの言葉を無む視しして、レンは調理服のボタンを外すと、胸むな元もとに手を突っ込んだ。出てきたとき、白い封ふう筒とうが握にぎられていた。

　レンは迷まよわずに封を開けた。
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『いったい、何を……』

　言葉は最後まで続かなかった。

　レンは三つ折にされた遺い書しよを開くと、オフィーリアに見えるように突き出した。

　そこには、短い言葉で、感謝の気持ちが記しるされていた。

　──ありがとう、僕を見つけてくれて

　宛あて名なには『オフィーリア』と綴つづられていた。

　感情が足元から頭上に向けて、駆かけ上がった。全身が震ふるえるようだった。

　レンは遺書を細切れに破くと、花吹雪ふぶきのように宙ちゆうに舞い上げた。

「もう必要ありませんからね」

『戻るときには全部拾っておいてくださいね。戦せん闘とう参さん謀ぼうどのに知れたら、公共の場を汚よごしたといって怒られてしまいますよ』

　苦い顔をするレンに対して、オフィーリアは悪戯いたずらっぽく笑った。

「これは僕としたことが失しつ策さくでした」

『後でわたくしがクリーナーを回しておきます』

「それはよかった」

　心底ほっとしたような声を出した。今この瞬間のレン・エバンスを見て、誰だれが艦かん隊たいを率ひきいる司令官だと思うだろうか。天才用兵家クラウディオ・アレティーノを破り、軍ぐん神しんスタンリー・マスターズと互ご角かくに渡り合った名めい将しようにも見えない。

　少なくともオフィーリアにとってのレン・エバンスは、二十二歳という年ねん齢れいに相応ふさわしく、まだ大人になりきれない部分を残した普通の青年だった。
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　断続的に繰くり返される同盟軍の艦かん砲ほう射しや撃げきの報告は、適てき宜ぎ、第三一星空師団の師団長であるリッチ・シリング中ちゆう将しようの耳にも届いた。今もまた砲ほう撃げき艦かん約四〇〇〇隻せきによる砲撃があったと情報幕ばく僚りようから報告が上がってきた。

　シリングは旗き艦かんフィッシュライアの艦内を、機関区画から生活区画に足を進めている最中にあった。休きゆう息そく時間を前に、艦内の兵たちの様よう子すを見て回るのは、シリングの習しゆう慣かんだった。

　報告を聞き届けると、シリングは誰だれもいない通路で言葉を発した。

「どう思う？」

　少しの間を置いて、答えは返ってきた。

『考えられる敵の目的は幾いくつかありますが、地上への圧力及び、私たちへの挑ちよう発はつと取るのが最も可か能のう性せいが高いかと思います』

　普ふ段だんと同じく、カルティエは毅き然ぜんとした態度だった。その姿は、直じかにシリングの網もう膜まくに映し出されている。そのため、今はシリングにしか見えていない。大きさも手のひらに載のるほどしかなかった。

　電子妖よう精せいの意見を聞いても、シリングの表情は晴れなかった。足取りにも迷まよいがある。

　今日は、銀河星せい暦れき九九一年五月二十八日。同盟軍がオルキヌス星系に現れてから、十日が経過していた。

　その十日間で、戦せん闘とうらしい戦闘は行われていない。イージスの盾たての性せい能のう確かく認にんをするという目的もあり、ザグニス中将と相談した結果、銀河連合統合軍は籠ろう城じようを決め込んだのだ。

　銀河連合領内から届けられる惑わく星せいダリアへの補ほ給きゆう物資は、連絡して止めさせた。しばらくは事前に持ち込んだ分で十分に耐たえられる。

　共和国領内に再び侵しん攻こうしたマスターズに対しても、惑星ダリアを避さけた補給線の見直しを提案しておいた。それによって、現在、前線へは惑星ダリアを経けい由ゆせずに、補給物資が届けられている。日数のロスは出るが、敵の目の前を通るという危険を冒おかすよりは、よほど理性的な判断といえた。マスターズからも一ヶ月に限り、了りよう承しようの返信はもらっている。

　始まったのが五月十八日で、今が二十八日。あと二十日は籠城できる計算だ。

『提てい督とくがお悩なやみになる理由もわかりますが、敵の最終的な目標はこの惑星ダリアの奪だつ還かんにあることは間ま違ちがいありません』

「ああ、それはそうだろうな」

　惑わく星せいダリアの奪だつ還かんの先には、銀河連合の補ほ給きゆう線せんを完全に断たつという思おも惑わくが窺うかがえた。

『そして、敵が目的を果たすのは、極きわめて困こん難なんな状じよう況きようにあります』

「イージスの盾たてがある限り、惑星ダリアの奪還はありえないと言いたいんだな」

　はい、と言いながらカルティエは自信を持って頷うなずいた。確かにそうだ。敵にどのような思惑と秘ひ策さくがあろうとも、イージスの盾を破ることは不ふ可か能のうである。艦かん砲ほう射しや撃げきをいくら撃うち込んだところで、重力子フィールドは揺らがない。

「だが、敵もイージスの盾を艦砲射撃で突とつ破ぱできないことは、百も承しよう知ちのはず。なのに、あえて続けているのは、そこに意味があるからだろう」

　通りすがりの兵が、シリングに敬礼をした。カルティエと会話の途中でも、シリングはきちんと部下に頷いて見せた。

　ぱっと若い兵の表情が明るくなった。兵が駆かけ出していく。

『提てい督とくの仰おつしやることもわかります。ですが、敵にイージスの盾を攻こう略りやくする手段がない限り、私たちが敗れることはありません』

「そうだな」

　肯こう定ていしながらも、シリングはまだ考え事をしている顔だった。

『敵が私たちに勝つには、私たちがイージスの盾から出て行かざるを得ない状況を作るしかないのです。そして、それらの手段はすでに封ふうじました』

　銀河連合の他の部隊が、オルキヌス星系に来ることはない。補給船団もそうだ。完全に閉じられた状況で、もはや敵に打つ手はない。では、あの艦砲射撃は彼らの自や棄けなのだろうか。

　そうだとするなら、その程度の相手に、ビソン星系では後れを取ったことになる。シリングの心しん境きようは複ふく雑ざつだった。

　目の前の現実を冷れい静せいに判断し、理り屈くつで組み立てれば、先ほどからカルティエの言っていることがまさに真実なのだ。

　イージスの盾を突破しない限り、同盟軍に勝ちはない。

　そして、イージスの盾を解かい除じよするつもりが銀河連合側にはないのだ。少なくとも六月十八日までは。動かないことで戦局が悪くなるのは、同盟軍の方である。

　オルキヌス星系に約二万隻せきの艦かん艇ていを送り込んできた以上、共和国領内の守りに残ったのは、多く見積もっても五万隻に満たないはずだ。それで一〇万隻を擁ようするマスターズの相手をしなければならない。目的は足止めと時間稼かせぎにあるのだろうが、この数の差では積極的な戦闘を避さけたところで、長くは戦線を維い持じできないと推すい測そくできる。

　それなのに、オルキヌス星系にきたふたつの敵艦隊は無む駄だなことを繰り返している。イージスの盾攻略が無理と判断したのであれば、本隊と合流するのが賢けん明めいであるのに。

　敵の司令官がこの事実に気づいていないとは思っていなかった。同盟軍が今も存続しているのは、オルキヌス星系にやってきた二艦隊がビソン会戦で、見事な撤てつ退たい戦を演えんじて見せたからなのだから。

「すまないな、カルティエ。別にお前の言葉を信用していないわけではないんだが」

『いえ、提てい督とくが慎しん重ちような方であることは、よく存じております。こちらこそ、お力になれず申し訳ありません』

　どこか寂さびしそうにカルティエが笑った。逆ぎやくにシリングの方が申し訳ない気持ちにさせられる。献けん身しん的てきに尽つくしてくれているのに、どうにも臆おく病びよう者ものなのか、敵と対たい峙じすると、絶対に大丈夫とは思えなくなるのだ。

　このことは、マスターズにも他の師団長にも話したことはない。当然、幕ばく僚りようたちや、妻にも。話せば部下に余計な心配をかけるだけだ。知っているのはカルティエだけだった。

　生活区く画かくの兵の様よう子すを見て回るシリングの耳に、ＣＩＣから通信が入った。

「提督、今よろしいでしょうか」

　出たのは情報幕僚だった。

「ああ、構わないが」

　返事に続けて、カルティエにも報告を聞いておくようにシリングは小声で伝えた。

「三日前から傍ぼう受じゆしていた敵の定時連絡の暗号解かい析せきが一部終しゆう了りようしました」

「何かわかったのか？」

　冷れい静せいなふりをしながらも、シリングの食いつきは早かった。

「文面も短く、正確な内容はわかりませんが、この三日間のやり取りにおいては、『作戦は順調』とされています」

　作戦は順調、と口の中で繰り返し、シリングは渋しぶい顔をした。

「他には？」

「あと、これは本日最後の定時連絡でのみ行われたやり取りのようですが、十日後に降下作戦を決行すると」

　今日が五月二十八日であるから、十日後というのは、六月七日になる。

　報告を聞いて、シリングがますますわからないといった表情をした。歩くのを止めると、通路の壁かべに寄りかかった。腕を組み、天てん井じようを見上げる。艦内の区画名が、青い文字で書かれていた。

　降下作戦を行うには、当然、イージスの盾たてを突とつ破ぱしなければならない。話題がイージスの盾攻こう略りやくではなく、すでに降下作戦に移行していることに違い和わ感かんを覚えた。

「ＣＩＣでの判断はどう出た？」

　幕僚長が代わって答えた。

「敵の陽よう動どうに過ぎないかと思います。イージスの盾攻略の秘ひ策さくがあると見せ、その本当の目的は警けい戒かいした我々を引きずり出すことでしょう。そして、我々が惑わく星せいダリアを陥かん落らくさせたときと同様、艦隊戦の混こん乱らんに乗じようじて、重力子フィールドの発生圏けん内ないに飛び込むつもりではないかと推測しています」

　惑わく星せいダリアを攻こう略りやくするにはイージスの盾たてを制せい御ぎよしている防衛本部を落とすしかないのだ。地上攻こう撃げきは絶対に必要となる。そして、それを行うには、イージスの盾を突とつ破ぱする必要がある。

　幕ばく僚りよう長が語った敵の思し考こうは、考え方としては間ま違ちがっていない。成功率りつという点では、甚はなはだ疑問が残るが。

「カルティエは、どうだ？」

　言葉にはせず、幕僚長への同意をカルティエは目を瞑つぶって頷うなずくことで示した。それから、ザグニスからの通信を繫つないだ。

『提てい督とく、旗き艦かんアルバトロスのザグニス中ちゆう将しようからです』

　すぐに、シリングの視し界かいに、横に広いザグニスの体が映った。

「そっちの結論は出ているかい？」

　用よう件けんの内容は省しよう略りやくされていたが、シリングが困こん惑わくすることはなかった。アルバトロスでも、フィッシュライアと同じ議論が行われているのは想そう定てい済みだった。

「敵の情報には踊おどらされない。それがこちらの結論です」

「聞くまでもなかったねえ」

「同盟軍がどのような手に出ようとも、私たちは予定日まで籠ろう城じようを貫つらぬくべきでしょう」

　おかしそうにザグニスは笑った。その目が一瞬にして細められる。

「同感だよ。それにしても、情報戦に出てくるとはねえ。ま、こちらにも使いたいカードが一枚あるから、使わせてもらおうかね」

　そう言って残ざん忍にんな笑えみを浮かべたザグニスの考えが、シリングには手に取るようにわかった。百万人単位の将兵が集う戦場において、一個人を攻撃する意味はない。ただ、電子妖よう精せいに選ばれた提督だけは違う。欠けてはならないピースなのだ。

　そして、そのピースをピンポイントで攻撃する手段を、彼らは持っていた。

　レン・エバンスを攻撃する手段を。
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　惑星ダリアに関する最新の情報を確かく認にんし終えると、ロイはＣＩＣを参さん謀ぼう総長のデュムランに任まかせて退室した。

　廊ろう下かに出ると体から重さが消えた。宙ちゆうに浮いた体を捻ひねり、ＣＩＣのドアを蹴けると、ロイは水の中を泳ぐ魚のように前に進んだ。

　よどみなく進む体とは裏うら腹はらに、ロイの表情は不ふ愉ゆ快かいそうに歪ゆがんだ。

　先ほどまで見ていた惑星ダリアの情報に厄やつ介かいな点を見つけていたのだ。

　網もう膜まく投とう影えい型がたの端たん末まつを操作すると、再度確認するためにデータを呼び出した。銀河連合統合軍が自みずからの行動を正当化するために作ったと思われる番組映像が流れた。

　番組の中では民間人の生なまの声が、そのままに使われている。誰だれもが共和国のやり方を批ひ判はんし、銀河連合が来てから惑わく星せいダリアの治ち政せいが上向いたことを語っていた。老人から子供までを使い、先せん導どうする狙ねらいが、嫌いや味みなほどに見えた。

　すべてが作り物に過ぎなければ、ロイが苛いら立だちを感じることもなかった。当然、情報操作により、銀河連合に都合のいい意見だけが流されているのはわかる。だが、それでも、彼らに加か担たんする考えを持つ人間が、存在していることは否ひ定ていできなかった。

　事実、共和国の政治に対する不満は、ロイもよく理解している。だからこそ、企業連盟として独立戦争を起こしたのだ。

　戦せん闘とう区く画かくをすり抜け、居きよ住じゆう区画に到達すると、重力が体を床ゆかに縛しばりつけた。一定のリズムで床を鳴らしながら、ロイは司令官室に足を向けた。

　すれ違ちがう兵たちが立ち止まり、恐きよう縮しゆくしたように敬礼をしてくる。ロイは兵たち以上に固い敬礼を返した。すると、兵たちの背せ筋すじはさらに伸びた。

　司令官室に戻ると、コーデリアが出迎えた。

『お疲つかれ様でした』

　ああ、と短く答えたあとで、窮きゆう屈くつな襟えり元もとを開いた。深く息を吐き、執しつ務む用の机つくえについた。椅い子すに座すわると、しばらくの間、目を閉じた。

　惑星ダリアの民間人の言葉が、頭から離れていなかった。

「このまま銀河連合に吸きゆう収しゆうされた方が、惑星ダリアはもっとよくなると思います」

　捏ねつ造ぞうだと割り切ることもできない。そう思う人間がいてもおかしくないほどに、共和国の政治は腐ふ敗はいしていた。

　突然現れた銀河連合に対して、期待を寄せる気持ちを理解できた。

『お休みになられるのでしたら、自室のベッドで休まれた方が』

　目を開くとすぐ隣となりにコーデリアが立っていた。

「休むときにはそうする。今はまだ……」

　途中で言葉を区切ると、ロイは机の上の本に手を伸ばした。眠るにしても、少し気持ちを落ち着かせてからの方がいい。

　そう思って開いた本だったが、しおりは最後のページに挟はさまれていた、昨晩読み終えたことを忘れていた。仕し方かたなく机の上に投げた。

　コーデリアが表紙を見て、何かに気づいたように小さく口を開けた。

「どうかしたのか？」

『……わたしもその物語は読んだことがあります。すごく好きで、何度も読み返したくらいです』

　最初は遠えん慮りよがちだったが、徐じよ々じよにコーデリアの声こわ音ねは、少女の外見に相応ふさわしい明るさになった。

　物語は別々の国に生まれた男女が恋こいに落ち、戦争に翻ほん弄ろうされながらも、お互いの想おもいを就じよう成じゆさせるという古こ典てん的な内容だ。

『王女という立場のため、国と恋人の間で揺れる彼女の気持ちがすごく切なくて……何度読んでも、同じ場面で泣いてしまうんです』

　少し照てれくさそうに話すコーデリアの様子は、見ていて新しん鮮せんだった。彼女が自分の好きなものについて話すのを聞くのは初めてだった。

『あ、申し訳ありません……わたし、ひとりで勝手に』

「構わない。そうか、コーデリアも本を読むんだな」

『はい、本は好きです。この数ヶ月は殆ほとんど読んでいませんが、ロイ様が現れるまでは、わたしには姉さまくらいしかいませんでしたから』

　契けい約やくの典礼に姿を見せてから、コーデリアがロイを選ぶまで七年間の歳さい月げつが流れた。その間、彼女を満たすものは、作られた物語に想いをはせることだけだったのだろう。

「他にも好きな本があれば教えてくれ。私も読んでみよう」

『はい』

　頰ほおを赤く染そめて、コーデリアがにっこりと微笑ほほえんだ。

　ロイは体から力を抜くと、シートに身を沈しずめた。張はり詰つめていた心が、ゆるんでいくのを感じていた。

　手持ち無ぶ沙さ汰たになり、先ほど置いた本を再び手に取った。適当にめくったページに目を落とした。そこに最近よく耳にする名を見つけた。

『ロイ様はどのような感想を持たれましたか？』

　顔を上げると、コーデリアは興きよう味みと遠えん慮りよの入り混じった表情をしていた。少し考えてから、ロイは思ったままを素直に口にした。

「とある登場人物が、少しに気になった」

『それはもしかして、主人公とヒロインを偶ぐう然ぜん結びつける、旅の楽がく士しのことではありませんか？』

　ロイは沈ちん黙もくでもって肯こう定ていの意を示した。コーデリアが意味ありげに微笑んだ。

『ある方と、同じ名前をしておられますからね。謎なぞめいたところも、どこか似にているように思えます』

　珍めずらしく饒じよう舌ぜつなコーデリアの声を、ロイは目を瞑つぶったまま、心ここ地ち良さそうに聞いていた。

　旅の楽士の名はレンという。主人公の想いを歌に乗せて運び、またヒロインの想いも楽曲によって相手に伝つたえた。生おい立ちや目的など一切明かされてはいない。ただ、時とき折おり何もかもを見透すかすような言動をする。

　確かにコーデリアの言う通り、同じ名を持つレン・エバンスに似ていた。

　休きゆう息そくの邪じや魔まだと思ったのか、コーデリアは口を噤つぐむと、少し後ろに下がった。

　本を２ページほど読み進めたあとで、今度はロイがコーデリアに質問を投げかけた。

「レンという人物を、コーデリアはどう思う？」

　質問の内容が意外だったのか、コーデリアは小動物が物音に反応するように、ぴくりと全身を震ふるわせた。それから、思うままに言葉を並べた。

『不ふ思し議ぎな方だと思います。何を思い、何を考えているのかが、わたしには捉とらえることができません。けど、とても聡そう明めいな方だとも思います』

「……聡明か」

　果はたして、レンに対してそう評ひよう価かを下した人間がどれだけいるだろうか。

　ロイが考え込むと、その様よう子すをどこか嬉うれしそうにコーデリアが見ていた。目が合うと、悪いことをしているわけでもないのに、申し訳ありませんと謝しや罪ざいを述べる。

　それでも、どこか期待に満ちた表情で、コーデリアはロイを見つめ続けた。

「言いたいことがあるなら言え」

『あの……ですが』

「構わないと言っている」

　少し迷まよったあとで、コーデリアは胸むねに仕し舞まい込もうとしていた質問をロイに投げかけた。

『ロイ様の目には、どのように映っておられるのですか？』

　予想通りの内容でも、ロイは即そく答とうしなかった。ゆっくりと、考え事をするように、ひとつずつ言葉にしていく。

「……身のほど知らず。挑ちよう戦せん的。無む謀ぼう。勇ゆう敢かん。相手をするのが面めん倒どうなやつ。時々だが面おも白しろいやつ……と言ったところか」

　言葉にしてみても、ロイの中でレンの実体は伴ともなっていなかった。

「やめよう。このような話、私らしくなかったな」

『わたしはロイ様と物語の話ができてよかったと思います』

　恥はずかしそうにしながらも、コーデリアは少女の外見に相応ふさわしい悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべていた。

「ああ、そうだな。物語の話だ」

　体の力を完全に抜くと、ロイは静かに目を閉じた。張り詰めていた気持ちが、コーデリアとの会話で完全にほぐれていた。

　これならぐっすり眠れそうだったが、今はこの瞬間の心地良さを手放したくなくなっていた。

　だが、安らぎの時間も長くは続かない。突とつ如じよ、何かが叩きつけられたように、ドアが激しい音を鳴らした。

『ロイ様、ドアのロックに不正なアクセスを確認しました。排はい除じよしますか？』

「作戦遂すい行こう中のコーデリアに、余よ計けいな処しよ理りをさせるつもりはない。放っておけ」

　わかりましたとだけ言って、コーデリアは引き下がった。その目は心配そうにロイを見ている。

　ドアが開くと、警けい護ごの兵が背中から部屋に倒れ込んだ。すでに気を失っているらしく、人形のように無反応だった。それに続いて、アサルトライフルを手にした兵士が四人滑すべり込み、左右に分かれて状じよう況きようをクリアにする。銃じゆう口こうは即そく座ざにロイへと向けられた。

　軍ぐん服ぷくを見れば、彼らの正体は一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。企業連盟の者たちではない。共和国軍の徽き章しようが左腕にはあった。機甲降下部隊という惑わく星せい降下を専門にする連中だ。

「確保！」

　兵士のひとりが叫ぶと、それから二秒ほど遅れて屈くつ強きような二の腕をした男が姿を現した。右手に自動拳けん銃じゆうを握にぎっている。鷹たかのような目で、男はロイとコーデリアを見た。

　男の階級は大たい佐さ。年ねん齢れいは四十歳を少し過ぎたくらいだろうか。癖くせの強いブラウンの髪かみをしている。

　つかつかと歩き出したかと思うと、椅い子すに座すわるロイの真正面で立ち止まった。それから素早い動作で銃口をロイに突きつけた。

　先に口を開いたのはロイだった。

「共和国軍の者に、ここへの立ち入りは許可していなかったはずだが」

「そのせいで少々手て荒あらい訪問になったことは謝しや罪ざいしよう」

　そう言って男は背後で気絶した警護の兵を鼻で笑った。

「用件はなんだ。まさか、私を殺しにきたのではあるまい」

「銃を突きつけられた状況下で言う台詞せりふではないな」

「撃うつのは構わんが、生きてこの部屋を出られると思うな」

　次の瞬間、突とつ然ぜんドアが閉まった。コーデリアの仕し業わざだ。後方に控ひかえた四人の兵士は同時にドアを見た。隊長格の男だけは注意を逸そらさなかった。よく訓練されている。

　さらに続けて部屋の照明が落ちた。舌した打うちが聞こえた。

　五秒間だけ暗くら闇やみは続き、すぐに元の明るさに戻った。ロイは銃を構え、身を引いた隊長格の男を狙ねらっていた。男の手にした銃も、まだロイに向いている。

「どうやら資料にある通り、能力の方は信用できるようだな。機甲降下部隊の隊長、カルロ・ジョルダーニ大佐」

　ロイの言葉に、隊長格の男は憎にく々しげに応じた。その視し線せんはコーデリアへと向けられる。コーデリアはただ頭を下げただけだった。

　毒どく気けを抜かれたように、ジョルダーニはだらりと腕を下ろした。背後の部下にも指示を飛ばした。

「軍ぐん曹そう、部屋の外で待たい機きしていろ」

　はっと素直に兵のひとりが答えた。

　ロイはコーデリアに目で合図を送り、ドアを開けさせた。機き敏びんな動作で、四人の兵士は退室していった。

　視し線せんでソファに座すわるように促うながしても、ジョルダーニは従したがわなかった。腕を組んだ姿勢のまま、ロイの目の前に立っている。

　長身のため、ロイが見上げる形になった。

「降下作戦の指示が一いつ向こうに出される気配がないので、こちらから出向かせてもらった」

「時期がくれば声をかける。それまで下がっていろ」

　ジョルダーニは口の端はを器用に片方だけ持ち上げ、皮ひ肉にくっぽい笑みを作る。

「その目、そのやり方、あのグスターヴ・クローバーにそっくりだな」

　不ぶ躾しつけな言葉に、ロイの視線が冷たさを増した。長兄の名をここで聞くとは、ロイも予想していなかった。しかも、よりにもよって自分と似にていると言われたのだ。忌いむべき存在である長兄と。

「自分の都つ合ごうだけで物事を進める。必要なものだけを取り込み、不要なものは排はい斥せきする。クローバーに生まれると誰だれもが傲ごう慢まんになるようだな」

「口の利きき方には気をつけるんだな」

　一切の感情を見せないことが、余よ計けいにロイの迫力を増した。それでも、機甲降下部隊の隊長は怯ひるまなかった。
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「作戦行動中でなければ、お前に従したがう義務はない。同盟協定にはそう書かれているはずだ」

「だから言っている。貴き官かんの作戦行動は私が握にぎっているということを忘れるな。部隊もろとも犬いぬ死じにはしたくないだろう」

　部隊を生かすも殺すも、ロイの手のひらの上なのだ。

　その意味を理解したジョルダーニは、憎ぞう悪おの視し線せんを向けてきた。ふたりの男の間に、歪ゆがんだ感情が入り乱みだれている。必ひつ然ぜん的に部屋の空気は重苦しくなった。

　コーデリアの佇たたずんでいる場所だけが、やさしげな色に包まれている。あとは灰色に濁にごった空間になっていた。

　ジョルダーニは机に手をつき、身を乗り出すと刃のように鋭するどい視線でロイを睨にらんだ。

「さすが企業連盟などを立ち上げる連中だ。力のあるものが正義というわけか」

「貴官は私と正義について語るために来たのか。そのような幼よう稚ちな話題は、誰だれか別の相手とすることを私は貴官に望む」

　額ひたいがつくほどに、ジョルダーニは顔を突き出した。

「企業連盟が独立など考えなければ、この戦争は起こらなかった。人の命を削けずってまで、何を得るつもりだ、お前らは」

「人々の生活と安全を向上させるためだ。もはや共和国の中央政府にはついて行くべきではないと判断した」

「ならば、なぜ、戦争という手段に出た？　共和国の中ちゆう枢すうはすでにミレニアムとクローバーによって牛ぎゆう耳じられていた。武力衝しよう突とつなどなしに、水面下からでも、共和国のすべてを乗っ取ることができたはずだが」

　ジョルダーニの言葉を、ロイは真っ直ぐに受け止めていた。目を逸そらすこともなかった。ただ、反論を口にもしなかった。

「理由を言ってやろうか。お前らは共和国が溜ため込んだ負ふ債さいを背負いたくはなかった。だから、豊かなパンテーラ星系とルトラ星系を奪うばい、独立という形に持ち込んだ」

　体を離すとジョルダーニは再び腕を組んだ。見下すようにロイを見ている。

「人々の生活と安全の向上が聞いて呆あきれるな。貧まずしい星系は共和国に押しつけるわけだ」

「言いたいことはそれだけか？」

　ロイの口調に変化はなかった。その様子を退たい屈くつそうに、ジョルダーニが観察していた。

「肝きもの座すわり方は、さすがクローバーと言ったところか。その若さで、その態度、本当にグスターヴの野や郎ろうを思い出させる」

　目配せをするとコーデリアが小さく頷うなずいた。すぐに網もう膜まく投とう影えいを通して、ジョルダーニが過去に参加した作戦リストが表示された。その中から、グスターヴとの接点を探した。

　ジョルダーニが機甲降下部隊の隊長に任命されてから、二度、作戦で絡からんでいた。直接的な上官は、今回の作戦に動向しているドミニク・アフネルであったが、そのアフネルの上官がグスターヴだった。二度とも部隊には大きな被害が出ている。それでも、艦かん隊たい戦せんを含めると、その戦場では勝利を収めていた。

「邪じや魔まをしたな」

　屈くつ強きような機甲降下部隊の隊長は、用件は済んだとばかりに部屋を出て行った。今度の作戦の上官を見定めに来たのだろう。

　ジョルダーニの背中が見えなくなるまで、ロイはじっと睨にらみつけていた。

　一瞬の静せい寂じやくの後で、ロイは苛いら立だちを爆発させた。

「この私がグスターヴに似にているなどと、ふざけたことを」

　震ふるえる手を、力任せに机に振り下ろした。だが、それは途中でコーデリアに遮さえぎられた。

『おやめください』

　痛みが自分のものであるかのように、コーデリアは辛つらそうな顔をしていた。

『ロイ様が信じる道を行かれれば、ジョルダーニ大たい佐さにも、必ずそのお心が伝わります。ですから、今は……』

　コーデリアのやさしい声こわ音ねが、嵐あらしのように吹き荒れていたロイの心を静めた。同時に、室内の空気も落ち着きを取り戻した。

「私は理解を求めているわけではない」

　静かな声だった。

『存じております』

「少し休む」

　そう言って席を立つとロイは自室に消えた。その背中に、コーデリアがおやすみなさいませと声をかけ、見送るように頭を下げた。
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　食堂を出る際、ネリーは背中に兵たちの視し線せんを幾いくつも感じた。説明を求めるような期待が込められている。それに気づいておきながら、ネリーは振り向かずに、何事もなかったかのように廊ろう下かに出た。

　背後から、今回の作戦に対する疑問の声が聞こえた。

　ネリーは周囲に誰だれもいないことを確かく認にんすると、大きく息を吐いた。

　銀河星せい暦れき九九一年六月二日、同盟軍が惑わく星せいダリアの攻こう略りやく戦せんに突入して、二週間が経過したことになる。

　イージスの盾たて攻略の目め処どは見えず、司令官から何の作戦説明もされていない。兵たちが作戦に対して不安を感じ始めている。さらにアロンダイトで機甲降下部隊の隊長と、ロイの間で衝しよう突とつがあったという噂うわさが流れ、不安に拍はく車しやをかけた。

　ネリーが兵たちの視し線せんを集めたのは、参さん謀ぼうである彼女なら事情を何か知っているのではないかと思われたからだろう。

　だが、兵たちと同じ不安をネリーも抱えていた。レン・エバンスからは何の指示も出されていなければ、何の説明も受けていないのだ。

　日に一度、レンがクローバー艦かん隊たいの旗き艦かんアロンダイトに出かけていくのを知っているだけだ。ふたりの司令官がイージスの盾たて攻こう略りやくのために、どのような会話をしているかまでは何も知らされていない。

　目に見える現実から判断すれば、作戦が順調に進行しているようには思えない。イージスの盾に阻はばまれ、攻こう撃げきを仕掛けることすら、同盟軍には許されていないのだ。

　ネリーは廊ろう下かを足早に進んだ。途中で若い士し官かんとすれ違ちがった。意味深な視線を向けられたが、気づかないふりをした。敬礼だけをして、ネリーの方が先に歩き出した。

　参謀として、将兵たちには余よ裕ゆうを見せておかなければならない。だが、先の見えない状じよう況きようは、ネリーの精神を徐じよ々じよに不安定な方向に迷い込ませていた。

　自室のある廊下に差し掛かると、ようやく速度をゆるめた。この区く画かくは司令官と参謀の部屋しかなく一般兵がいることは稀まれだ。

　張り詰めた糸がゆるんだ瞬間、手前の部屋のドアが開いた。二十代半ばの女性の情報士官が明るい声を上げながら出てきた。襟えり首くびは乱みだれ、朱色に染そまった胸むな元もとが色気を振り撒まいている。昨日見かけた女性とは別の人物だった。

　女性の情報士官は、ネリーには気づかずに、部屋の中の人物に向けてかわいらしく手を振った。歩き出したところでネリーを見つけ、慌あわてて笑えみを消し、視線を落とした。

　すれ違い様ざまに、石せつ鹼けんと汗の混ざったにおいがした。嫌けん悪お感かんを覚えたネリーの表情が険けわしさを増した。

　部屋の入り口に目を向けると、ギュネス航こう行こう参謀の姿があった。濡ぬれたままの髪かみの毛から、雫しずくが床ゆかに落ちた。ギュネスはタオルで髪を拭ふき、軍服を正しながら、軽い調子で声をかけてきた。

「何か私に用事でも？」

「通りがかっただけです」

　何の感情も見せずに、ネリーはそれだけ言うと、ギュネスの前を通り過ぎた。普ふ段だんであれば、そのまま部屋に戻ったはずだ。なのに、ネリーは余よ計けいだと思いながら、口を閉ざすことができなかった。

「女性遊びはほどほどに願います。痴ち情じようのもつれなどという問題まで、この状況下で抱え込みたくはありませんので」

「不安だという彼女たちを、慰なぐさめて上げただけですよ。ご所しよ望もうでしたら、戦せん闘とう参謀どのにもやさしくして差し上げますが」

　ギュネスの言葉は、いつもの軽口の一種に過ぎなかった。これも普ふ段だんなら聞き流すことができた。だが、元々、不ふ愉ゆ快かいな気分でいた今のネリーには、無む視しすることができなかった。他人を傷つけたい衝しよう動どうが理性に勝まさった。

　勢いよく振り向くと、ネリーは忌いむべきものを睨にらみつけるように航こう行こう参さん謀ぼうを見た。

「私は航行参謀の不安と苛いら立だちを誤ご魔ま化かすための道具になるつもりはありません」

　言い過ぎていると自覚しながらも、言葉を途中で止めることはできなかった。

「ご自分の弱さを隠かくすために、女性を利用しているだけではありませんか。軽けい蔑べつします」

　その言葉に、ギュネスは最も苛か烈れつな反応した。何も言わずにネリーの胸むな倉ぐらを摑つかむと、力任せに壁かべに叩きつけた。一瞬、息が止まって、その直後に咳せき込んだ。

　ネリーは抵抗しようとしたが無む駄だだった。軍ぐんの訓練で一般女性よりは力も強いはずだが、相手も軍人なのだ。男女の差は覆くつがえしようもない。

　このまま殴なぐり飛ばされても文句は言えない。上官に対する口の聞き方ではなかった。ギュネスはネリーより二階級上の少しよう佐さの地位にいる。

　振り上げられた拳こぶしを見ても、ネリーは目を瞑つぶらなかった。ただ、訪れる痛みに耐えるように奥歯を嚙かみ締めた。

　そこに別の声が割り込んできた。

「あなたたち、何をしているの！」

　駆かけつけてきたのは情報参謀のモンティーユだった。胸倉を摑んだギュネスの手を振り解き、ふたりの間に体をねじ込んできた。

「兵に見られたらどうするつもり？」

　ギュネスは熱が冷めたように両腕をだらりと下げると、舌した打ちをして歩き出した。

「待まちなさい、ギュネス」

　言葉と同時に、背を向けた航行参謀は壁を蹴けり飛ばした。その背中は、激しい苛立ちに満たされていた。振り向かずに、ギュネスは通路の向こう側へと去った。

　それを見届けてから、モンティーユはネリーの正面に立ち、乱みだれた服装を丁てい寧ねいな手付きで直し始めた。

「ギュネス航行参謀の経けい歴れきは知っているわね？」

　皺しわを伸ばすために、モンティーユが裾すそを下に引っ張った。ネリーはただ頷うなずいた。

「あれも航行理論に関しては、申し子とまで言われている男よ」

　長距離運うん搬ぱん船の船長を父親に持つギュネスが生まれたのは、航行中の船の中だった。母親は父親の船の搭とう乗じよう員いんだった。仕事柄がら、長距離運搬船の搭乗員は人生の大半を船の中で過ごす。そのため、十二歳になるまで、ギュネスは陸に上がることなく育った。その頃には、航行に関する一般的な技術は完全に習得していたという。

「航行に関しての知識、経験、感覚、どれをとっても一級品。それは誰だれもが認めるところでしょうね」

　留め金の外れた胸むな元もとが、モンティーユによって丁てい寧ねいに閉じられた。それから、曲がった襟えりを直してくれた。

「それなのにとんでもない壁かべにぶつかった。レン・エバンスとオフィーリア。私やファルコ機関参さん謀ぼうも気持ちは同じよ。手も足もでないとはこのことね」

「ですが、ギュネス航こう行こう参謀の態度は、立場に相応ふさわしいものだとは思えません」

　言いながら、ネリーは目を伏せた。自分が苛いら立だった理由をモンティーユに見透かされた気がした。

　モンティーユは力なく笑った後で言葉を続けた。

「時には正しいことを言うのが、間ま違ちがいであることもあるわ。あなたにならそれくらいはわかるでしょう？」

「……理解はしています」

「けど、感情的には納なつ得とくができないという顔ね。少し安心したわ。歳とし相そう応おうの潔けつ癖ぺきさがあなたにもあって」

「私は……」

　顔を上げて反論しようとしたが言葉は続かなかった。

「もう少し男は甘えさせなさい。その方が余よ計けいな摩ま擦さつを生まずに済む。あなたは自分に厳きびしく、女であることも忘れようとしているようだけどそれは無理よ。あなたは女なのだから」

　体の中心を射い抜かれたような衝しよう撃げきがネリーを襲おそった。過去、母親に言われた言葉が脳のう裏りに蘇よみがえった。あれは七年前のことだ。

　──あなたは女の子なのだから、元げん首しゆ継けい承しように名乗りをあげる必要はないわ

　それは、ロイの暗殺未み遂すい事件が起きた直後のことだった。母はネリーの身を案じ、親の権限で一方的にネリーの継承権を放ほう棄きした。悪意や思おも惑わくなど何もなかった。純じゆん粋すいな善ぜん意いしかなかった。

　その日以来、ネリーの周囲は唐とう突とつに色褪あせた。一族からは敗北者と呼ばれ、後ろ指を差された。実力が伴ともなわずに脱落したわけでもないのに、継承権を持たないということで、無能者の扱いを受けた。一族はネリーを嘲あざ笑った。

　日常生活に支し障しようがあったわけではない。何の不自由もなく生活はできたし、ごく一部の人間からは変わらぬ愛情を受け取った。

　他人から見れば、十分に恵まれた生活だったのだろう。だが、継承権を持つ者たちの目は冷たく、彼らの前に立つと悔くやしさで身が震えた。自分は無能者ではないと主張したかった。だが、その発言権すら、ネリーにはなかったのだ。

　悔しさがネリーに軍を選ばせた。力を証明するために。

　士し官かん学校で初の飛び級を認めさせ、提てい督とくの有力候補の座ざを摑つかみ取った。これで自分を嘲ちよう笑しようした者たちを見返すことができる。だが、契けい約やくの典礼で彼女の名が呼ばれることはなかった。レン・エバンスによって道を阻はばまれたのだ。

　そして、レンという名の壁かべは、今もなおネリーの心を搔かき乱みだす存在となっている。苛いら立だちの根こん源げんは、レンにあるのだ。

　心の中の霧きりを、ギュネスに当たることで発散しようとした。女性を利用したギュネスのことを責められるはずもなかった。

　ネリーは顔を上げると真っ直ぐにモンティーユを見た。

「ギュネス少佐に謝しや罪ざいしてきます」

「それがいいわ」

　素そっ気け無くそれだけ言うと、モンティーユはもう歩き出していた。部屋に戻るのだろう。背中を見届けることなく、ネリーも足を前に出した。




　　　　　　　　５




　オルキヌス星系にクローバー艦かん隊たいとエバンス艦隊がやってきてから、明日で二十日にもなる。その間、地上攻こう略りやくの上空指し揮き官かんであるドミニク・アフネル准じゆん将しようが司令官室に足を踏ふみ入れることはなかった。

　アフネルが上官のロイに声をかけられたのは、今日が初めてだ。

　数日前から、定期的に作戦の進しん捗ちやくだけは全将しよう兵へいに伝えられた。

　それはとても簡かん潔けつな内容で、イージスの盾たて攻略は順調に進行中というものだった。

　だが、傍はた目めに見て、順調とは到底思えない。企業連盟の二艦隊が敵に対して行っているのは、遠方からの艦かん砲ほう射しや撃げきのみだ。惑わく星せいダリアから七光秒の位置に、常つねに砲ほう撃げき艦かんを配置し、断続的に攻撃をしている。記録を見れば、すでに九〇〇回を超える砲撃が行われていた。一日に、四〇回以上の攻撃が行われた計算になる。アフネルの目には、ただのエネルギーの無む駄だ遣づかいに映った。

　これだけの攻撃をしても、当然イージスの盾は破れない。未いまだに健けん在ざいである。惑星ダリアにいる銀河連合統合軍にとっては、目の前を飛ぶハエ以下の存在でしかないだろう。

　何か策さくがあっての行動なのだろうが、アフネルは意い図とを汲くみかねていた。

　将兵に出された命令も、疑問を増ぞう幅ふくさせた。

　現在、全将兵に対して、三交代制の待たい機き任にん務むが与えられている。出てくる気配がないとはいえ、敵を前にした体制としては非常識だった。

　体を十分に休める時間もあれば、仲間と談だん笑しようする時間もあるのだ。だが、作戦の内容を知らされていない兵たちの心境は複雑で、ゆとりのある現状を喜ぶ者はいなかった。

　アフネルは空いた時間で、そんな兵たちの様よう子すを見て回っていた。司令官に対する評価の声を幾いくつも聞くことができた。今日までに出した結果が、実力に対する信頼を与えているのはわかった。ただ、ロイの人間性を語った者はひとりもいなかった。

　遠い存在である。皆がそう思っているようだった。

　そのロイからいつかお呼びがかかるだろうと、アフネルは地上攻こう撃げきのプランだけは練ねっておいた。有力なデータの幾つかはロイにも送った。

　そして、今日になって突とつ然ぜん呼び出しがかかったのだ。

　アフネルは初めて入る司令官室の簡かん素そな様さまに、ロイの人ひと柄がらを見た気がした。不要と思える物は一切なく、落ち着いた雰ふん囲い気きに満たされている。

　部屋の主ぬしからは、排はい他た的な空気をひしひしと感じた。きっと自分ひとりで何でもやってきたのだろう。そういうタイプとしてアフネルの目には映った。

　ロイがコンソールを操作すると、部屋の中心に立体映像のレーダーが現れた。

　そのレーダーを挟はさんだアフネルの向かいには、地上制圧部隊の現場責任者であるカルロ・ジョルダーニ大佐の姿もあった。幾つもの不満が表情に出ていた。若じやく輩はいの司令官に従うこと。今日まで放置されたこと。それから、アフネルに対する不満だ。部屋で顔を合わせた瞬間など、殺さつ意いの目を向けられた。

　室内にはあとひとり、艦かん隊たい司令官のレン・エバンスもいる。どこから持ってきたのか、パンの耳を黙もく々もくとかじっていた。

　ふたりの電子妖よう精せいの姿はない。そのことにアフネルは違い和わ感かんを覚えた。だが、質問を口にするよりも前に、ロイが用件を切り出した。

「これより、惑わく星せいダリア攻こう略りやくの策さくを説明する」

　そう宣せん言げんすると、ロイはコンソールを素早く操作した。レーダー上に、惑星ダリアが表示された。二十日前から常時展開されているイージスの盾たてにすっぽりと覆おおわれている。

　ようやくイージスの盾攻略の構想を聞けるとアフネルは思った。

　だが、ロイの説明が開始される前に、ジョルダーニが重い口を開いた。

「作戦を聞く前に、ひとつ確かく認にんしておきたいことがある」

　引き締まった体に似に合あわず、低音でも艶つやのある声だった。ふたりの提てい督とくとアフネルの意識が、ジョルダーニに向けられた。

「この奪だつ還かん作戦は、誰だれのための戦争だ？」

　地上部隊の現場指し揮き官かんは、銃じゆう弾だんのような鋭するどい目つきでロイを見た。士し官かん学校を出たての若い将しよう校こうであれば、すくみ上がるほどの迫はく力りよくがあった。それを、ロイは顔色ひとつ変えずに受け止めた。透き通った青い瞳ひとみには、相手を威い圧あつする冷たさが含まれている。

　司令官の態度を気にもせず、ジョルダーニはさらに続けた。

「ダリアの民間人は、銀河連合による統治に慣なれ始めていると聞く。共和国の手に戻ることを、そこに住む者たちはもはや歓かん迎げいしていない」

　惑わく星せいダリアが銀河連合の手に落ちて、二ヶ月が経過しようとしている。時の流れは、徐じよ々じよに地上攻こう撃げきによる傷を癒いやしていく。平へい穏おんな日々が戻れば、もう誰だれも再びその地が戦火にまみれることを望まない。銀河連合による統治が、それ以前よりも優すぐれていれば、なおのこと、現体制を民みん衆しゆうは受け入れて行くだろう。

　腐ふ敗はいした共和国の政治体制が、銀河連合による惑星ダリアの鎮ちん圧あつを容よう易いにしたのだ。

　同盟軍は奪だつ還かんと口にするが、ダリアに住む民衆から見れば、同盟軍は侵しん略りやく者しやとなってしまう。

　ジョルダーニの言葉は、それらを理解しているのかを聞いていた。そして、その上で、侵略とわかりながらもなお、攻撃を仕掛ける大たい義ぎをロイに求めている。

「愚ぐ問もんだな」

　戻ってきた言葉は、極きわめて短かった。何の感かん慨がいも感じさせない淡たん白ぱくな声こわ音ねだった。

「戦争は企業連盟に身を寄せる者のためであり、貴き官かんにとっては共和国の人々のためだ」

「だが、今の共和国の政治を見ればわかるだろう。ダリアのように銀河連合の統治下に置かれた方が、民衆はあらゆる不安から守られ、安心して暮らしていけるはずだ」

　感情的にはなっていないが、ジョルダーニの言葉には彼の真しん意いが、きちんと含まれていた。それは共和国の軍人が口にするには、あまりに大だい胆たんな考えだった。

　負けた方が幸せなのではないかと語ったのだから。

「貴官は面おも白しろいことを言うな」

「この現状だ。似にたようなことを考える者なら、他にもいる」

「だが、結論を急ぎすぎた発言だ」

　言い聞かせるように、はっきりとロイは言った。

　真しん意いが読み取れなかったのか、ジョルダーニは顔を顰しかめた。屈くつ強きような男の顔が、どこか親しみやすく見えた。

「銀河連合領内を見てみろ。各国の格かく差さは激しく、貧ひん困こん層そうの割合は、共和国との違ちがいはそうない。一見、まとまっているように思えても、連合内での内ない乱らんも頻ひん発ぱつしている。惑星ダリアという狭せまい範囲でみれば、今のところ政治は順調なのかもしれん。だが、所しよ詮せん二ヶ月足らずの結果に過ぎん。そもそも、銀河連合の統とう治ちに間ま違ちがいがないというのなら、共和国など早々に潰ついえていただろう。共和国の歴史はなぜ、銀河連合を拒こばんだと思う」

　隙すきのないロイの発言に、アフネルは心の中で感かん嘆たんをもらした。

　ジョルダーニが腕を組み、確かにその通りだと苦々しく言った。

「何より、今、私たちが惑星ダリアを落とさなければ、軍ぐん神しんの足止めに向かった一〇〇〇万人近くの将しよう兵へいを、犬いぬ死じにさせることになる」

　同盟軍の本隊と分かれ、ルトラ星系を発って一ヶ月が経過する。クライスラー艦かん隊たいを中心とする三つの艦隊は、軍神と接せつ触しよくしているはずだった。彼らが足止めに成功している間に、惑星ダリアを攻こう略りやくしなければならない。残された時間は、そう長くないはずだ。

　ジョルダーニが理解を示すと、ロイはレーダーに視し線せんを戻した。ようやく、作戦の肝きもであるイージスの盾たてを攻こう略りやくする手段が明かされる。アフネルはそう思い、期待の目で、レーダーを見据すえた。

　だが、その期待は裏うら切ぎられることになった。

　レーダーの焦しよう点てんは惑わく星せいダリアに近づき、降下作戦の様よう子すが映し出される。クローバー艦かん隊たいの各艦かん艇ていに、コバンザメのようにくっついた強きよう襲しゆう降下艇が、次々にダリアに降りていった。突入角度から降下ポイントに関する何から何までに、アフネルは見覚えがあった。それは彼が練ねった策さくに違ちがいなかった。

　ただ、三つ用意した降下案を、ロイは統合し、ひとつにまとめていた。三ポイントからの同時降下により、地上で待まち構える敵部隊を混こん乱らんさせるつもりなのだろう。

　突入地点が違えば、降下地点も違ってくると考えるのが普通だ。だが、三つのポイントから大気圏けんに突入した機甲降下部隊は、全部が防衛本部を中心に、直ちよつ径けい五キロの範はん囲いに落下することになる。狭せまい範囲に同時に落ちるため、各個撃破される心配もない。その上、敵の対空砲火が分散することも期待できる。

　アフネルの目に、ロイの策は有ゆう効こうな手に見えた。

　誰だれも口を挟はさまないと見ると、金きん髪ぱつの青年はさらに説明を続けた。

「機甲降下部隊の任務は、防衛本部の制圧。この一点だけだ」

　ロイの言葉は、ジョルダーニに強く向けられていた。それを感じ取っているのだろう。腕組みの姿勢を崩くずさずに、不ふ機き嫌げんそうな顔でジョルダーニは若じやく輩はいの司令官を見ている。

　拠きよ点てん制圧を主な任務とし、生なま身みで戦場を駆かけるジョルダーニは、知能戦を主しゆとするロイとはまるで雰ふん囲い気きが違ちがう。鋭するどさが、全身からにじみ出ていた。

　反論のひとつやふたつはあるようだが、ジョルダーニは説明の途と中ちゆうで言葉を挟まなかった。この辺に、軍人としての生き真ま面じ目めさが見えた。

　レーダーが作戦の続きを示していく。

　惑星ダリアに降り立った機甲降下部隊が、防衛本部の制圧に成功すると、空に向かって一本の光が伸びた。

「防衛本部を抑おさえたのち、早急にイージスの盾のシステムを掌しよう握あくする」

　遥はるか上空にいるダインスレイフに、光は繫つながった。

　レーダー上の防衛本部が、銀河連合を示す黄色から同盟軍を表す青に塗ぬりつぶされていく。やがて、模も式しき化かされた防衛本部は、青一色となった。

　電子妖よう精せいオフィーリアにより、制御用プログラムの書き換えが完かん了りようしたのだ。

　これで防衛本部は同盟軍の手しゆ中ちゆうに収まった。だが、上空の戦場がまだ片付いてはいない。ふたつの星空師団は未いまだ健在なのだ。

「イージスの盾を一いつ旦たん解除、その後、フィールドを一定周しゆう波は数すうに固定して再び展開する。この際、全突とつ撃げき艦かんのフィールド周しゆう波は数すうもイージスの盾たてと同様の数すう値ちで固定する」

　ロイの説明が、レーダー上の駒こまによって再現される。一度消えたイージスの盾は、約一〇秒後に再び展開された。ただし、サイズは限界まで縮ちぢめられている。味方も、敵も含めた全ぜん艦かん艇ていが、イージスの盾の外側に配置された。その直後、球状の重力子フィールドが、元々展開されていたサイズにまで、押し広がっていく。

　フィールド境界面が、艦隊戦の最中にあるクローバー艦隊と、エバンス艦隊、それに銀河連合のふたつの星空師団に触ふれた。

　通常であれば、全艦艇がまとめて弾はじき飛ばされるはずだった。

　だが、同周波数の重力子フィールドをまとったクローバー、エバンスの両艦隊は、イージスの盾をすり抜けた。

　銀河連合の艦隊は、イージスの盾が作るフィールドに激げき突とつし、押し返されていった。

　だが、このままでは、敵にイージスの盾の周波数を知られ、突とつ破ぱを許してしまう。ロイも当然承しよう知ちしており、コンソールを操そう作さすると、即そく座ざに周波数を乱らん数すう値ちに設定し直した。数秒おきに、予測不能な周波数に切り替わる。これにより、再びイージスの盾は、すべてを拒きよ絶ぜつする不敗の盾となった。

「イージスの盾展開後、艦隊は地上の航こう空くう支し援えんに移行する。他、地上の重要拠きよ点てんの制圧及び、敵軍の沈ちん黙もくをもって、本作戦は終しゆう了りようとする。以上、何か質問はあるか」

　待まっていたとばかりに、ジョルダーニが体を前に突き出した。

「降下作戦の内容はわかった。だが、質問がひとつに、問題点の指し摘てきがひとつある」

　ロイはジョルダーニに興味を示さず、続けろとだけ口にした。

「まず質問からだ。最初にイージスの盾を突破する策さくが説明されていない。どうするつもりだ？」

　アフネルが真っ先に聞きたい内容だった。降下作戦を成功させ、イージスの盾を奪だつ還かんするには、まずその不敗の盾を突破しなければならないのだ。

　ロイの説明からは、その最も重要な点がすっぽりと抜け落ちていた。

　ジョルダーニの目が若い司令官を試すように細められた。瞳ひとみの奥に、刃は物もののような光が宿やどっている。

　アフネルも興きよう味みの視し線せんで、ロイを見た。元もとコックの司令官だけは、特別な反応も見せず、置物のように静かにしている。

　じっくりと間を置いたのち、ロイは説明を行った。だが、それはアフネルやジョルダーニが求めた答えとは違ちがっていた。

「質問の意い図とが不明だな。知らずとも貴き官かんらの任務に支し障しようはないはずだ。今、説明した通り、地上制圧に死力を尽つくしてもらいたい」

　ぴしゃりとロイは言い切った。

　言っていることは正しい。情報漏ろう洩えいを防ぐ目的と、各将しよう兵へいを目の前の任務に集中させるため、軍では作戦の全容をすべての人間には伝つたえないのは常つねだ。

　だが、ここまで徹てつ底ていしたやり方を見るのは、アフネルも初めてだった。

　ジョルダーニは引き下がらずに、じっとロイを睨にらみつけていた。それを若い司令官は簡単に受け流した。

「知ることで降下部隊の作戦成功率りつが上がるというのなら考えよう」

　何を言っても無む駄だと判断したのか、苛いら立だちを覗のぞかせながらもジョルダーニはロイの言い分を受け入れた。

「では、問題点の方を聞こうか」

「上空の制圧が完了する前に、強きよう襲しゆう降下を仕掛けるなど自殺行為だ。企業連盟の提てい督とくは、降下作戦の基本も知らないようだな」

　通常、惑わく星せいなどに部隊を降下させる場合、惑星周辺宙ちゆう域いきを完全に制圧したのちに行われる。大気圏けん突入時の強襲降下艇ていは無防備となり、砲ほう撃げき艦かんにでも狙ねらわれたら逃げようがない。軌き道どうを変へん更こうすれば、降下ポイントが大おお幅はばにずれ、作戦も失敗する。

　そのため、よほどの理由がなければ、艦隊戦をやっている最中に降下は行われていない。

「機甲降下部隊の過去の実績は確認している。貴官の部隊なら、十分に可能だと判断した」

　直球の答えが返ってきた。そのため、ジョルダーニは言葉を詰まらせた。自分が指し揮きする機甲降下部隊だ。その実力は誰だれよりも理解しているはずだ。それを理由にされては、反論のしようがなかった。

　計算して言葉を選んでいるのか、深く考えずに出た言葉なのか、アフネルにはどちらであるか読み取れなかった。

　ただ、この自信と人を動かしていく力強さに、軍ぐん務む局長のグスターヴ・クローバーを重ねた。二十歳も歳の離はなれた弟を、有能な軍務局長が気にする理由がわかったような気がした。

「貴き官かんが任務を拒こばむのであれば、制圧部隊の指揮官の後任を立てなければならないな」

　なおもジョルダーニは押し黙だまっていた。

「先ほども言ったように、別の戦場で戦う将しよう兵へいを犬いぬ死じにさせるつもりはない。貴官がどのような反論を持ち出そうと、私は作戦を遂すい行こうする」

「わかった。いいだろう。後任を立てられるくらいなら、自分で指揮して犠ぎ牲せいを減らすまでだ。ただし、ふたつ条件がある」

「なんだ、言ってみろ」

「二時間だ。降下から二時間で、防衛本部は制圧する。だからその間、何があっても、艦かん隊たいは撤てつ退たいしてくれるな」

　降下部隊の現場指揮官の目が、殺意を伴ともなってアフネルに向けられた。怒いかりと憎にくしみが、怨おん念ねんのように宿やどっていた。

　アフネルは深くため息を吐ついた。

「よくもまあ、一いち途ずに五年間も私を憎にくんでいられますね」

　肩をすくめて、アフネルは脱力した。ジョルダーニが静かに立ち上がった。左手の拳こぶしが震ふるえている。右手にはいつのまにか銃じゆうを握にぎっていた。冷たい銃口が、アフネルを狙ねらっている。怒りに駆かられていても、銃を握る手はぴたりと静止していた。さすがは精せい鋭えいぞろいの機甲降下部隊の隊長だ。

「アフネル准じゆん将しよう、下らない挑発は止めろ。それとジョルダーニ大たい佐さ、銃を仕し舞まい、席に座すわれ」

　慌あわてた様子も見えず、若い司令官は両りよう肘ひじを机についた姿勢を崩くずさなかった。元もとコックの司令官に至いたっては、不思議そうに目の前の光景を見ているだけで、驚おどろきのひとつも見せなかった。

「もうひとつの条件は、この男を作戦から外すことだ。地上部隊を見捨てて逃げた男に、上空指し揮き官かんなど任せられるか」

　席には座ったが、銃は戻されていなかった。

「大佐、二度も言わせるな」

　数秒の間があって、ようやくジョルダーニは銃を下ろした。だが、銃弾よりも凶きよう暴ぼうな瞳ひとみが、未いまだにアフネルを狙っている。

「大佐の想おもいは重すぎて、私の貧ひん弱じやくな体では、とても受け止められそうにありません」

「次に口を開けば、作戦から外すぞ、アフネル准将」
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　冷れい淡たんな目がアフネルの口を閉ざした。冗じよう談だんのわからない人だと、アフネルはお手上げのポーズをしたが、ロイとジョルダーニの不ふ評ひようを買っただけだった。

「もう一度言う。この男を作戦から外せ」

　そこまでジョルダーニが言う理由を、アフネルは自覚していた。

　事件は五年前のことだ。場所はザロプス星系。近代の戦史の中で、最も激しい略りやく奪だつ戦せんが行われている豊ほう饒じような星系である。中立宗教国ノウスベルン領にあたり、特に銀河連合と度たび重かさなる奪うばい合いを繰り返していた。大戦と呼ばれる規き模ぼの戦せん闘とうも、この二十年足らずの期間に五度も行われ、それぞれ第一次から第五次ザロプス大戦と呼ばれている。第一次を除いた四度は、軍ぐん神しんと法王の決戦としても記き憶おくされ、すでに歴史書にも記しるされているほどだ。人の血を吸すう、忌いまわしき歴史として。

　そのザロプス星系の辺へん境きように、共和国は惑わく星せいの衛えい星せいアロエを拠きよ点てんとした軍事拠点を持っていた。同星系の主権を主張するノウスベルンが、奪だつ還かん戦せんと称しようして攻こう撃げきを仕掛けてきた。わずか一日で衛星はノウスベルンに占せん拠きよされた。

　ザロプス侵しん攻こうの拠点を失うわけにいかない共和国は、地上制圧の精せい鋭えいである機甲降下部隊をアロエの奪還に投入した。だが、ソウハク・コウユウの前に、上空の艦かん隊たいは敗北。すでに降下していた地上部隊を見捨てて撤てつ退たいした。衛星に降りた部隊を回収する余裕などまるでなかった。

　艦隊の撤退を知らず、機甲降下部隊は、その後も半日間戦い続けた。そして、約八割の兵が命を落とした。殆ほとんどが、艦隊の撤退から半日で死んでいた。

　その戦場で、艦隊に地上部隊を見捨てて逃げるように進言したのがアフネルなのだ。決定を承しよう認にんしたのは、その上のグスターヴ・クローバーだった。

　あのときも、アフネルは今と同様に上空指し揮き官かんの立場にいた。そして、ジョルダーニは地上指揮官だった。

　確かに、機甲降下部隊には悪いことをした。だが、あそこで撤退命令を出していなければ、共和国は壊かい滅めつ的な打撃を受けていたのだ。だから、アフネルは自分の判断を過あやまちだとは思ったことはない。その態度が余よ計けいにジョルダーニの怒いかりを買っていると知りながらも、アフネルは改めなかった。謝あやまりもしなかった。

　結果的に、共和国軍は部隊を再編し、アレティーノを投入することで、衛星アロエの奪還に成功したのだ。それで十分だとアフネルは考えている。

　腕組みをすると、ロイはジョルダーニとアフネルを見比くらべた。その司令官の様よう子すを、アフネルは密ひそかに観察した。

　アフネルの異い動どうを知りながらも、惑星ダリア攻略に機甲降下部隊の出動を要求したのは、この目の前の若い司令官なのだ。当然、ふたりの間にある確かく執しつも知った上で。

「配置の変更はない。地上指揮官はジョルダーニ大佐、そして、上空指揮官はアフネル准じゆん将しように行ってもらう」

　ジョルダーニが不ふ愉ゆ快かいそうに鼻を鳴らした。

「それと、二時間でいいんだな？」

　試ためすようにロイが言った。

「十分だ」

　ジョルダーニが力強く答えた。その目は敵でも見るようにロイに向けられている。

「他、何か質問は？」

　その言葉を待まっていたように、レンが挙きよ手しゆした。それを見て、ロイのまとった空気が一瞬だけ変化した。いや、変化したように思えたという方が正しい。何かを感じながらも、アフネルはそれが何の感情なのか、摑つかみ取ることができなかった。

　レンはすました顔で、ロイを見ている。

「何だ？」

　ロイが短く促うながすと、元もとコックの司令官は口を開いた。

「システムを書き換える件けんですよ。イージスの盾たての。クローバー少しよう将しようの方でやってもらえませんかね？」

　一度、そこで言葉を区切ると、レンは少し身を乗り出してさらに続けた。

「書き換えとなれば、オフィーリアの全能力を注そそぎ込む必要があります。そのオフィーリアがいなければ、残念なことに僕の艦かん隊たいは機能しません」

　電子妖よう精せいの加か護ごを受けられないとなると、旗き艦かんは丸まる腰ごしで戦場を歩くようなものだ。敵艦に悟さとられ、狙ねらわれれば一巻の終わりである。

「承知している。だからこそ、書き換え開始後は、即そく座ざに貴下の艦かん艇ていをこちらの指し揮き下かにおき、全力でダインスレイフを護ご衛えいする算段だ」

「僕がアロンダイトを護衛するのでも、条件は同じだと思いますが？」

　ふたりの提てい督とくは言葉を止めると、お互いを見たままで固まった。表情に変化は見られない。レンは先ほどからずっとすまし顔をしており、ロイは相変わらずの冷たい目つきだった。

　アフネルと同様に、ジョルダーニも視し線せんだけを左右に動かして、ふたりの司令官のやり取りを観察していた。興味の光が瞳ひとみに宿やどっている。

「貴官は私を信用できないと言いたいのか？」

「いえ、クローバー少将の用兵は、優れたものだと思っていますよ。ただ……」

「ただ、なんだ？」

「今回の作戦は、僕の方が適任だと思います」

　レンの言葉から、自信は感じなかった。自うぬ惚ぼれもなければ、強がりでもない。そこにある事実を、単たんに述べたかのようにアフネルには聞こえた。

　意味合いに、相手を説とき伏せる力はない。それでも、レンの態度に、奇き妙みような説得力をアフネルは感じた。こんな人物を見るのは初めてのことだった。

　ジョルダーニも判断に困っているらしく、見てわかるほどに迷まよいが顔に出ていた。眉まゆ根ねを寄せて、理解できないものでも見るように、レンを観察している。

「理由にはなっていないな」

「そうですね」

　自分の言葉の不確かさを、レンはあっさりと自みずからで認めた。その顔を見ていると、初めからロイを説得できるとは思っていなかったように思えた。

　それで満足したのか、口元は不満そうに歪ゆがめながらも、引き下がった。また、パンの耳をかじり始めた。

　元もとコックの司し令れい官かんの発言を退しりぞけると、ロイは作戦会議の終わりを宣せん言げんした。

「作戦の決行は明日六月七日、１ヒト２フタ０マル０マルとする。以上、解散だ」

　真っ先に席を立ったのは、レン・エバンスだった。では、明日、とだけ言い残して、ひとり司令官室の扉とびらの向こうに消えた。

　続けてジョルダーニも出て行く。その背中をアフネルは追った。作戦の開始を前に、地上制圧の作戦会議を進めておく必要があった。まともな作戦会議など望めなかったが、何もしないわけにもいかない。

　未いまだにイージスの盾たてをどのように攻こう略りやくするのかはわからない。だが、明日の十二時になれば作戦は決行されるのだ。残された時間で、準備を整えておく必要があった。
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　シリングは作戦時計の日付を注ちゆう視ししたままの姿勢で固まっていた。連絡用の小型艇ていのキャビンには、師団長の警護兵ふたりがいるだけで、他の席は空いている。

　目的地の第三三星空師団の旗き艦かん、アルバトロスの艦かん影えいが正面に迫せまった。シリングは一度、アルバトロスに目をやり、すぐに作戦時計に戻した。

　六月七日。同盟軍の通信を傍ぼう受じゆし、暗号解かい析せきの結果、惑わく星せいダリアの奪だつ還かん作戦が行われるとされた日付だ。

　現在までに敵に新たな動きはない。これまでと同様に、遠方から艦かん砲ほう射しや撃げきを断続的に行っているだけだ。

　イージスの盾にも異常はない。同盟軍から傍受した通信は、わざと流されたものであり、銀河連合の混こん乱らんを狙ねらったものであると考えるのが妥だ当とうな状じよう況きようだった。

　何も起こらない。それでも、シリングの表情は冴さえなかった。何かが引っかかっていた。

　警護兵が旗き艦かんアルバトロスへの到着を報告してくる。シリングは黙だまって席を立つと、身振りだけで、警護兵を下がらせた。味み方かたの艦内を歩くのに、何の危険があろうか。

　すぐに居きよ住じゆう区く画かくの通路に上がり、ザグニス中ちゆう将しようがいるはずの司令官室を訪ねた。

　部屋の中にいたのは、電子妖よう精せいのバラクータだけだった。深々と丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをしてきた。立っているだけでは二十歳そこそこの小娘にしか見えないバラクータも、動作が伴ともなうと急に大人びて見える。

　バラクータは、顔に出たシリングの疑問にすぐに答えた。

『提てい督とくでしたら、今は艦かん橋きようにおられます。申し訳ありませんが、シリング中将から足を運んでいただけませんか？』

「艦橋に？」

『今日は六月七日。提督にとって……忘れられない日ですから』

　意味深に語られた日付に、シリングは納得したように声をあげた。それから黙もく禱とうでも捧ささげるように、深く目を瞑つぶった。

「……あれから五年が経ったのか」

　歴史の教科書を開き、五年の歳月を遡さかのぼると、そこには第四次ザロプス大戦の記述が見つかる。すでに世間では過去の出来事として記き憶おくされている。

　だが、当事者であった者たちにとっては違ちがう。五年が経った今も、過去にできない者は多い。当時のまま、時間を止めてしまった者も多く存在している。

　自分もそのひとりであると、シリングは自覚していた。

『シリング中将？』

　思考が過去に遡るのをバラクータに止められ、シリングは気持ちを前に向けた。そのまま、艦橋に行くと言って司令官室を出た。

　脳のう裏りにひとりの男の名が呼び起こされた。

「ラリー・ヒューズ」

　無意識に口にしていた。

　五年前は、ザロプス方面軍所しよ属ぞく第一〇一星空師団の師団長だった男だ。第三五星空師団のギャノンも含め、同時期に軍ぐん神しんの従じゆう兵へいをした同どう窓そうであり、シリングとは士し官かん学校時代からの友人でもあった。

　だが、その男の名は、現在、銀河連合統合軍の登とう録ろく将兵名めい簿ぼに載のっていない。戦死者名簿にも載っていない。離り反はん者名簿に名を刻きざまれている。銀河連合を裏うら切ぎった大罪者として。

　ヒューズは第四次ザロプス大戦の折おりに、作戦遂すい行こうを拒きよ否ひ、そのまま中立宗教国ノウスベルンに亡ぼう命めいした。第五次ザロプス大戦の際には、敵としてシリングの前に姿を見せた。

　過去から呼び起こされた感情が、シリングの体を怒いかりに震ふるわせた。高ぶる感情を抑おさえられず、通路の壁かべを殴なぐりつけた。通りがかった兵が、驚おどろいた声を上げた。それから、理由もわからずに謝しや罪ざいをして、立ち去っていく。

　壁かべを殴なぐった肌はだは赤く染そまり、熱と痛みを伝えてきた。

　艦かん橋きようの扉とびらのロックを解除すると、シリングは過去から抜け出すように足を踏み入れた。

　照明の落ちた艦橋を、同盟軍の艦かん砲ほう射しや撃げきの光が眩まぶしく照てらす。それが通り過ぎると、すぐに静けさが艦橋を支配した。

　ザグニス中ちゆう将しようは立ったまま、宇宙の闇やみを見据すえていた。その方向にあるのはザロプス星系だ。

「地上の様よう子すはどうだった？」

　シリングが声をかける前に、質問が飛んできた。

　昨日、一昨日の二日間、シリングは地上部隊の士気を確認するために、惑わく星せいダリアに降りていた。

「今のところ地上部隊は冷静です。ただ、できれば早く空を静かにして欲しいと、地上部隊の指し揮き官かんからは皮ひ肉にく半分に牽けん制せいされました」

「言わせてやりな。提てい督とくになりそこねた男が、私達を妬ねたんで吠ほえているだけだよ」

「そのような言動、地上部隊の前ではなさらないでください。花形の星空師団、裏うら方かたの地上部隊と言われ、両者は以前からもめているのですから」

「誰だれに言ってるんだい」

　笑い飛ばしたザグニスの声に、いつもの迫はく力りよくはなかった。艦橋の静けさに影えい響きようされたかのように、どこか湿しめっぽい空気をまとっている。

　シリングは黙だまってザグニスの隣となりに並んだ。遥はるか彼方かなたのザロプス星系を探そうとしたが、無数の星の中から探し出すのは不可能だった。

「トッドも生きていれば、今年で二十三だった」

　力のこもっていない言葉が、余よ計けいにシリングの胸を打った。

　トッド・ザグニス。第三三星空師団の師団長キャシー・ザグニスを母に持ち、第三一星空師団のシリングを上官としたひとりの兵士。

　今はもうこの世にいない。第四次ザロプス大戦で帰らぬ人となった。

「今もヒューズが憎にくいですか」

　答えがわかっていながらも、シリングはあえて質問した。

「あの子の人生は、まだこれからだった」

　ザグニスの声こわ音ねからは、体温が感じられなかった。まるで感情が死んでしまったかのように、空気を冷たく震ふるわせた。

　コンソールを操作すると、ザグニスが戦死者名めい簿ぼの中から息子のデータを呼び出した。短く、彼の軍ぐん歴れきが記されている。

　──銀河星せい暦れき九八六年三月一日、軍学校卒、同日上等兵拝はい命めい

　──同年四月一日、ザロプス方面軍所属第三一星空師団へ配属

　──同年六月七日、戦死、同日軍ぐん曹そうへの特進

　無機的に簡かん潔けつに綴つづられた軍ぐん歴れきを見ると、鼻の奥おくに切なさを覚えた。

　三行にまとめられた息子の記き録ろくを、ザグニスは指でなぞった。

「たったこれだけの人生だよ。勲くん章しようのひとつも貰もらわずに戦死するバカがいるかい。私が引退したら、代わりにバラクータに選ばれて、アルバトロスを駆かると言ってたのにね」

　だが、その夢は叶かなわなかった。その夢を砕くだいたのが、ラリー・ヒューズの行動だった。

　第四次ザロプス大戦において、シリングの第三一星空師団は大損害を出しながらも、ノウスベルンの法王ソウハク・コウユウが自みずから指し揮きする守護船団を、罠わなに引き込むことに成功していた。

　あとは伏ふく兵へいとなっていたヒューズの第一〇一星空師団が、ソウハクの守しゆ護ご船団に後方から奇き襲しゆうをかければ、それまで銀河連合統合軍を苦しめてきた法王を討うち取ることができた。だが、ヒューズは動かず、味方の援えん軍ぐんを待ち続けた第三一星空師団は壊かい滅めつ的てきな損害を被こうむった。戦力の九割を失った。ヒューズの離り反はんに気づき、軍ぐん神しんが救きゆう援えんに駆けつけなければ、第三一星空師団は文字通り全滅させられ、シリングも死んでいただろう。

　そして、トッド・ザグニスはシリングの乗る旗き艦かんフィッシュライアを守るために、その若い命を戦場で散らした。

　混こん乱らんの最中、第一〇一星空師団の師団長だったヒューズ大佐は、艦かん隊たいを率ひきいてノウスベルンに亡ぼう命めいした。

「ヒューズとは……士し官かん学校時代から、銀河連合の未来を語り合った仲なかでした」

「知ってるよ。軍神の従じゆう兵へいとして最も優ゆう秀しゆうと言われた代だいだ。リッチ・シリング、ケン・ギャノン、そして、ラリー・ヒューズ。三人が三人とも師団長になったんだからね」

　黄おう金ごん世代。一時期はそんな呼び名でも騒さわがれた。ヒューズの離反後は、皮ひ肉ひくとして耳にする程度で、殆ほとんど聞かなくなった。

　戦死者名めい簿ぼを閉じると、ザグニスはため息をついた。

「共和国を打倒できれば、次はノウスベルンです」

「そうだねえ。だが、またすぐに戦争になるとは限らない。連合総会の指示がなければ、軍は動けないんだよ」

「そのために、先生はベネット事務次長を遠えん征せいに加えたのではないでしょうか」

　星空の彼方かなたに向けられていたザグニスの目が、ここにきて初めてシリングを見た。

「事務次長殿どのの野や心しんを利用して、ノウスベルンへの遠征を企くわだてているとでも言いたいのかい？」

　はっきりとシリングは頷うなずいた。それからさらに言葉を続ける。

「口にはしませんが、先生がソウハク・コウユウとの完全決着を望んでいるのは、ザグニス中ちゆう将しようもお気づきでしょう」

「アレティーノが死に、共和国を統とう治ち下かに置けば、もはや後方の危険もなくなる。元げん帥すいがノウスベルンへの出兵を目もく論ろむのも頷うなずけるか」

「衰おとろえは感じさせませんが、先生もすでに高こう齢れいです。悠ゆう長ちように事を構えている場合ではないと判断した可能性は高いです。わざわざ遠えん征せい軍ぐんを、教え子だけで固めたのも、対ノウスベルンを想定してのことだと考えれば納得できます」

　シリングが言い切ると、ザグニスがおかしそうに笑えみを浮かべていた。理由がわからずに眉まゆ根ねを寄せると、それを察してくれたのか、ザグニスが口を開いた。

「少し前まではひよっこだった男が、随ずい分ぶんと成長したもんだよ」

「先生を含めて、偉い大だいな先せん達だつの方々に、しごかれてきましたから」

「ふん、口まで上う手まくなって。かわいげはなくなったようだね」

　そこでふたりの会話は一度止まった。約六〇秒の間をあけて、シリングが宣せん言げんした。

「私はヒューズを恨うらんではいません。ただ、敵として現れるなら、そのときは討うちます。銀河連合統合軍の軍人として」

「そうかい」

　最後までザグニスは本ほん音ねを明かしはしなかった。だが、それが逆ぎやくにシリングにザグニスの心の内を教えた。

　国家としては、敵が憎にくいから戦争をするわけではない。自国の民たみが、安全かつ豊かに暮らしていくために、領地と資源が必要だから戦争をする。そこに軍人は感情を差し挟はさむべきではない。士し官かん学校ではそう教えられる。

　だが、人はそれほど簡単ではない。戦場では命が散るのだ。大切な人の命が。感情が動くのは当然だった。だから、誰だれもザグニスの心中を否ひ定ていできない。軍ぐん神しんスタンリー・マスターズでさえ、何人もの教え子の命を奪うばった法王ソウハク・コウユウに対して、個人的に思うところがあるのだ。

『提てい督とく』

　背後から声に振り向くと、カルティエとバラクータの姿があった。ふたりは緊きん張ちようした面おも持ちで、それぞれの主あるじを見ていた。

「敵が動いたのか」

　シリングが確かく認にんの言葉をかけるとカルティエが大きく頷いた。

『断続的に行われていた艦かん砲ほう射しや撃げきが停止。突とつ撃げき艦かんが砲ほう撃げき艦の前に出ています。まさかとは思いますが……』

　カルティエの口調には敵の動きに対する困こん惑わくが含まれていた。傍ぼう受じゆした通信の内容通りに、敵が動き出すとは思っていなかったのだろう。

　シリングは即そく座ざに、旗き艦かんフィッシュライアに戻ることを告げると、躊躇ためらわずに駆かけ出した。途中、背後にいたカルティエに、いくつか指示も飛ばした。

　ノウスベルン攻こう略りやくを考える前に、まだやるべきことが残っている。

　シリングは気持ちを目の前の戦場に戻した。




　　　　　　　　２




　──銀河星せい暦れき九九一年六月七日、オルキヌス星系第五惑わく星せい、惑星ダリアの奪だつ還かんに挑いどむ

　簡かん潔けつな一文を記すと、ネリーは日記帳ちようを閉じ、机の引き出しに仕し舞まった。それから鏡かがみの前に立ち、襟えり元もとを正す。約一〇秒間目を瞑つぶって、意識を戦場へと傾かたむけた。

　集中が終わるとすぐに、ネリーはＣＩＣに移動するため部屋を出ようとした。だが、電子文書の着信を告げるメロディに呼び止められ、素早く振り向いた。作戦時計を確認する。まだ時間的に余よ裕ゆうはあった。

　自室のコンソールを立ち上げ、電子文書に目を落とした。件けん名めいには追つい跡せき調査結果と書かれ、差出人の欄らんには、タチアナ・クーリックと記されていた。彼女は、ネリーが士し官かん学校に入るまで、世話役兼けん護ご衛えい役を務めてくれていた人物だ。今は軍務局情報部に所属している。ネリーは個人的な関係から、レンの過去に関する調査を頼たのんでいた。

　文面に目を通すに連れ、ネリーの表情は曇くもった。少し躊躇ためらったあとで、添てん付ぷされたデータを開いた。

　すぐに報ほう道どう番組を録ろく画がした内容がコンソールの画面に流れ出す。一般人が現在の銀河連合の統とう治ちに対する感想を口にしていた。

　ひとり目も、ふたり目も、共和国の地方自治政府のやり方よりも、ずっと好こう感かんが持てるというような内容を、軽い調子で語っていた。上空にネリーたちがいることなど、気にも留めていない様よう子すだ。

　問題は三番目に映し出された親子だった。見た瞬しゆん間かんに背せ筋すじが凍こおった。母親とおぼしき女性は、カメラを向けられたことに驚き、その先にいる誰だれかに怯おびえるような顔をした。その母親に代わって、十五、六歳の少年がカメラの前に進み出た。彼の妹と思われる少女は、不安そうに母親に抱きついた。

　ネリーが第一声に注目している最中、少年は迷まよいのない口調で語った。

「共和国の政治は酷ひどかったです。今は銀河連合が来たおかげで、貧まずしかった暮らしもちょっとずつだけどよくなっています」

　言葉が進むに連れて、少年の言葉は感情的になり、熱を帯び始めた。瞳ひとみの奥に、何かを焼き尽くそうとする怨おん念ねんめいたものをネリーは見つけた。

　そして、その正体に、少年の次の言葉で気づいた。

「同盟軍なんて、さっさと倒してくださいよ」

　その後、ナレーションが銀河連合による統治の素晴らしさを語り、奪還に来た同盟軍を批ひ難なんした。彼らは民みん衆しゆうの声を聞いていないと。

　そんな上うわ辺べだけの言葉は、ネリーの心には届かない。だが、三人家族の姿は、胸に突つき刺ささってきた。真っ直ぐにカメラを見ていた少年の目が、誰だれに向けられたものなのか、ネリーは理解できた。

　母親の名は、エルマ。少年の名はノア。最後まで母親から離はなれなかった少女の名はジャニスという。

　番組の中で、彼らの名が紹しよう介かいされることはなかった。それでも、ネリーは知っていた。レン・エバンスの家族の名として。

　調査に当たっていたクーリックは電子文書の中で、銀河連合が故こ意いに流したものだと断定していた。目的はレンに対する揺さ振りだ。

　未来永えい劫ごう惑わく星せいダリアを統とう治ちしたいと考える銀河連合は、人ひと質じちに取るなどという卑ひ劣れつで直接的な手段に出ることはできない。それでは人心を離してしまう。だから、情報を流すという手段に打って出た。

　レンが家族の所しよ在ざいを知ることで、何を思うかは想そう像ぞうもできなかった。だが、作戦開始を目前に控ひかえた現時点で、知らせるべきではないとネリーは判断した。

　コンソールを落とすと、ネリーは静かな足取りで部屋を出た。レンの前に立っても、顔色をひとつ変えない自信はあった。

　部屋を出ると、ふたつ隣のレンの部屋からシュトロブル参さん謀ぼう総そう長ちようが出てきたが、ネリーには気づかずにＣＩＣの方へ足早に消えた。

　ネリーは立ち止まって司令官室の扉とびらを見た。司令官と参謀総長のふたりだけで、何か話すことがあったのだろうか。

　惑星ダリア攻こう略りやくの作戦内容に関しては、戦せん闘とう参謀であるネリーにも詳くわしくは伝つたえられていない。いや、軌き道どう降下作戦については、明確な指示と説明があった。だが、肝かん心じんのイージスの盾たてを、どのように突とつ破ぱするかは、作戦開始を一時間後に控ひかえた今になっても、知らされていなかった。

　それはエバンス艦かん隊たいの参謀たちだけではなく、クローバー艦隊の方も同じようで、ロイの部下であるデュムラン参謀総長からは、何か聞いていないかと、何度も連絡が入っている。

　惑星ダリア攻略の作戦会議は、アロンダイトで行われ、参加したのはふたりの提てい督とくと、惑星攻略の上空指し揮き官かんドミニク・アフネル准じゆん将しよう、さらに地上指揮官のカルロ・ジョルダーニ大佐の四人だけだと言われていた。

　ふたりの電子妖よう精せいの名がなかったことが、ネリーにとっては最大の疑問だった。

　考え事をして司令官室の前で立ち止まっていると、突とつ然ぜんドアが開いた。外に出ようとしていたレンが、踏み出した足を大きく後ろに下げ、大げさに驚おどろいた声を上げる。

　どこかわざとらしい態たい度どに、ネリーは冷ややかな目を向けた。ネリーの視し線せんから逃れるように、レンは両肩をすくめて、おどけて見せた。

「僕に何か？」

「ただ通りがかっただけです」

　素そっ気け無くネリーが言い放つと、レンは自室とネリーの部屋の位置を確かめて、なるほど、と特に納得した様よう子すもなく口にした。

　ネリーはレンと目が合うと、思わず少しだけ逸そらしてしまった。レンの深い瞳ひとみを見ていると、心のうちを何もかも見み透すかされているような気分にさせられる。

　動どう揺ようを悟さとられないようにするために、ネリーは別の話題を投げかけた。

「体は大丈夫なのですか？」

　周囲に聞かせられる話でもないため、自然と声が小さくなった。

「本質的には大丈夫ではありませんが、今は大丈夫ですよ」

　摑つかみ所のない普ふ段だんの調子だった。

「しかし、戦せん闘とう参さん謀ぼうが心配してくれると意外ですね」

「私が心配しているのは、全将しよう兵へいの命と、作戦の結果です。提てい督とく個人に向けたものではありません」

　作戦指し揮きの最中に容よう態たいが急変するようなことがあっては問題だ。指揮が乱みだれることは容よう易いに想像がつく。

「その全将兵の中に、僕は含ふくまれていないんですか？」

　揚あげ足を取るように言ってきたレンを、ネリーは無む言ごんで睨にらみつけた。するとレンは身を引いて、怖がったふりをする。ますますネリーの目が冷たくなった。

「作戦指揮の最中に、リトル・アルプでのようなことがあっては、艦かん隊たいが混こん乱らんします」

「大丈夫ですよ。僕ひとり欠けたくらいで、大きく負けることはありません」

「オフィーリアがいるからですか」

　挑ちよう戦せん的な目で聞き返すと、レンは真っ直ぐにネリーの視し線せんを受け止めていた。少し笑っているように見える真ま顔がおで。

「優ゆう秀しゆうな参謀がいるからですよ」

　言葉の真しん意いはわからなかった。だが、聞かされた側のネリーは両手の拳こぶしをぎゅっと握にぎった。肩が悔くやしさに震ふるえた。

　それでも極力冷静に、言葉を返した。

「提督には私たち参謀など、不要だと思いますが」

　空気の変化を感じ取ったのか、レンは不思議そうにネリーを見た。向き合ったまま、どちらも顔を逸らさなかった。

　少しの間を開けて、先に発言したのはレンの方だった。

「先ほどシュトロブル参謀総長とも話しましたが、ビソン会戦での僕の指揮の稚ち拙せつさに戦闘参謀は苛いら立だっているんですよね？」

　見当違ちがいなレンの言葉に、ネリーは答えることができなかった。

「参さん謀ぼう総そう長ちようからも、今後の戦せん闘とう指し揮きに関して相談を受けました。次の作戦からは、すべての指示をオフィーリアに投げるようにと。どうも配分が下へ手たなのを遠回しに指し摘てきされたみたいです」

　親に怒られた子供のような顔で、レンは頰ほおを搔かいた。

「戦闘参謀が言いたいのもそういうことですよね？」

　そう、確かにシュトロブル参謀総長とネリーは同じことを言っている。レンの理解だけが大きくずれていた。

　自分に問題があると考えるレンの純じゆん粋すいさが、ネリーを余よ計けいに苛いら立だたせた。胸の中で暴れだす感情を抑おさえることができなかった。

「馬ば鹿かにするのもの大たい概がいにしてください！　戦闘指揮は提てい督とくとオフィーリアだけで十分だと私は言っているんです！　事実、ビソン会戦では誰だれもあなたについていけなかった」

　レンは驚おどろいた様よう子すも見せず、感情的なネリーの言葉をただ黙だまって聞いていた。

「それだけの才さい能のうを持ちながら、安あん易いに他人を優ゆう秀しゆうなどと言わないでください。無む能のうだと鼻で笑い飛ばされた方がまだましです」

　そこまで言い切っても、レンはネリーを真っ直ぐに見ていた。逆ぎやくに居い心ごこ地ちの悪くなったネリーの方が視し線せんを床ゆかに落とした。

「提督は、参謀たちにどう思われているか知っていますか？」

　レンの足元を見つめたまま、ネリーは言った。

　最初に言ったのはファルコ機関参謀だった。レン・エバンスを、化ばけ物ものと表現したのは。あれは、ビソン会戦を終え、ルトラ星系のリトル・アルプに帰き還かんした頃ころだっただろうか。誰も否ひ定ていしなかった。誰もが同じ言葉を頭に思い描いていた。

　何も言わないレンを不ふ審しんに思い、ネリーはゆっくりと顔を上げた。

　それに合わせて、レンはＣＩＣに歩き出した。

「できれば、人間のままでいたかったですけどね」

　肩越しに聞こえた小さな声は、ネリーの全身を反応させた。二歩、三歩と離れていくレンの隣となりに、オフィーリアが現れた。彼女は振り向くと、何か言いたそうな顔でネリーを見つめ、結局何も言わずに前を向いた。

　作戦前に言うべきことではなかった。それを後こう悔かいしながら、ネリーもＣＩＣに足を向けた。




　同盟軍の作戦開始時刻まで、あと一〇分と迫せまっていた。

　本来であれば、ＣＩＣは緊きん張ちよう感かんで満たされ、最終的な作戦確かく認にんを行っている時間帯である。だが、ダインスレイフのＣＩＣは、お互いの心のうちを探さぐり合うような、歪ゆがんだ空気で満たされていた。意識は敵ではなく、味方に向けられている。

　その原因は、提てい督とくに対する参さん謀ぼうの不理解にあった。元もと々もと、ビソン会戦で心の距きよ離りが開き、その上、今回の作戦に関しては、詳くわしい説明がなされていない。この時点になっても、レンはイージスの盾たてを突とつ破ぱする作戦を部下に示さなかった。わかっているのは、突破後の降下作戦に関してだけだった。

　そして、そうした状じよう況きようは、確実にダインスレイフのＣＩＣの雰ふん囲い気きを悪くした。レンに対する疑念が、ＣＩＣをバラバラにしている。

　作戦前待たい機きの時じ刻こくになってから、機関参謀のファルコは一度も後ろを振り向いていない。今も黙もく々もくと計器の点検を行っている。情報参謀のモンティーユは探さぐるような目で、何度かレンを見ていた。航こう行こう参謀のギュネスにいたっては、何かを諦あきらめたように脱だつ力りよくしている。

　立場上、参謀総長のシュトロブルだけが、元もとコックの司令官に幾いくつか確認の言葉を投げかけた。だが、そのやり取りはぎこちなく、ネリーに断絶を感じさせた。

　今、レン・エバンスは、ダインスレイフのＣＩＣで確実に孤こ立りつしていた。その起き因いんとなったのが、ビソン会戦での目を見張るような活かつ躍やくだった。同盟軍のための行動が、レンに対する理解を遠ざけているのだから救いようがない。

　ネリーは横目で、電子妖よう精せいオフィーリアの様よう子すを確認した。オルキヌス星系に来てから、艦かん内ないで彼女の姿を見かけることはあまりなかった。普ふ段だんはレンに付き従したがっているのに、ＣＩＣにも殆ほとんど顔を出さなかった。

　作戦のためにオフィーリアが何かをしていたのだと想そう像ぞうはできる。だが、内容までは考えが及およばなかった。

　レーダーを見れば、エバンス艦かん隊たいの隣となりには、クローバー艦隊の姿があった。どちらも、惑わく星せいダリアの約七光秒手前にいる。

　このオルキヌス星系に来てから、常じよう時じこの距離を維い持じしていた。

　両艦隊の総数は約二万。エバンス艦隊と、クローバー艦隊でそれぞれ一万隻せきずつを持つ。内うち訳わけは、どちらも同じで、突とつ撃げき艦が八〇〇〇隻、砲ほう撃げき艦が二〇〇〇隻だった。

　レンが喉のどを詰つまらせたように咳せきをした。反はん射しや的に、ネリーはレンを見た。容よう態たいが急変したのではないかと思い、体が反応したのだ。そして、その反応は些いささか過か剰じようだった。

　少し困こん惑わくしたような顔で、レンが大丈夫ですよ、と小さく言った。感情を見み透すかされたようで、ネリーは居い心ごこ地ちが悪くなった。だが、ＣＩＣから出て行くこともできない。

　大丈夫だと言った本人の言葉通り、レンは顔色もよかった。表情を見る限りは健康そのものだ。

　その姿を見ていると、ビソン星系での活かつ躍やくや、リトル・アルプで知った病気のことが、実は夢ゆめだったのではないかと思えてくる。

　ネリーはＣＩＣの状況を見回した。刺とげ々とげしい空気が、目に見えるかのようだった。レンは特に気にした様子を見せない。電子妖精のオフィーリアは、気き遣づかうような視し線せんを、主である元コックの司令官に向けていた。

　司令官と電子妖よう精せいの周しゆう囲いは穏おだやかな空気で満たされていた。それでも、知ってしまったがゆえに、ネリーには痛々しく映った。胸の中が激しく揺さぶられた。

　真っ直ぐに前を見るレンの目には、果たしてどのような未来が見えているのだろう。どれだけの希望を抱いたとしても、レンとオフィーリアの進む未来に光はないのだ。

『マスター、作戦の開始時じ刻こくです』

「では、全ぜん突とつ撃げき艦かんを前進させてください。目標は惑わく星せいダリア」

　司令官の宣せん言げんで、八〇〇〇隻せきの突撃艦が一いつ斉せいに前進を始めた。エバンス艦隊の隣となりでは、同じ速度でクローバー艦隊が動き出していた。

　両艦隊の砲撃艦二〇〇〇隻ずつは、突撃艦を追走はせず、その場に留まった。作戦が決行されても、イージスの盾たての攻こう略りやく方法は見えてこなかった。このまま突撃艦で突っ込んだところで重力子フィールドに阻はばまれるだけだ。

　その後、レンからの指示は出されなかった。

　ただ、途中、オフィーリアが怪け訝げんな顔をした。それをネリーは見逃さなかった。迷まよいを感じさせる目で、主であるレンを見た。バイタルが不安定になっているのかとも思ったが、どうもそれとは様よう子すが違ちがう。今のオフィーリアからは、心配よりも、困こん惑わくを強く感じた。

　しばらく悩なやんだあとで、オフィーリアは身をかがめると、レンの耳元で囁ささやいた。

『ひとつ、報告しておきたいことがあります』

　小さな声だったが、一番近くにいるネリーには聞こえた。恐らく、他の参さん謀ぼうの耳には届いていないだろう。

　座すわった姿勢から、レンが疑問を覗のぞかせた顔でオフィーリアを見上げた。やはり、まだオフィーリアは迷っているような顔をしていた。

『こちらをご覧らんください』

　言葉が終わると同時に、レンが目を見開いた。恐らく、網もう膜まく投とう影えいを使って、レンにだけ何らかのデータを表示したのだろう。

　驚おどろきから覚めると、レンの目が宙ちゆうを泳いだ。動揺が見て取れた。

　納なつ得とくできないという様子で、小さな声で、どうして、と口にする。レンの態度の変化に、自分まで落ち着きをなくしているのをネリーは自覚した。

　一体、オフィーリアはレンに何を伝つたえたというのだろうか。

　そして、その答えは、小さく口から零こぼれたレンの言葉が教えてくれた。

「どうして……ダリアにいるんだ……」

　独ひとり言ごとの意味を、すぐには理解できなかった。だが、ひとつひとつの断だん片ぺん情報を連れん鎖ささせていくと、ある答えにネリーの思考は行き着いた。

　レンの動揺。惑星ダリア。そこにいる人。

[image: ]

　一時間ほど前に、クーリックから送られてきた映像が脳のう裏りを過よぎった。

　目前に迫った惑わく星せいダリアを、レンはじっと見据すえた。そこにいる誰だれかを探さがすように。その姿は、ネリーを不安にさせた。

　このまま作戦に突入して、果たしてレンは今まで通りに艦かん隊たいを指し揮きできるのかと。だが、動き出したふたつの艦隊を止める力が、ネリーにはなかった。

『惑星ダリア到達まで、残り一二〇秒です』

　もはや、後戻りはできない。それだけは確かなことなのだとネリーは認識した。
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『敵艦隊、なおも前進してきます』

　銀河連合統合軍第三三星空師団の旗き艦かんアルバトロスのＣＩＣに、バラクータの報告が響ひびき渡った。見た目に若い電子妖よう精せいは、普ふ段だんの豊かな表情は捨て去さり、戦場に立つ者に相応ふさわしい精せい悍かんな顔つきをしていた。

　電子妖精から報告を受けたザグニスは、まず最初に唸うなった。

　敵の狙ねらいを幾いくつか考えてみたが、検けん討とうもつかなかった。突とつ撃げき艦を突っ込ませたところで、イージスの盾たてが作る重力子フィールドは突とつ破ぱできない。

　どのような手段を用いても、破ることは不可能なのだ。だからこそ、同盟軍は先日までこちらを誘い出すような艦かん砲ほう射しや撃げきと、挑ちよう発はつするような情報を流していたのだろう。

　──六月七日、降下作戦、決行

　通信を傍ぼう受じゆし、暗号解かい析せきを行った結果判明した内容だ。

　日付に意味はないと思っていた。心情的な圧力をかけるのと、銀河連合が警けい戒かいして策さくを事前に潰つぶすためにイージスの盾たてから出てくるように仕向けるものだと判断していた。

　だから、当日になっても何も起こらないであろうとザグニスは踏んでいた。

　それなのに敵は動き出した。

　いや、これもまた銀河連合統合軍を揺さぶるための罠わななのだろうか。だが、そうだとするなら滑こつ稽けいだ。ザグニスは鼻で笑い飛ばした。

「どんな策を用意しているかと思えば、この程度とはね」

　ビソン会戦での敵の目め覚ざしい働はたらきを目まの当たりにしたせいか、過大に評価しすぎたのかもしれない。そもそも、相手が悪すぎたか。

　イージスの盾がある限り、戦せん闘とうにすらならないのだから。

　七人の幕ばく僚りようとそれぞれの補ほ佐さ官かんも、敵の動きに対する疑問は口にしても、敵に脅きよう威いを感じている様よう子すはなかった。最低限の緊きん張ちよう感かんは保っているが、戦闘を間近に控ひかえた雰ふん囲い気きではない。

「万ばん策さく尽つきて特とつ攻こうということくらいしか思いつきません」

　幕ばく僚りよう長ちようがザグニスを振り向きながら言った。

　それでも敵艦かん隊たいの前進は止まらない。あと三〇秒ほどで、重力子フィールドに接触する。今の速度でぶつかれば、突とつ撃げき艦かんがフィールドに守られていようとも、船体は大きく揺さぶられ、負傷する兵も多数出るだろう。最悪死者も出る。

　いい加か減げん、転進するだろうと、ザグニスが思った矢先、同盟軍の二艦隊に新たな動きがあった。

『敵艦隊の陣じん形けいが変へん更こうされます』

　事務的なバラクータの通達通り、円えん錐すい陣形を取っていた敵の二艦隊が、テーブルクロスのように一面に広がっていく。その様子は、まるで蕾つぼみが花を咲かせるようだった。どちらの艦隊も、旗き艦かんはその中心部に確認できた。

「正方陣形？　一体何のつもりだ」

　戦闘幕僚の口調は、疑問をそのままに口にしていた。

「こちらを撹かく乱らんする狙ねらいだろう。惑まどわされる必要はない」

　落ち着いた声で、幕僚長が諭さとした。だが、敵の行動が理解できないという状じよう況きようは、漠ばく然ぜんとした不安を、ＣＩＣに呼び込んだ。

　ザグニスは視し線せんでバラクータに指示を出した。小さく頷うなずいたのち、バラクータは映像の一部を拡大し、メインスクリーンに表示した。

　映し出された敵の突とつ撃げき艦かんは、船底に強きよう襲しゆう降下艇ていを抱え込んでいる。惑わく星せいダリアへ降下する準備は万全に見えた。

　だが、軌き道どう降下に至いたるには、まずイージスの盾たてを突とつ破ぱしなければならない。

　ザグニスが足を組み替えた。そのタイミングでバラクータが振り向いた。信頼できる電子体の副官の目を見て、ザグニスは焦あせりを感じていることを自覚した。

　理解できない敵の行動に、苛いら立だちを感じ始めている。ザグニスは口だけで大丈夫だとバラクータに言った。

　短いやり取りを終えたのち、バラクータが指示を仰あおいだ。

『提てい督とく、いかがなさいますか？』

「放っておきな。イージスの盾を突破できやしないよ」

　師し団だん長の宣せん言げんによって、わずかに動揺を覗のぞかせていたＣＩＣは、冷静さを取り戻した。そう、敵がどのような手段に出ようが、イージスの盾の突破だけは不可能だ。その事実だけは否ひ定ていのしようがない。だから信じることができる。

『敵艦かん隊たい、わずかに減速』

　その報告に、ザグニスは敵の行動がハッタリに過ぎなったことを確信した。

「イージスの盾とキスをするつもりはないようだね」

　だが、その後に続いたバラクータの言葉に、再度疑問が頭に呼び戻された。敵艦隊とフィールドの接触まで、残り二〇秒のことだった。

『敵艦隊、慣かん性せい飛行に移行。重力子フィールドを解除しました』

　額ひたいに皺しわを寄せ、ザグニスは考え込むように俯うつむいた。何か見落としをしているような気にさせられた。

　だが、考えても答えは導みちびき出されなかった。再度、敵の動きをバラクータが報告してきた。

『敵、重力子フィールドを再展開……これは！』

　バラクータの驚おどろきの声に、全員の視し線せんが彼女に集中した。ゆっくりとバラクータは肩越しにザグニスを見ると、静かに言葉を続けた。

『突撃艦後部、推すい進しん部にも敵は重力子フィールドを展開しています』

　普ふ段だんは推進力を閉じ込めないようにするため、後方だけはフィールドに穴あなが空けられているものだ。その穴を敵は閉じた。

「何か見落としたか……」

　自分に言い聞かせるように、ザグニスは言った。

　重力子フィールドを突破できるのは、高周波対艦刀とうだけである。

　なら、高周波対艦刀はなぜフィールドを突破できるのか。それは重力子フィールドの唯ゆい一いつの弱点を突いた兵器だからだ。不敗の盾も、同一周しゆう波は数すうを持つ物質は、簡単に通過させてしまう。

「まさか!?」

　ザグニスの中で、思考がひとつに繫つながった。

　がばっと顔を上げると、イージスの盾たての目前に迫った敵艦かん隊たいに目を向けた。

　重力子フィールドにすっぽりと覆おおわれた敵の突とつ撃げき艦約一万六〇〇〇隻せきが、まったく同じ速度で慣かん性せい飛行している。

　両者の接触まで、残り五秒。

　頭に浮かんだ案あんを、ザグニスは必死に否ひ定ていした。

　原理的には可能性があっても、常識が無理だと叫さけんでいる。

　イージスの盾は、突撃艦の持つ重力子フィールドと同様に、数秒おきにランダムで周しゆう波は数すうを変へん更こうするのだ。その乱らん数すう値ちを、特定するなどできるはずがない。だが、もし、それが可能だとしたら……。

『敵、重力子フィールドの周波数を一定値で固定しました！』

　バラクータも可能性に気づいたのだろう。声が興こう奮ふんしていた。

　そして、ザグニスの見る目の前で、起こりえない奇き跡せきが起こった。

　敵艦隊約一万六〇〇〇隻は、寸すん分ぶんの狂くるいもなく、同時にイージスの盾に接触。いや、そこに壁かべなどなかったかのごとく、手品のようにすり抜けたのだ。

「な、何が起きた!?」

「フィールドに異常か？」

　目を見開いた幕ばく僚りようたちの視し線せんが、計器とスクリーンを何度も往おう復ふくした。

「地上に連絡だ。イージスの盾が……」

　次席幕僚の言葉は途と中ちゆうで途切れた。現実を突きつけるように、バラクータがレーダー上にイージスの盾が健けん在ざいであることを模も式しき図ずで示したのだ。

「正常作動している……なら、なぜだ！」

　錯さく乱らんした情報幕僚が拳こぶしで膝ひざを打った。

　ザグニスは言葉を無くし、額ひたいに手を当てた。すべてはこのための伏ふく線せんだったのか。

　千回にも到達しようかという艦砲射撃は、常にイージスの盾を展開させるためのものだった。そうすることで、電子妖よう精せいに重力子フィールドの乱数パターンを解かい析せきさせていた。

　銀河連合を誘い出すような情報をわざと流したのは、逆ぎやくに無む策さくと思わせ、籠ろう城じようを続けさせるための方ほう便べんだったと考えられる。数で劣おとる同盟軍には、早々に艦隊戦に持ち込む気などなかったのだ。乱数解析の時間を稼かせぐのが本当の目的だ。

　ザグニスは右の拳を、左手に叩たたき込んだ。手て加か減げんはしていない。痛みが手のひらを駆かけ抜け、鈍にぶい音が耳に響ひびいた。

『わずか二十日で、乱数パターンの解析など、私には到底無理です』

　そう、だからこそ敵の狙ねらいに気づかなかった。何より、イージスの盾は無敵であるという先入観が、敵の奇き策さくを読み取る機会を、ザグニスから奪うばっていた。

　銀河連合統合軍が、最も堅けん固ごだと思っている部分を、敵はあえて突とつ破ぱしてきたのだ。

　絶対大丈夫だという安心感を逆さか手てに取られたことになる。完全に裏うらをかかれた。

　悔くやしさに浸ひたっているザグニスの耳に、第三一星空師団のシリングから、檄げきを飛ばすように通信が入った。

「中ちゆう将しよう！　迎げい撃げきの準備を！」

　それで我われに返ると、シリングに返答もせずに、ザグニスはＣＩＣに向かって吼ほえた。

「全速前進！　敵の降下作戦をまず阻そ止しする！」

　はっと全幕ばく僚りようと全補ほ佐さ官かんが応こたえた。たったそれだけのやり取りで、旗き艦かんアルバトロスのＣＩＣは戦場の空気を作り上げた。

　電子妖よう精せいのバラクータは、ザグニスに背中を向けたままの定位置で第三三星空師団を手足のように動かし始めた。

「白はく兵へい戦せんの用意だ！　高周波対艦刀とうを構えな！」
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　アロンダイトのメインスクリーンに、巨大な戦せん斧ぷを振り上げる銀河連合統合軍第三三星空師団の姿が映し出された。

「敵との交戦まで九〇秒です！」

　情報参さん謀ぼうの報告を耳にしながら、惑わく星せい制圧の上空指し揮き官かんを任されたアフネル准じゆん将しようは、司令官の第一声を聞き逃すまいとロイを観察していた。

　アフネルだけでなく、参謀総長と戦闘参謀の視し線せんも若い司令官に注がれている。その表情には期き待たいと信頼が見て取れた。

　周囲の意思を気にした様よう子すもなく、ロイは隣となりに立つコーデリアに声をかけた。

「どちらが早い」

　様々な情報を省はぶかれた言葉にも、コーデリアは聞き返すことはなかった。

『七秒だけこちらの降下ポイント到達が早いです』

「……七秒か」

　ロイは口の中で繰り返すと、レーダーを凝ぎよう視しした。アフネルもそれにならった。司令官の考えを読み解こうという狙ねらいがあった。

　同じようにレーダーを見たサロ戦闘参謀が、探るような口調でロイに言葉をかけた。

「予定よりも敵の対応が早く、降下までにかなり距きよ離りを詰められます。このまま機甲降下部隊を動かすのは、あまりに危険ではありませんか？」

　戦闘参謀の助言を受けて、デュムラン参謀総長が続けた。

「降下を遅おくらせてはどうでしょうか。まずは速度を落とし、降下ポイントの手前で第三三星空師団と接触します。艦かん隊たいをふたつに分け、敵をあえて中央突とつ破ぱさせたのち、我われ々われは予定のポイントまで前進し、強きよう襲しゆう降下艇ていを降ろすことができれば、損そん害がいを減らすが可能です」

　アフネルの目から見て、ロイはふたりの参さん謀ぼうの話を聞いているようには見えなかった。だが、すぐに助言に対する意見を述べた。

「強襲降下艇という荷物を抱かかえたままで、銀河連合の精せい鋭えい相手に白はく兵へい戦せんをするつもりはない」

　普段よりも重量の増した突とつ撃げき艦かんは、必然的に動きが鈍にぶくなる。敵を中央突破させたところですぐに反転され追いつかれることになる。そうなっては、先に降下に踏み切った場合と、さほど状じよう況きようは変わらないであろうことが想像できた。

「コーデリア、白兵戦の用意だ」

　正面から迫ってくる第三三星空師団の突撃艦を確認しながらロイは言った。司令官の指示に合わせて八〇〇〇隻せきの突撃艦が巨大な刀とう剣けんを構える。

　まともに力で押し合えば、第三三星空師団の高周波対艦刀とうの方が破は壊かい力では勝まさる。それでも、初速が乗っている分、クローバー艦隊の方が、速度を加えた総合的な勢いは上だった。数で劣おとっていても十分に有利に戦えると言えた。

『エバンス艦隊、第三一星空師団と交戦します』

　コーデリアの報告の通り、レーダーを見れば、エバンス艦隊の正面には第三一星空師団の突撃艦が立ち塞ふさがっていた。旗き艦かんの名はフィッシュライア。二ふた股またの槍やりを構え、獲え物ものを狙ねらっていた。

　ビソン会戦では、アロンダイトと直じかに刃を交まじえた敵である。司令官の名は、リッチ・シリング。第四次、第五ザロプス大戦で活かつ躍やくした有ゆう能のうな師団長であり、アフネルも記き憶おくに留とどめていた。油ゆ断だんのならない相手である。

　だが、その旗艦フィッシュライアに立ち向かったのは、もっと油断のならない相手にも思えた。元もとコックの司令官の顔を思い出そうとしたが、アフネルは失敗した。

　両軍共に、二艦隊の同士の艦隊戦が始まろうとしている。

　そこに、惑わく星せいダリア攻こう略りやくの地上指揮官から通信が入った。都市用のグレーの迷めい彩さい服ふくに身を包んだカルロ・ジョルダーニの顔は不ふ機き嫌げんを通り越し、怒りに支配されていた。

「敵艦隊との距離が近い。これでは降下は不可能だ」

　無ぶ骨こつな外見からは想像できない理知的な声音に聞こえた。表面に出た荒々しさに反して、語り口は冷静だった。

　ジョルダーニの目は真っ直ぐにロイを見据すえ、一瞬だけロイの背後のアフネルに見た。実に不ふ愉ゆ快かいそうな顔をしている。

「作戦に変更はない。機甲降下部隊は予定通り地上制圧に専せん念ねんしろ」

　全員の視し線せんを受けながら、ロイは無感動に答えた。

「正しよう気きか。今、降りれば、敵艦隊に食いつかれる」

　身を乗り出して訴うつたえるジョルダーニに対し、ロイはシートに背中を預けた。それからコーデリアを視し線せんで促うながした。

　降下作戦の予測データが表示される。それは強きよう襲しゆう降下艇ていにいるジョルダーニにも届けられたのだろう。数字を見て、言葉を詰まらせていた。それから奥おく歯ばを強く嚙かみ締めた。

「見ての通りだ。敵艦かん隊たいの妨ぼう害がいを受けようとも、約七割の強襲降下艇は地上に辿たどりつく。防衛本部制圧には十分な数字だ」

「最初から三割死ぬとわかっていて行かせるつもりか！　何人死ぬと思っている！」

「約一二万人だ」

　まるでこの会話がなされることを予期していたかのように、ロイは即そく答とうした。そのロイの態度に、アフネルは身み震ぶるいを感じた。自然と口元に笑みが浮かんだ。

「クローバーという人種は、その体に、血の代わりに氷水が流れているようだな。完全にいかれている」

　そう、人に死ねと命令できる司令官は確かにいかれているのかもしれない。だが、時として、そういう人間こそが、目め覚ざましい戦果を残すことをアフネルは知っていた。そして、銀河連合という大敵を前には、血も涙なみだもない人間が必要なのだ。ただ、勝つというシンプルな目的を果たすために。

　話は終わりだとばかりに、ロイはジョルダーニから興きよう味みを逸そらした。代わりに、アフネルがスクリーンに映る男に話しかけた。

「どの道、ここで敗れれば、我々に明日はないのです。無理だ、無む茶ちやだが通る状じよう況きようでは、もはやないのですよ。それくらいは理解しているでしょう、ジョルダーニ大佐」

「アフネル……」

　憎ぞう悪おに満たされた言葉は、ＣＩＣの空気を確かく実じつに淀よどませた。死地に向かう男の怨おん念ねんが漂ただよっている。

　それでも、クローバー艦隊の司令官は顔色ひとつ変えなかった。コーデリアが降下ポイントへの到達を報告すると、ジョルダーニに構わず指示を出した。

「コーデリア、機甲降下部隊を降ろせ」

『強襲降下艇の切り離はなしを行います。ジョルダーニ大佐以下の機甲降下部隊のご武ぶ運うんをお祈いのり申し上げます』

　通信を遮しや断だんする寸すん前ぜんで、ジョルダーニが感情を隠かくさずに苛いら立だちをぶつけてきた。

「俺は必ず生き残る。お前のその無表情な面に、一発叩たたき込むまでは死んでも死にきれるものではない」

「安心しろ。貴き官かんは無事に私が地上に降ろしてやる」

　ジョルダーニの舌した打ちで通信は途と切ぎれた。

　各突とつ撃げき艦かんの腹ふく部ぶに張りついていた強襲降下艇が、次々の後方に飛び出していく。親から離れた小さな船は、すぐに自みずからの意志で航行を開始した。

　作戦通り、計八〇〇〇隻せきからなる降下部隊の強きよう襲しゆう降下艇ていは、四〇〇〇隻、二〇〇〇隻、二〇〇〇隻の三部隊に分散すると、速すみやかに降下軌き道どうに乗った。

『降下部隊、大気圏けんに突入します。以後、成せい層そう圏に到達するまで、通信は途と絶ぜつします』

　コーデリアの報告と同時に、三つに分かれた降下部隊が、その船体を赤く染そめていく。アロンダイトの右側面のスクリーンに、四〇〇〇隻の降下部隊が映し出された。真しん紅くの綿わた毛げが大地に舞まい降りていく。

　だが、ＣＩＣの意識は即そく座ざに正面から迫せまる第三三星空師団に向けられた。総数は約一万六〇〇〇隻。約一万二〇〇〇隻の突とつ撃げき艦かんに、約四〇〇〇隻の砲ほう撃げき艦を擁ようする。敵の砲撃艦は、こちらの強襲を避さけるように、惑わく星せいダリアの裏うら側がわに後こう退たいした。

　そう動くように、ロイが仕向けたのだ。

　大気圏突入時に、機甲降下部隊を撃うたせるわけにはいかない。彼らは今、赤ん坊のように無防備なのだ。

　第三三星空師団との接触を前に、ロイは戦場全域を見回していた。小さな見落としひとつが戦局を大きく変える。アフネルは特に異変には気づかなかった。だが、ロイの表情が一瞬曇くもったのは見逃さなかった。

　それが再度、アフネルの意識をレーダーに向けさせた。

　エバンス艦隊の動きが鈍にぶい。

　アフネルは直感的にそう感じた。いや、ロイの表情からその情報を読み取っていた。

　そして、それが致ち命めい的なことに繫つながる予感がした。

『ロイ様！　水平方位１７０に敵砲撃艦二〇〇〇隻を確かく認にんしました』

　コーデリアの言葉通り、クローバー艦隊の後方に、敵砲撃艦の影が確認できた。それは第三一星空師団のものだ。

「残り九秒で、機甲降下部隊が敵の射しや線せん軸じくに捕まります！」

　情報参さん謀ぼうが突如現れた敵の存在に悲鳴を上げた。レーダー砲撃など受けたら、強襲降下艇はひとたまりもない。

　目の前には、戦せん斧ぷを振り上げた第三三星空師団の突撃艦約一万二〇〇〇隻が迫ってくる。今、針しん路ろを変更すれば、当然、第三三星空師団の猛もう攻こうに背後から晒さらされる。簡単には転進できない。

　アフネルがそう思った矢先に、ロイは命令を下した。

「コーデリア！　水平方位１７０に転進だ。機甲降下部隊を一隻も落とさせるな！」

『了解しました』

　コーデリアはかしこまって答えると、即そく座ざにクローバー艦隊を反転させた。すぐ後ろには第三三星空師団が怒ど号ごうを上げなら攻め込んでくる。

　アフネルは背後から迫せまる敵の圧力に耐たえ切れずに振り向いた。振り向いたのはアフネルだけだった。ロイを中心としたアロンダイトの参謀たちは、司令官に意識を乗っ取られたかのように、目的地を真っ直ぐに見ている。

　弾だん丸がんのように駆かけた艦かん隊たいは、敵砲ほう撃げき艦かんと機き甲こう降こう下か部隊を繫つなぐ斜しや線せん軸じく上に飛び込んでいった。




　強きよう襲しゆう降下艇ていの艦かん橋きようでは、絶ぜつ叫きようが飛び交っていた。

　レッドアラートが無数に鳴り響ひびき、船の危険を嫌いやというほどに知らせてくる。

　ジョルダーニは額ひたいから垂たれてきた汗を拭ぬぐった。口の中がやけに渇かわいた。今さら針しん路ろを変へん更こうしたところで光の速度で飛来するレーザー砲撃を回かい避ひすることは不可能だ。

　ロイに対する悪態をつきながら、自分の運命を呪のろった。疫やく病びよう神がみとしか思えないアフネルがいる作戦など、やはり拒きよ否ひすべきだった。自分を言い負かした若い司令官の顔が脳のう裏りを過よぎった。憎にくたらしい顔をしている。そう思うと、ジョルダーニは頭を上げた。そして、ロイ・クローバーに対する憎しみを視し線せんに込めた。

　スクリーンには敵砲撃艦約二〇〇〇隻せきの光が映し出された。次の瞬間、一いつ層そう強い輝かがやきが放たれた。それがレーザー砲撃の一いつ斉せい射しやだとジョルダーニは気づいた。

　直撃は免まぬがれない。

　死が光の速度で押し寄せてくる。

「ちくしょうが！」

　この世の憎ぞう悪おをすべて含んだ叫さけび声だった。喉のどの奥が裂さけるような痛みを訴うつたえてきた。それでも叫ぶことは止められない。

　視し界かいがレーザーの光で焼かれていく。そんな錯さつ覚かくをジョルダーニは感じた。恐きよう怖ふに目を閉じた。

　激げき震しんと、一瞬の痛みを覚かく悟ごした。

　だが、それはいつまで待っても訪れなかった。

　目を見開き、顔を上げると、重力子フィールドによって偏へん光こうされたレーザー砲撃が見えた。自分たちを狙ねらっていたはずの砲撃は、クローバー艦隊の突撃艦が作った壁かべによって阻はばまれた。

　全身の毛け穴あなが開き、どっと汗が出た。心臓は跳はね上がっていた。予想外の人間に助けられた。

　だが、安あん堵どするだけの余よ裕ゆうを、戦場はジョルダーニに与えてはくれなかった。

　エネルギーの充じゆう塡てんを済ませた敵砲撃艦が、第二射を続けて繰くり出す。クローバー艦隊の盾たてがあれば安全に思えた。

　そのクローバー艦隊を狙って、頭上から第三三星空師団の突撃艦約一万二〇〇〇隻が突進してくる。破壊の象しよう徴ちようのような大きな戦せん斧ぷを振り上げながら。

　敵の突撃艦に対処するには、クローバー艦隊は向きを変えねばならない状じよう況きようにあった。そうしなければ、真上から突撃を受け、今度はクローバー艦隊が窮きゆう地ちに立たされる。壊かい滅めつ的な打撃を受けることになるだろう。

　だから、あの憎にくらしい金きん髪ぱつの司令官は、機甲降下部隊を今度こそ見捨てるとジョルダーニは思った。

　だが、ジョルダーニの予想に反して、クローバー艦かん隊たいは機甲降下部隊を守るように、さらに高度を下げた。大気層そうに触ふれ、重力子フィールドの境きよう界かい面めんが赤く染そまった。

　完全に第三三星空師団の突とつ撃げき艦かんに真上を取られている。

「正しよう気きか、あのガキは！」

　惑わく星せいの重力に捕まれば、突撃艦の速度は落ち、白はく兵へい戦せんは不利になる一方だ。今のクローバー艦隊の動きは、明らかに自分たちよりも機甲降下部隊の安全を優ゆう先せんしていた。

「通信兵！　アロンダイトに繫つなげ！」

　敵砲ほう撃げき艦かんが四度の一いつ斉せい射しやを行った。もう、ここまで高度が下がれば、いくつかは落とされるだろうが、部隊の大半は地上まで到達できる。それは、上にいる艦隊司令官にもわかっているはずだった。最初から三割は捨て駒ごまにするとまで言い切った男だ。

　それなのに、クローバー艦隊はなおも機甲降下部隊を守るために高度を下げた。敵からのレーザー砲撃はことごとく遮しや断だんされている。

「大佐、この状じよう況きようで通信は無理です！」

「わかっているから繫げ！」

　ジョルダーニの剣けん幕まくに押されて、通信兵は怯おびえながら必死にアロンダイトに呼びかけを行った。喉のどが潰つぶれておかしくないほどに声を張り上げている。

「繫がってはいますが……やはり、ノイズが酷ひどくて何もわかりませんよ！」

「いや、それで十分だ」

　通信兵は意味がわからないという顔をしたが、ジョルダーニは説明しなかった。通信が繫がった時点で、こっちが何を言いたいかは伝つたわったはずだ。

　成せい層そう圏けんを間近に控え、奇き跡せき的にクリアな通信が届いた。それは、艦隊に対して指示を出すロイ・クローバーの気け高い声だった。

「機甲降下部隊は、一隻せき足りとも沈めさせるな。コーデリア、限界まで高度を落とせ！」

　背後で危険だと言って止めるアフネル准じゆん将しようの声が聞こえた。それがまともな判断だ。第三三星空師団が、クローバー艦隊の頭上から飛来する。

　巨きよ大だいな戦せん斧ぷが振り下ろされるのが、スクリーンに映った。

「あと一〇秒で、成層圏に抜けます！」

　敵の砲撃艦から最後の一いつ斉せい射しやが放たれた。第三三星空師団の突撃艦の強きよう襲しゆうにより、盾たてに穴あなが空いている。その射しや線せん軸じく上に、丁ちよう度どジョルダーニはいた。

「敵、砲撃来ます！」

　情報兵が死を覚かく悟ごした報告を下した。

　あと五秒逃げ切れば地上に抜けられた。悔くやしさがジョルダーニの体を走った。諦あきらめられるものではなかった。自みずからを危険に晒さらしてまで、ここまで下ろしてくれた男がいるのだ。

　閃せん光こうが迫せまってくる。その視し界かいを一隻せきの船が塞ふさいだ。

　赤い装そう甲こうの旗き艦かんは、体勢を崩くずしながらも辛かろうじて、機甲降下部隊に飛来したレーザー砲ほう撃げきを弾はじいた。

　その直後、アロンダイト目め掛がけて、敵の旗艦が突っ込んで行った。禍まが々まがしい戦せん斧ぷが、アロンダイトの美しい装甲に振り下ろされた。

「アロンダイトは無事か！」

　思わず、ジョルダーニが叫さけんだ。

「成せい層そう圏けんに抜けます！」

　決着を見届けることなく、ジョルダーニの搭とう乗じようした強きよう襲しゆう降下艇ていは青空に落ちた。すぐに薄い雲に視界を塞がれる。

　その間、ジョルダーニは上空を見つめたままの姿勢で固まっていた。




「降下部隊を優先するとはいい度ど胸きようだよ！　バラクータ、ここで敵の旗艦を沈めるよ！」

『心得ております』

　旗艦アルバトロスは咆ほう哮こうを上げながら、敵の旗艦アロンダイトに向け、一直線に戦場を駆かけた。旗艦を守ろうと立ち塞がる敵突撃艦を、立て続けに三隻破は壊かいする。一隻目は力任せに弾き飛ばし、二隻目は敵の高周波対艦刀とうを旋せん回かい軌き道どうで避け、通り過ぎ際に横から真っ二つにした。三隻目は高周波対艦刀ごと叩たたき潰つぶした。身の細いバラクータからは想像も出来ない力強い戦い方だった。

　もう標的は目の前に迫っている。

　敵旗艦は、強襲降下艇を守るために臨りん戦せん体勢を取るのに遅れ、ザグニスに対して腹を見せていた。一撃で決着はつく。

「味方を守るために格好いい真ま似ねをしすぎたね！」

『敵旗艦を沈めます！』

　バラクータの言葉でさらにアルバトロスは速度を上げた。高度は見る見る下がり、重力子フィールドの境界面が夕焼け空のように染そまった。

「ビソン会戦での借りは返すよ！」

　アルバトロスが戦斧を振り下ろした。




「コーデリア！　回かい避ひだ！」

　ロイの叫びに、可か憐れんな電子妖よう精せいは返答する余よ裕ゆうすらなかった。アロンダイトは仰あお向むけの姿勢から、敵旗艦アルバトロスが振り下ろした戦斧を、二本の刀とう剣けんで受け止めた。力を受け流すように、船体を回転させる。

　だが、破壊力の乗った敵の攻撃を支えきれず、右の高周波対艦刀に亀き裂れつが入った。振動が音を伴ともない船内に嫌いやな空気を運んでくる。

「押し切られます！」

　航こう行こう参さん謀ぼうが悲鳴に近い声を上げた。

　スクリーンには巨きよ大だいな敵の戦せん斧ぷが、画面にいっぱいに映し出されている。あんなものを叩たたき込まれたら、簡単にアロンダイトは撃げき沈ちんされてしまうだろう。

　コーデリアは、右の高周波対艦刀とうを諦あきらめると、あえて、それを敵に折おらせた。敵は突とつ撃げきの勢いが止められず、旗き艦かんアルバトロスの重心が微かすかにぶれた。わずかな隙すきを突いて、コーデリアはアルバトロスの脇わきをすり抜けた。

「コーデリア、そのまま高度を上げろ！」

　すぐにアルバトロスも旋せん回かいすると、第三三星空師団の突撃艦の中に紛まぎれた。もう姿を映像で捉とらえることはできない。

「各員、損そん害がいを知らせろ」

　ロイは船体の小さな振動から、推すい進しん力の低下を感じた。そして、それを裏うらづける報告が真っ先に上がってきた。

　機関参謀はロイを振り向くと、苦い顔で言った。

「推進ノズルの一部を損傷。推定データですが、推力が六パーセント低下しています」

「航行と戦闘に問題は？」

「若じゆつ干かんは出るとしかいえません。長期戦になれば、大きくなってくると思います」

　正直に答えた機関参謀に、ロイはわかったとだけ言った。他には、右高周波対艦刀の大たい破はが通告された。それ以外の損傷は軽けい微びで、気にするほどのことはない。

　降下作戦は成功した。だが、地上部隊が防衛本部を制圧するまで、この状態で敵と戦い続けなければならない。相手は軍ぐん神しんの教え子である精せい鋭えいだ。

　先ほどの旗艦による突撃も大だい胆たんさと潔いさぎよさを持っていた。隙を見せれば、即そく座ざに撃沈される。そうした予断を許さない状じよう況きよう下かで、旗艦アロンダイトの損傷は、無む視しできるようなものではなかった。特に推力の低下が影響としては大きい。

　心の内の苦く悶もんを少しも感じさせない冷静な面おも差ざしで、ロイはレーダーを見た。敵ではなく、その焦しよう点てんはエバンス艦隊に向いている。

　目に力が入り、苛いら立だちが宿った。

　エバンス艦隊は、敵の第三一星空師団の突撃艦に捕まり、身動きが取れない状態になっていた。

「あいつは何をやっている」

　司令官の突然の言葉に、アフネルが訝いぶかしげな顔をした。参謀総長のデュムランと、戦闘参謀のサロも、疑問の眼まな差ざしをロイに向けた。

　剝むき出しにされた感情が、そこにはあった。そして、その感情は元もとコックの司令官に突きつけられたものだった。

　元々、アロンダイトが損そん傷しようした原因も、エバンス艦かん隊たいがきちんと第三一星空師団の砲ほう撃げき艦かんを牽けん制せいしておかなかったことにある。

　感情はそのままに、ロイは生々しい苛いら立だちを、胸きよう中ちゆうにしまった。

「第三三星空師団、再度接近してきます！」

　移り変わる戦場は、ゆっくりと思案する猶ゆう予よを与えてはくれない。

　ＣＩＣの中を、新しい情報が次々と飛び交った。

「提てい督とく、地上部隊のジョルダーニ大佐から報告です。降下は無事に成功。これより、防衛本部の制圧任務に移行する、とのことです」

　順調に進行するタスクもあれば、そうでないタスクもある。ひとまず、地上部隊が順調であることに、ロイは余よ裕ゆうを取り戻していた。

　あとは空の上のことだけ考えていればいい。

　冷静なロイの頭は、数手先のことを考えていた。今のアロンダイトの状態では、予定していた役割分ぶん担たんで作戦を遂すい行こうするのは不可能だろう。

　推すい力りよくの低下したアロンダイトで、敵の二艦隊を敵に回すのは現実的に見て厳きびしい。と、なれば、イージスの盾たてのシステム書き換えは、コーデリアに任せ、その間の護ご衛えいをエバンス艦隊で行うしかない。ここに旗き艦かんは二隻せきしかないのだから。

　だが、今のエバンス艦隊の動きを見ていると、ロイはその作戦にも踏み切ろうという気にはなれなかった。

　苦戦するエバンス艦隊を瞳ひとみに映し、ロイは無意識のうちに、レン・エバンスに心の中で声をかけていた。

　この程度でつまずいて、私を失望させるな。

　惑わく星せいダリアをめぐる戦いは、ここから本番を迎えるのだ。
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　エバンス艦かん隊たいと交戦中にある、第三一星空師団の師団長リッチ・シリング中ちゆう将しようは神しん妙みような面おも持もちでいた。何かを考えるように視し線せんが左右に揺れる。

　戦せん況きようは悪くない。いや、銀河連合が確実に押している。今も、シリングはエバンス艦隊を徐じよ々じよに追い詰めていた。第三一星空師団の突とつ撃げき艦かんは約一万六〇〇〇隻せきにもなる。敵の二倍の戦力を有ゆうしているのだ。有ゆう利りに戦えるのは当然だった。

　だが、それにしては、敵の動きが緩かん慢まんに思えた。

　交戦開始から、エバンス艦隊は消しよう極きよく的な後こう退たいを繰り返している。今も、四部隊に分散させた第三一星空師団の波は状じよう攻こう撃げきを搔かい潜くぐるために、団だん子ご状じようにまとめた艦隊を無む策さくに後退させている。

『提てい督とく、敵の左さ翼よくが崩くずれています。突撃の許可を』

　カルティエの指し摘てき通り、エバンス艦隊の左側面の足並みが乱みだれた。慎しん重ちように敵の動きを見定めたあとで、シリングは旗き艦かんを含む第一部隊に突撃許可を下した。

「行け！」

　シリングのよく通る声が、ＣＩＣを駆かけ抜けた。それと同時に、約四〇〇〇隻せきの突とつ撃げき艦かんが漆しつ黒こくの草原を走る。弓ゆみなりの軌き跡せきを描くと、エバンス艦かん隊たいの左さ腹ふく部に円えん錐すい陣じん形けいで突っ込んだ。敵艦隊と接触した瞬間、わずかに抵てい抗こうを感じた。だが、それほど硬かたくはない。

　こちらを誘い込む罠わなとも考えられたが、シリングは接触時の敵艦隊の硬こう度どから、突とつ破ぱは可能だと判断した。

「中央を突き破れ！」

　シリングの命を受け、カルティエは円錐陣形を小さく絞しぼり、強きよう固こで突進力のある形にまとめる。その効果は、すぐにレーダー上で確認できた。旗き艦かんフィッシュライアを中心とする鋭えい利りな槍やりが、敵艦隊の心臓部まで一いつ気きに突き刺さる。

　だが、エバンス艦隊の中心部で、硬い壁かべにぶつかった。それを瞬時に感じ取り、シリングは即そく座ざに指示を飛ばした。

「カルティエ、最前線の一点に船を集結させろ！」

『わかりました』

　円錐陣形の先端が針はりのように細くなり、再度敵てき陣じんを貫つらぬこうとする。敵の旗艦ダインスレイフの存在も、もう目と鼻の先だった。だが、敵の抵てい抗こうも激しく、すぐに突進力が弱まった。

「易やす々やすとは旗艦を討うたせてくれませんな」

　状じよう況きようを的確に分ぶん析せきしていた幕ばく僚りよう長ちようが呟つぶやいた。

『提てい督とく、このまま押し切り、旗艦ダインスレイフを沈めますか？』

　シリングは顎あごを触さわった姿勢で数秒間考え、それから新たな指示を出した。

「垂すい直ちよく方位０９０に部隊の頭を向けろ。ここで無理をして損そん害がいを増やす必要はない」

　旗艦の周囲は電子妖よう精せいによる遠えん隔かく操そう作さの恩おん恵けいを強く受けるため、必然的に守りは強固になるものだ。これ以上の力任せの前進は、第三一星空師団の被害を無む駄だに膨ふくらませるだけであることを、シリングは熟じゆく知ちしていた。

　指示した通り、カルティエは即そく座ざに第一部隊の先端を上に向けた。勢いを殺すことなく、敵陣を引き裂さいていく。

　やがて、完全に突破すると、そのまま速度を緩ゆるめずに、一度距きよ離りを置いた。

『提督、再突撃は？』

「少し待まて」

　シリングの真しん意いを摑み兼かねた幕僚たちが、後ろを振り向いた。今、第三一星空師団は完全に優ゆう勢せいにある。このまま手を休めずに一気に勝負を決めるべき状況だった。

　考え込むように、シリングは床ゆかに視し線せんを落した。

　それから、信頼できる電子妖精に声をかけた。

「カルティエ」

　シリングが背中に声をかけると、電子妖よう精せいのカルティエは、エバンス艦かん隊たいの後退の軌き跡せきをレーダー上に表示した。小さく振り向いた彼女に、シリングは声には出さずに礼を述べた。ほんのわずかだけ、カルティエの目元がゆるんだ。

　表向きは腕を組み、余よ裕ゆうの表情を見せながらも、用意されたデータに目を向けると、シリングは心の中で唸うなった。オレンジ色のラインでレーダー上に記されているのは、戦せん闘とう開始からの敵艦隊の軌跡だ。少しの時間で惑わく星せいダリアを半周している。

「提てい督とく、危き惧ぐすべきはないかと存じますが。我わが艦隊が敵を圧倒しております」

「そうだな。幕ばく僚りよう長ちようの言う通りだ」

　幕僚たちは、自軍が有利に戦闘を進めていることに満足し、エバンス艦隊の動きに疑問を持っている様よう子すはなかった。

　現状、数の差を利用し、力で押し切れている。それらを踏まえれば、間ま違ちがった判断ではない。的確に仕事をこなす幕僚たちの後ろ姿を見ながら、シリングは単に自分が臆おく病びようなだけかもしれないと思った。

　だが、そう思ったところで、胸の中のつっかえがなくなりはしない。

　ビソン会戦におけるエバンス艦隊の働きが、シリングを慎重にさせていた。

　あれほど攻こう撃げき的な撤てつ退たい戦せんを見たのは初めてだった。わずか二〇〇〇隻せき程度で、軍ぐん神しんの率ひきいる艦隊に正面から挑いどむ敵も、過去に類るいを見ない。

　当然、自分が敵の立場でも、そのような無む謀ぼうな手段にはでない。だが、エバンス艦隊は撤退戦を完かん遂すいした。突破できるという算さん段だんが、敵の司令官の頭にあったのだろう。そして、思い描いた未来図を、現実へと変えた。

　偶ぐん然ぜんや奇き跡せきの入り込む余よ地ちはなかった。そんなものを許すほど、軍神スタンリー・マスターズは甘あまくない。

　そうした状じよう況きようとデータが、敵の行動を、罠わななのではないかと、シリングに警けい戒かいさせていた。打つ手がないふりをして、虎こ視し眈たん々たんと逆転の機会を狙ねらっている。対たい峙じする者に、そう考えさせるだけの強烈な印象を、敵の司令官はビソン会戦でシリングに与えたのだ。

　シリングの目が、落ち着きを払ったカルティエの背中に向けられた。

「カルティエはどう見る」

『罠である可能性はないと私は思います。すでに敵艦の約一割を撃げき沈ちんしていますので』

　カルティエの発言は、簡かん潔けつで説得力があった。

　確かにその通りだ。何か仕掛けてくるにしても、すでに敵艦隊の約一割は沈しずんでいる。こちらを罠にはめる目的があるにしても、払はらった犠ぎ牲せいが多すぎた。まともな作戦とは言いがたい。そして、そのまともではない作戦を、シリングが警戒したほどの司令官が行うとも思えなかった。

　シリングは一度深呼吸をすると、敵に対する判断を明確に下した。

　ビソン会戦での印象が、払ふつ拭しよくされたわけではない。だが、今、目の前にいるエバンス艦かん隊たいの動きは、精せい彩さいさに欠けていた。何か、艦隊にトラブルでもあったのかもしれない。もしかしたら、ザグニスの流した例の情報が効果を出したのか。

　いや、理由はどうであれ構わない。

　ただ、動きの鈍にぶいエバンス艦隊を真っ先に沈ちん黙もくさせる。それでここでの戦争は終わる。その一点に集中すればいい。迷まよいを払はらうと、シリングはシートから身を乗り出した。

　そこに、第三三星空師団の旗き艦かんアルバトロスから通信が入った。情報幕ばく僚りようがシリングを振り向く。無言で頷うなずいた。

　現在、第三三星空師団は、クローバー艦隊と交戦中にある。数ではザグニスが四〇〇〇隻せきほど上回っているが、戦局は五分であるとシリングは見ていた。

　イージスの盾たての内側という狭せまい戦場をクローバー艦隊は上う手まく利用している。惑わく星せいを包み込む重力子フィールドを壁かべにして、ザグニスの包ほう囲い攻こう撃げきを避け、今度は逆ぎやくに壁を利用して第三三星空師団を追い込むように動いた。

　エバンス艦隊とは対照的に、クローバー艦隊の動きは目を見張るものがあった。ザグニス中ちゆう将しようは女性でありながら、もう二十年も前に提てい督とくになった人物だ。軍ぐん歴れきも長く、その戦績も優秀で、軍ぐん神しんの教え子の中でもトップクラスの用兵家だった。

　数で劣おとる敵を相手に、苦戦を強いられる姿など、シリングは初めて見た。

　そのザグニスの威い勢せいのいい声がＣＩＣに飛び込んできた。

「シリング、今カルティエに送信したデータを確かく認にんしな」

　了りよう承しようの返事だけをして、シリングはスクリーンの中のザグニスを見ずに、レーダーに注目した。

　この後、約二五分間の両星空師団の行動が記されていた。ザグニスの第三三星空師団は、惑星ダリアを右回りにクローバー艦隊と交戦しながら後退する。逆に、シリングの第三一星空師団は、左回りにエバンス艦隊を追い込みながら前進していく。

　そして、両艦隊は現げん宙ちゆう域いきから丁ちよう度ど半周を回った惑星の裏うら側がわで交差する際に、エバンス艦隊を前後から挟きよう撃げきする。

　挟撃後、シリングの第三一星空師団は、敵てき陣じんを真っ直ぐに突とつ破ぱ。そのまま、前方に迫せまるクローバー艦隊と衝しよう突とつする作戦内容だった。

　ザグニスの第三三星空師団は、後方からの強きよう襲しゆうでエバンス艦隊を無力化すると、針しん路ろを変へん更こうし、今度はシリングと交戦中のクローバー艦隊に側面から襲おそい掛かかる算さん段だんとなっている。

「クローバー艦隊まで、簡単に掃除できるとは思わないが、とにかく先にエバンス艦隊を片付けるよ」

　理由は聞かずともわかった。ザグニスも交戦しながら、エバンス艦隊の緩かん慢まんな動きを観察していたのだろう。そして、弱い敵から討つべきだと判断した。基本に忠実であり、賢けん明めいな判断だった。

「了りよう解かいしました」

「じゃあ、早速始めるよ」

　一方的に言い切ってザグニスは通信を切った。その余よ裕ゆうのなさを、シリングはクローバー艦かん隊たいの危険性として認識した。

「カルティエ、正面から力で押して、敵を一気に後退させる」

『お任せください』

　四つに分けていた突とつ撃げき艦かん約一万六〇〇〇隻せきが、ひとつにまとまっていく。その矛ほこ先さきは、身を縮めるようにして固まるエバンス艦隊に向けられた。

「やってくれ、カルティエ」

　シリングの言葉を合図に、約一万六〇〇〇頭もの騎き馬ばが一いつ斉せいに駆かけ出した。
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　分散していた敵艦隊は、一箇所に集結すると、巨きよ大だいな塊かたまりとなって押し寄せてきた。その大群の姿には、星が迫せまってくるような迫力さえあった。焦しよう燥そうがダインスレイフのＣＩＣを走った。ファルコ機関参さん謀ぼうが上げたうめき声が、ＣＩＣにやけに響ひびいて聞こえた。

「数でねじ伏せに来たか」

　参謀総長のもらした言葉は、ネリーの耳に入らなかった。死の危険が雄お叫たけびを上げながら、近づいてくるのに、気持ちが戦場と向き合っていない。自みずからの生命の危機以上に、気がかりなことが他にあった。

　その相手をネリーは真っ直ぐに見た。

　レン・エバンスは普ふ段だんと変わらない様よう子すで、司令官シートに座すわっている。

「円えん錐すい陣じん形けいで迎え撃うちます」

　オフィーリアに指示を出す姿にも、特別おかしなところはなかった。内容もまともで、横から口出しをしたくなるような稚ち拙せつなものではない。十分に意い図とを理解できる指示だった。普段との違ちがいは結果が伴ともなっていないという一点に尽つきる。

　レンの策さくのことごとくが、第三一星空師団の苛か烈れつな攻こう撃げきによって潰つぶされていた。

　敵の司令官が見事なだけである。そう考えるのが自然なのかもしれない。

　それでも、ネリーは元もとコックの司令官が、普段とは違うのだと思った。敵の後ご手てに回り、翻ほん弄ろうされている姿が、レン・エバンスであるはずがなかった。もっと摑つかみ所がなくて、気づけば味方を優ゆう位いにしている。それがネリーの知るレン・エバンスの用兵なのだ。

　理性的な判断ではないと理解しつつも、ネリーは今のレンに納なつ得とくできずにいた。

『最前線が、敵と接触します』

　エバンス艦かん隊たいを押し潰つぶすかのように、第三一星空師団が突っ込んできた。前方で火花が散った。円えん錐すい陣じん形けいの先せん端たんがわずか数秒でひしゃげた。粘ねん土どに拳こぶしを叩たたきつけたかのように、エバンス艦隊の陣形は一瞬で崩くずれた。

『提てい督とく、艦隊を徐じよ々じよに下げつつ、陣形を再さい編へんします』

　オフィーリアの提案に、レンは素直に頷うなずいた。

　これもまた、元もとコックの司令官には珍めずらしい反応だった。オフィーリアの方がいち早く、況じよう状きように対する回答を提示する。それを承しよう認にんするだけなら、誰だれにだって可能なのだ。

　前方から、断続的に爆発の光が放たれる。そのたびに、視し界かいを埋うめ尽つくさんばかりの敵突とつ撃げき艦の黒い装そう甲こうが獰どう猛もうな獣けものの牙きばのように輝かがやいた。

　そんな中、エバンス艦隊に出来るのは、惑わく星せいダリアを軸じくに、後退を続けることだけだった。

　レンは前のめりの姿勢で手を組み、じっとレーダーを見ている。

　下部ブロックの参さん謀ぼうたちが、困こん惑わくした顔でレンを振り返っていた。それでも何の助言も進言も口にはしなかった。元コックの司令官の脳のう内ないなど、どうせ理解はできないと顔に書かれている。

　言ったところで無む駄だ。その空気がＣＩＣにはあった。参謀総長のシュトロブルも、レンに対する発言を控ひかえている。そして、ネリーもどう対たい処しよすべきか、判断に迷っていた。

　防戦一方の状況を、まずは何とか打開しなければならない。だが、それをするには、追い込まれすぎていた。

『マスター！　後方に敵艦隊です！』

　オフィーリアの言葉に、ネリーの体がはねた。敵の増ぞう援えんでも来たというのか。いや、そのはずはない。現げん宙ちゆう域いきにいたのは、第三一、第三三星空師団だけだ。

　その思考が、ネリーに答えを教えた。

　惑星ダリアを、逆ぎやく回りに進行していた第三三星空師団が後ろに現れたのだ。クローバー艦隊に押されるふりをして、エバンス艦隊を挟きよう撃げきするために回り込んできたのだと理解した。

　もうひとつの戦場のことに頭が回っていなかった。

　今、艦隊の真後ろから突撃を受ければ、致ち命めい的てきな損そん害がいを受ける。

　ネリーはすがるような目で、レンを見た。レン・エバンスなら敵の行動を事前に予よ測そくし、対処する手段を講じることができるのではないかと一瞬思った。

　だが、元コックの司令官を視界に収め、ネリーの期き待たいは音を立てて砕くだけ散った。

　レンは押し黙だまっていた。

　その直後、後方から第三三星空師団の突撃を受けた。

　爆発が全身を揺らした。この旗き艦かんも落とされると直感した。

『艦隊を散開して、回かい避ひに専念します』

　レンの返事を待たずに、オフィーリアが艦隊を分散させた。艦隊の中心にいたダインスレイフは逃げ遅おくれている。

　アラートが鳴り響ひびく。敵艦が近い。

『衝しよう撃げきに備えてください！』

　オフィーリアが船体を反転させると、スクリーンを巨きよ大だいな戦せん斧ぷが埋うめた。それを、左さ翼よくの高周波対艦刀とうで、オフィーリアが受け流す。打ち込まれた力を利用して、ダインスレイフは竜りゆう骨こつを軸じくに旋せん回かいした。右翼の高周波対艦刀が、敵の突とつ撃げき艦かんを縦たてに寸すん断だんする。

　爆発が右スクリーンを焼き尽くす。激しい揺れがＣＩＣを襲おそった。体をシートに固定していても、衝撃が堪こたえた。一瞬、息が詰まり、ネリーは咳せき込んだ。

　白に染められた視し界かいが回復する前に、すぐに次の攻こう撃げきが叩たたき込まれた。高周波対艦刀同士がぶつかる音が振しん動どうとなって足元から伝わってくる。その地響きは、とてつもない不安となって押し寄せてきた。

　ネリーが顔を上げると、正面にはシュトロブル参さん謀ぼう総長の青白い顔があった。スクリーンはまだ白に染められ、何も見えない。状じよう況きようはレーダーで知るしかなかった。

　完全に囲まれている。

　退路はどこにもなかった。

　深い絶望がＣＩＣの温度を一気に下げた。つま先に寒さを感じる。

　その中にいて、オフィーリアだけは敵に怯ひるむこともなく、押し寄せてくる敵と果か敢かんに戦っていた。

　左さ舷げんから敵艦の爆発が伝わってくる。

『皆様方は、シートに身を沈しずめていてください』

　激震の中、オフィーリアは目を瞑つぶったまま祈いのるように腕を組んでいた。敵と戦っているようには到底見えない。

　装そう甲こうが削けずられる嫌いやな音が反響した。オフィーリアの表情が苦く悶もんに歪ゆがむ。

　それでもレンは沈ちん黙もくを守っている。虚うつろな目で惑わく星せいダリアを見ていた。その星には、彼の家族がいるのだ。

　不安が的中していたのだと、ネリーは気づいた。

　レン・エバンス。

　それは、心の内を感じさせない、不思議な感覚を持った提てい督とくの名だ。

　ファルコは化ばけ物ものだと、レンに評価を下した。それは果たしてレンの本当の姿なのだろうか。

　思考を遮さえぎるように、激しい振動が、ダインスレイフを襲おそった。

　オフィーリアが一二隻せき目の敵突撃艦を撃げき破はしたのだ。高性能な旗き艦かんの能力に頼たよった戦せん闘とう。そう長くは持たない。数で押され、それも挟きよう撃げき状態となっては、打つ手などなかった。敵は四方八方から現れるのだ。

　敗北と死を、ネリーは意識した。

　恐きよう怖ふはなかった。あるのはレンに対する苛いら立だちばかりだ。

「右側面！　上、それに後方から敵突とつ撃げき艦かん！」

　モンティーユの報告は、殆ほとんど叫さけび声になっていた。

　この猛もう攻こうは避けられない。感情よりも感覚が先にネリーにダインスレイフの撃げき沈ちんを伝つたえてきた。

「くそったれが！」

　機関参さん謀ぼうのファルコが吼ほえた。

　何もできない現状を呪のろった言葉だった。

　ここで終わる。そう思った瞬間、ダインスレイフを狙ねらった三隻せきの敵突撃艦が、高周波対艦刀とうに貫つらぬかれ爆発した。やったのは、クローバー艦かん隊たいの突撃艦だった。

　再びダインスレイフを狙って突っ込んできた敵の突撃艦を、今度は赤い装そう甲こうの旗き艦かんアロンダイトが撃破した。すでに右の高周波対艦刀が折おれてなくなっている。外からだと、損そん傷しようは酷ひどく見えた。

　クローバー艦隊の突撃により、戦場はすぐに混こん沌とんとした乱らん戦せん状態になった。無む駄だな戦力消費を避さけるためか、銀河連合の二艦隊は、一いつ端たん戦場を離はなれた。鮮あざやかな手て際ぎわだった。艦隊同士の息がぴたりと合っている。

　有ゆう効こうな一撃を加え、攻撃の手が鈍にぶるとすぐに建て直しを図はかる。理想的な用兵でもあった。

　ダインスレイフの損傷を確かく認にんしつつ、オフィーリアが即そく座ざに艦隊を再さい編へんする。今の挟きよう撃げきで、約一三〇〇隻せきが撃沈された。これまでの損害を含めると、エバンス艦隊は約二〇〇〇隻を失ったことになる。

　残った突撃艦は約六〇〇〇隻。戦線を維い持じするには、最低ラインの数だ。

　ネリーは負けを強く意識した。戦力だけが問題なのではない。レンから敵を駆く逐ちくする強い意志を感じないことが問題だった。誰だれにでも挑いどもうとする、あの執しつ拗ような前向きさがない。

『マスター、アロンダイトから通信です』

「……繫つないでください」

　スクリーンに映し出されたロイの目は、レンをじっと見据すえていた。その表情は冷れい淡たんでいて、侮ぶ蔑べつの感情が混ざっている。

「無ぶ様ざまだな」

　言葉は視し線せん以上に冷たく、それでいて攻撃的だった。直接向けられたわけでもないのに、ネリーは背せ筋すじが凍こおる思いだった。同時に、兄がこれほど強い感情を、元もとコックの司令官に向けたことに驚おどろきを感じた。常つねに冷静で、どのようなものにも興きよう味みを示さない。ロイが誰かを気にするなど、長兄のグスターヴ以外には知らなかった。

「戦う意志がないのなら、貴下の突撃艦はこちらで預かる。戦闘の邪じや魔まにならないように、戦場の隅すみで震えながら膝ひざでも抱かかえていろ」

　レンは何も言わず、じっとロイを見ていた。

　数秒の間、ふたりは沈ちん黙もくを守った。

　それでも何も起こらなかった。ロイは小さく舌した打ちすると、戦場へと戻っていった。

　レンはロイが映し出されていた場所を、黙だまって見据すえていた。

　敵が彼らに与えた時間は、ここまでだった。

『敵艦かん隊たい、上下二ふた手てに分かれて接近してきます』

　第三一星空師団が丘を駆かけ上がるように弧こを描く。同時に、第三三星空師団は地面を抉えぐるように動いた。

　対する企業連盟の二艦隊は、アロンダイトを中心としたクローバー艦隊が前に立ち、崩くずれた陣じん形けいの再さい編へんを急ぐエバンス艦隊を守るように布ふ陣じんしていた。

「オフィーリア、後退しつつ再編を急いでください」

　現状の位置関係では、クローバー艦隊に余よ計けいな負ふ担たんをかける。今、敵が標ひよう的てきとするのは、耗しよう消もうの激しいエバンス艦隊のはずだ。選せん択たくとして、間ま違ちがってはいない。だが、レン・エバンスらしい判断とは、ネリーには思えなかった。

　エバンス艦隊が下がると、第三一星空師団が針しん路ろを修しゆう正せいした。さらに大きな弧を描く。頭上から雪崩なだれれ込んでくる狙ねらいなのだろう。だが、その針路はすぐにまた変へん更こうされ、今度はクローバー艦隊の後方に回り込むように動いた。

「まずいですね。艦隊を前に出してください」

　再編を終えると、オフィーリアは最大船速で艦隊を前進させた。

　クローバー艦隊は、真正面から第三三星空師団の突とつ撃げきを受け止め、背後はがら空きの状態だった。今、第三一星空師団の攻こう撃げきを受ければ、総そう崩くずれになる。

「間に合え」

　そのレンの呟つぶやきは、すぐに意味を持たなくなるのだった。




『提てい督とく、エバンス艦隊が誘さそいに乗りました』

　バラクータの口元には、残ざん忍にんとも取れる笑えみが浮かんでいた。だが、報告を受けたザグニスが見せた表情は、それ以上のものだった。

　大きな体を揺らしながらザグニスは立ち上がると、腕うでを振るい指示を飛ばした。

「中央突とつ破ぱを諦あきらめ、敵艦隊の左側面に抜けるよ！」

　幕ばく僚りようたちは即そく座ざに各方面に確かく認にんを行い、指示を投げた。

『シリング中ちゆう将しように、タイミングを知らせますか？』

「あの男なら、あわせてくるさ」

『そうですね。カルティエもいるのですから』

　そこまで言うと、バラクータは正面に向き直った。少女の態度は、自信に溢あふれ、勝利が間近に迫せまっていることをＣＩＣに予感させた。

　ザグニスは注意深くレーダーを見据すえた。シリングの第三一星空師団の行動を阻そ止しするため、必死に後方から追いすがってきている。

「バラクータ」

『お任せください』

　明るい返事の後で、バラクータは円えん錐すい陣じん形けいを取っていた艦かん隊たいを、左側に旋せん回かいさせていく。約一万隻せきの群れが、空の大地を揺らしながら駆かけた。

　艦隊の右側面で幾いくつも火花が散った。それは第三三星空師団の突とつ撃げき艦かんの断だん末まつ魔まだ。

「敵の反応が予想以上にいいようです」

　戦せん闘とう幕ばく僚りようの報告に、ザグニスはすぐに対応する。

「バラクータ、遠えん隔かく操作は右側面を重点的にやりな。船を密集させて、敵を突とつ破ぱさせるんじゃないよ」

　指示はすぐに形になって現れた。針しん路ろを変えた第三三星空師団の右側面に食いついてきた敵艦隊を、徐じよ々じよに振りほどいていく。

　だが、敵もなかなかにしつこく、第三三星空師団に艦隊の一部を崩くずされながらも、すぐに陣形を再さい編へんし、今度は背後から襲おそいかかろうという動きを見せた。

「いい判断じゃないか」

　ザグニスの声音は、敵を誉ほめながらも、どこか馬ば鹿かにした匂においがあった。その理由は、第三一星空師団の動きにある。

　クローバー艦隊は、再編を終え、走り出そうとしたところで、第三一星空師団の攻こう撃げきを右側面から受けた。強風に煽あおられたようにクローバー艦隊はぐらつき、そこで完全に足が止まった。

『さすがシリング中ちゆう将しようです。絶ぜつ妙みようのタイミングでした』

「伊だ達てに同じ戦場を何度も飛んじゃいないさ」

　舌したで唇くちびるを濡ぬらすと、ザグニスの目は、本ほん命めいとなる標ひよう的てきに向けられた。

「敵の旗き艦かんを落すよ」




　第三三星空師団の突撃艦約一万隻は、真っ直ぐ放たれた矢のように、エバンス艦隊の心しん臓ぞうを狙ねらって突っ込んできた。

「提てい督とく、ここは敵に中央突破を……くっ」

　シュトロブルの助じよ言げんは、激しい揺れに遮さえぎられた。舌を嚙かんだらしく、参さん謀ぼう総長は煩わずらわしそうに顔を歪ゆがめた。

　参謀総長の言葉の続きは、ネリーが引き受けた。

「艦隊を外に開き、中央突破させた方が損害は軽けい微びで済みます」

　ネリーの視し界かいの中で、レンは瞬まばたきを繰り返すだけで、何も言ってこなかった。

　代わりに答えたのはオフィーリアだった。

『艦かん隊たいを左右ふたつに分けます』

　言い終える前に、エバンス艦隊は徐々に右と左に移動を始めた。レーダー上では、第三三星空師団の突とつ撃げきに引き裂さかれていっているように見える。

　敵を惑まどわすために、オフィーリアがあえてそうしているのだ。

　約六〇秒後には、エバンス艦隊はふたつの部隊に分かれ、左右の二方向に移動した。すぐにふたつの部隊が円えん錐すい陣じん形けいを作る。

　それに対する敵の反応は早かった。針しん路ろを変へん更こうし、左側に逃げた約三〇〇〇隻せきの部隊の正面に回り込もうとする。

　その敵の動きを見て、オフィーリアは追つい撃げきを逃れたもう片方の部隊を、第三三星空師団の下方に滑すべり込ませた。旗き艦かんダインスレイフをオトリにして、敵を挟きよう撃げきしようというのだ。

　旗艦ダインスレイフを中心に、約三〇〇〇隻の突撃艦が駆かけた。正面には約一万隻の第三三星空師団がいる。

　最前線がぶつかるまで残り一〇秒。

『各艦、白はく兵へい戦の用意を。高周波対艦刀とうを抜きます！』

　約三〇〇〇隻の突撃艦が剣けんを構えた。騎き士しが勝利を誓ちかうように一度は天を仰あおぎ、それから正面の敵に突きつけられる。

　ネリーは息を吞のんだ。策さくは悪くない。だが、危険が大きすぎる。まさか、オフィーリアがこれほど大だい胆たんな行動に出るとは思ってもみなかった。レン・エバンスの考えそうな策だった。

　レンは何も言わない。スクリーンに映る敵艦を見ていながらも、それを敵と認にん識しきしているようには思えなかった。

　本当にこれが、天才用兵家クラウディオ・アレティーノを破り、軍ぐん神しんの包ほう囲い網もうから同盟軍を救った英えい雄ゆうの姿なのか。レン・エバンスの本来の姿なのか。

　ネリーはそんなはずがないと首を激しく左右に振った。

　そのとき、メインスクリーンが赤く染そまった。巨人の腕うでに握にぎられた戦せん斧ぷが、エバンス艦隊の船を次々と破は砕さいする。

　第三三星空師団は中央を打ち破やぶりながらも、アメーバのように徐じよ々じよに広がり、エバンス艦隊という獲え物ものを体内に取り込もうと動き出した。

　阻そ止ししようにも、三〇〇〇隻では中央を支えるだけで限界だった。

　祈いのるような気持ちで、ネリーはレーダーを見た。あと三〇秒だけ凌しのげれば、敵の下方から迫せまる残り半分の突撃艦が到着する。

　だが、その希望すら、簡単に打ち砕くだかれた。

　冷静だったオフィーリアが、はっきりと顔色を悪くした。

「第二部隊の後方に敵の砲撃艦が来るわよ！」

　モンティーユが咄とつ嗟さに警けい告こくを促うながした。

　その数は約四〇〇〇隻せき。第三三星空師団の砲ほう撃げき艦かんだった。

　直後、レーダー上の味方艦の数が減った。約三〇〇〇隻のうち、四〇〇隻が一瞬にして宇宙の塵ちりと化かした。少し離れた空が、明るく染まった。

　オフィーリアが迅じん速そくに対応したおかげで、犠ぎ牲せいは最小限で済んだ。だが、これで旗き艦かんダインスレイフを含む本隊は、絶対的な窮きゆう地ちに立たされたことになる。レーダー砲撃を避けるために針しん路ろを変へん更こうした第二部隊の合流は先送りになった。

『後退しながら、陣じん形けいを立て直します』

　すでに円えん錐すい陣形の面おも影かげもない。潰つぶれた円えん盤ばんのような形になっている。前方半分は、すっかり第三三星空師団に絡からめ取られ、逃げ出せなくなっている。

　それでも、オフィーリアは少しずつ艦隊を後ろに下げた。だが、敵も簡単に後退を許してはくれなかった。

　包ほう囲いを優ゆう先せんしたためか、止まっていた敵の中央が、再度突進してきた。

　もはや、防ぐ手立てはない。

　エバンス艦隊は簡単に敵の突とつ撃げきを許し、ずたずたに引き裂さかれていく。無数の針はりに、体を貫つらぬかれていた。

　旗艦ダインスレイフを狙ねらって、敵が津つ波なみとなって押し寄せてくる。上にも下にも、右にも左にも、敵の突とつ撃げき艦かんの姿があった。
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「万ばん事じ休きゆうすか」

　ファルコが重く口にした。

『わたくしが、この船は沈しずめさせません』

　オフィーリアは凜りんとした面おも立だちで、レンを見ていた。その美しい電子妖よう精せいの姿に、ネリーの鼓こ動どうは高鳴った。オフィーリアの瞳ひとみには、言葉以上に強い決意があった。

「水平方位０６０、３００、敵艦来てるわよ！」

　ほぼ同じタイミングでの左右前方からの攻こう撃げきだった。一五〇〇メートルを超こす、山のような戦せん斧ぷがダインスレイフを狙ねらって振り下ろされた。

　機関が低い唸うなり声を上げたかと思うと、ダインスレイフは二本の高周波対艦刀とうを左右に開き、宙ちゆう返りでもするように舞まった。攻撃は避さけながらも、敵の機関部を完全に切断していた。数秒遅おくれて爆音が轟とどろく。

　小さな振動が、ＣＩＣを揺らした。

　立て続けに迫る敵艦を、五隻せき続けて切り伏せた。八隻目の敵にアラートが反応した。

「敵の旗き艦かんアルバトロスか」

　完全に頭上を取られている。他の船には見向きもせずに、一直線に突っ込んでくる。さらに別の敵突撃艦が二隻、後方と下方から迫せまっていた。

「オフィーリア！」

　思わずネリーは叫さけんだ。

　その声など聞こえてはいないのか、オフィーリアはあろうことか、ダインスレイフを敵の旗艦に向けて走らせた。同時に近くの味方突撃艦を遠えん隔かく操作することで、残りふたつの敵艦にも対処する。

『わたくしがこの船は沈めさせません』

　再度オフィーリアが口にした言葉は、今度は敵に向けられていた。




「敵旗艦、接近してきます！」

　信じられないという叫び声を上げたのは、戦せん闘とう幕ばく僚りようの補ほ佐さ官かんだった。それに続けて、彼の直属の上官が指示を飛ばす。

「補佐官！　バラクータの白はく兵へい戦せんを援えん護ごしろ！」

　指示されたままに、戦闘幕僚の補佐官は動き出した。

「一撃で沈めな、バラクータ！」

『エバンス艦隊の首はいただきます！』

　白銀の光る戦斧が獲え物ものを映し出す。それは渾こん身しんの力を込めて振り下ろされた。

　硬かたいものにぶつかり、船体が揺らいだ。

　敵は二本の高周波対艦刀とうで、旗き艦かんアルバトロスの猛もう攻こうを受け止めた。だが、まだこれで終わりではない。

　敵艦との接触で、ＣＩＣが激しく上下に揺さ振られた。苦く悶もんの声があちこちであがる。そんな中、ザグニスはシートから立ち上がり吼ほえた。

「押し潰つぶせ！」

　推すい進しん機関が咆ほう哮こうを上げると、力と重量に任せて、アルバトロスはダインスレイフを押しに押した。

　その勢いを利用して、バラクータが戦せん斧ぷを振り切った。ダインスレイフは竜たつ巻まきにも飛ばされたようにバランスを失い、回転しながら味方艦に激げき突とつした。

　体勢を立て直す暇ひまも与えずに、バラクータが再びアルバトロスを突っ込ませる。




　耳障ざわりなアラートでネリーは意識を取り戻した。即そく座ざに周囲を確かく認にんする。作戦時計を見て、自分が気を失ったのが一瞬だったことを悟さとった。

　それが済すむと真っ先にオフィーリアを見た。

『わたくしが……この船は沈しずめさせません』

　何かに取り付かれたように、オフィーリアは眼前に迫せまる敵の旗艦を見ていた。先ほどの敵旗艦との接触で、回路の一部を損そん傷しようしたのか、オフィーリアの映像は乱みだれていた。

　ノイズが混ざり、美しい顔の一部が欠けている。痛々しい姿だった。

　それでもオフィーリアの戦意が失われることはなかった。

　再び、接近してくる敵に向かっていく。

　そんなオフィーリアの姿を見ても、レンは何の反応もしなかった。何も言わなかった。それが堪たえようのない苛いら立だちをネリーに与えた。

　体を固定するベルトを外すと、ネリーは立ち上がり、レンの前に立った。そして、顔を上げたレンの頰ほおを、容よう赦しやなくひっぱたいた。

　ＣＩＣに渇かわいた音が鳴り響ひびいた。戦せん闘とう中にありながらも、やけにはっきりと聞こえた。

　その直後、全員が一いつ斉せいに、レンとネリーを見た。ファルコとギュネスは口を開けたまま固まり、モンティーユは信じられないものでも見るように、何度も瞬まばたきを繰くり返した。シュトロブルは、困こん惑わくの吐と息いきを漏もらし、戦場を気にしながらも、視し線せんをレンとネリーから逸そらせない様よう子すだった。

　その中心で、ネリーは蔑さげすむようにレンを睨にらみつけた。

　許せなかった。散々、自分たちを迷まよわせ、惑まどわせておきながら、家族がダリアにいると知っただけで、こんなにも簡単に崩くずれる元もとコックの司令官を。

　精せい彩さいを欠く姿など、見たくはなかった。化ばけ物ものなら化け物らしく、敵を完かん膚ぷなきまでに打ち破やぶって欲しかった。

　何がそこまで、自分を高ぶらせるのか、ネリーはまったく理解していない。ただ、それでも自然と言葉をレンにぶつけていた。感情がそうさせた。

「きちんと生きて、それから死ぬのではなかったのですか！」

　赤く染そまった頰ほおを手で抑えたレンの瞳ひとみが、真っ直ぐにネリーを見た。

「ここで死ぬことが、あなたの生きた証あかしではないでしょう！」

「……生きた証」

「自分の言葉にくらいは、責任を持ってください。戦場で甘あまえないでください」

　再び、ＣＩＣに沈ちん黙もくが訪れた。戦場の只ただ中なかにいるのに。完全に置き去りにされた下部ブロックの三参さん謀ぼうは、何も言えずに黙だまって成り行きを見守っている。その視し線せんはレンとネリーを行き来していた。

　最初に動いたのはレンだった。

　突とつ然ぜん、我が慢まんができなくなったように吹き出した。短く笑って、それから真ま顔がおに戻ると、ネリーを見た。

　その目は、宇う宙ちゆうの暗くら闇やみと同じで、何もかもを吸い込むように人の目を惹ひきつける。ネリーは目を逸そらせなかった。

「危ないから座すわってください」

　レンはいつもの調子でそう言った。

「大丈夫ですから」

　動かないネリーを説得するように、レンはゆっくりと付け足した。

　ネリーは手を上げたことに謝しや罪ざいすると、大人しく上官の指示に従った。

　敵の旗き艦かんはもう目の前に迫っている。

　レンがオフィーリアを見ると、オフィーリアもレンを見ていた。

『指示を、マスター』

　そう言ってオフィーリアが誰だれよりも美しく微笑ほほえんだ。小さく頷うなずいたあとで、レンは彼女の想おもいに応えた。

「オフィーリア、敵の旗艦は無む視しして、艦隊を再さい編へんしつつ、正面から突とつ破ぱを。無理に戦せん闘とうする必要はありません」

『わかりました』

　旗艦ダインスレイフを中心に、バラバラだった味方の突とつ撃げき艦かんが集まってくる。前進と共に、小さな円えん錐すい陣じん形けいを作り、徐じよ々じよに膨ふくらんでいった。

　敵の中央の包ほう囲い網もうは、突破を仕掛けてきたことで、自然と層そうが薄うすくなり、見た目以上に容よう易いに通り抜けることができた。

　それから、残りの半分の部隊と合流を果たす。疲ひ弊へいしながらも、エバンス艦隊には約五〇〇〇隻せきの戦力がまだあった。

　オフィーリアの奮ふん戦せんのおかげだった。

　エバンス艦かん隊たいが第三三星空師団と距きよ離りをおくと、クローバー艦隊の方も仕切り直しを図はかり、第三一星空師団から離はなれた。

「オフィーリア、アロンダイトに連絡を」

『繫つなぎます』

　スクリーンに映し出されたロイの目は、戦せん闘とう中でも冷ややかなものだった。だが、レンの表情を見るなり顔を顰ひそめた。何らかの変化に気づいたのだろう。

「僕の艦隊を、クローバー少しよう将しように預けるという先ほどの話ですが、お断りします」

　何も言わず、ロイは黙だまって聞いていた。

「ダインスレイフとオフィーリアがいなければ、今回の作戦は成り立ちませんよ。イージスの盾たてのシステム掌しよう握あくが残っているのですから。だから、少将の提案を受け入れるわけにはいきませんね」

「なら、これ以上、私に手間をかけさせるな」

「そのつもりです。そちらこそ、防衛本部の制圧が終わる前に、撃げき沈ちんされないでくださいよ。ここから見ると、満まん身しん創そう痍いとも取れる姿になっています。クローバー少将らしくないですね」

　レンの軽口を、ロイは笑い飛ばした。兄のそんな顔を、ネリーは数年ぶりに見た気がした。

「敵を連れん携けいさせると面倒だ。分断するぞ」

　最後に一方的に用件だけ言い捨てると、ロイの方から通信は遮しや断だんされた。

　敵が再び攻こう撃げきを仕掛けてこようとしていた。それに対たい処しよするために、クローバー艦隊は率そつ先せんして動き出した。

　第三一、第三三星空師団が、企業連盟の両艦隊を挟はさむように円えん錐すい陣じん形けいで突っ込んでくる。そのうち、第三一星空師団の方へ、クローバー艦隊は針しん路ろを向けた。

「僕の担当は数の少ない方ですか。気を遣つかわせたのかもしれませんね」

　誰だれにもともなくレンは言った。オフィーリアが穏おだやかな顔で聞いている。

　ＣＩＣの空気が変わった気がした。いや、レンを取り巻く空気と言った方が正しいのかもしれない。透すき通った目が、レーダー上の敵艦隊を見据すえる。

　すぐに、円錐陣形でエバンス艦隊を走らせた。惑わく星せいダリアに沿って、弧こを描くように約五〇〇〇隻せきの突とつ撃げき艦かんが駆かけた。

　正面に、第三三星空師団を捉とらえた。その数は約一万隻。エバンス艦隊との差は五〇〇〇隻にも及およぶ。

　まともに戦えば勝ち目はなかった。

　レンはすっと立ち上がると、最初の指示を飛ばした。

「敵との交戦一〇秒前に、艦隊を一〇〇〇隻ごとの、五部隊に分けてください」

　ネリーはレンの横顔を見上げ、これから始まる戦闘が、先ほどまでとは別のものになると感じた。そして、現実は、ネリーの直感以上のものとなる。
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「エバンス艦かん隊たい、五部隊に分散しました！」

　円えん錐すい陣じん形けい同士の衝しよう突とつを目前にして、敵艦隊に大きな動きが出た。情報幕ばく僚りよう補ほ佐さ官かんの興奮した声が、第三三星空師団の旗き艦かん、アルバトロスのＣＩＣを緊きん迫ぱくさせた。

　だが、師団長のザグニスは、その空気とは無む縁えんのところにいた。数の差があれば、正面から激げき突とつしたところで勝ち目はない。何か仕掛けてくるのは、当然であると判断していたのだ。

　そして、それが五部隊による分散攻こう撃げきとして現れただけのことだ。ザグニスが口元に笑えみを浮かべた。分散したのであれば、敵部隊を各個撃げき破はすればいい。

「バラクータ、本隊に五〇〇〇隻せきを残して、それとは別に、こちらも一〇〇〇隻の部隊を五つ作りな」

『了りよう解かいしました』

　接触を直前にして、エバンス艦隊の五部隊は、放ほう射しや状じように散った。その背後を、本隊を離はなれた第三三星空師団の五つの部隊が追つい尾びする。

　両軍の動きを、ザグニスの目がレーダー上で追った。数秒間の思考。ＣＩＣの全将しよう兵へいがザグニスの判断を待つ。

　ザグニスの目が、高度を上げた敵を捉とらえた。イージスの盾たてが作る重力子フィールドが壁かべになるため、追つい従じゆうした一〇〇〇隻の艦隊と、本隊で挟きよう撃げきが可能だと判断したのだ。

「第二部隊が追ってるやつから消えてもらおうか」

　師団長の宣せん言げんを受けて、約五〇〇〇隻からなる本隊をバラクータが動かした。星から飛び立つように高度を一気に上げる。

　イージスの盾の重力子フィールドに沿って、約一〇〇〇隻の敵艦隊が駆かけていた。その側面から、ザグニスは急速に接近していった。

「白はく兵へい戦の準備だ！」

　力強いザグニスの言葉を聞き届け、約五〇〇〇隻の突撃艦が、戦せん斧ぷを構えた。光を反射する凶きよう刃じんが、五つに分裂した敵艦隊のひとつを狙ねらう。

　敵は後方から追いかけてくる第二部隊を振り切るのに手一杯で、旗艦アルバトロスを中心とした本隊に対たい処しよできる状態ではなかった。

　完かん璧ぺきな側面から攻撃となる。

　ＣＩＣの誰だれもがそう予感していた。

　唯ゆい一いつの逃げ道は、イージスの盾によって塞ふさがれている。このまま追い込めば、壁と挟はさんで押し潰つぶすことが可能だった。

「バラクータ、一気に数を減らすよ」

『了りよう解かいです、提てい督とく』

　約五〇〇〇の戦せん斧ぷが、敵艦かん隊たい約一〇〇〇隻せきに襲おそい掛かかった。だが、破は壊かい力に優すぐれた戦斧の一いつ閃せんは、ことごとく空を切った。

「馬ば鹿かな！」

　幕ばく僚りよう長ちようが驚きをそのまま口にした。

　敵艦隊は、イージスの盾たてを再びすり抜けたのだ。

「やつら、またか」

『全艦を、急減速させます！』

　予想外の展開に、バラクータが本隊約五〇〇〇隻の速度を落とした。その瞬間、爆音が近くで鳴り響ひびいた。

　レーダーを見れば、旗き艦かんダインスレイフを含むエバンス艦隊の本隊が、円えん錐すい陣じん形けいで突とつ撃げきを敢かん行こうしていた。ぐいぐいと切り込まれている。重力子フィールドとの衝しよう突とつを避けるために、減速したのが被害を大きくした。

「バラクータ、水平方位０９０に旋せん回かい」

　指示は即そく座ざに形となった。だが、それを待っていたかのようなタイミングで、イージスの盾をすり抜けた敵艦隊が再び戻ってきた。

　それがザグニスの横っ腹ぱらに深く突き刺さってくる。旗艦アルバトロスの船体が激しく揺れた。爆発の光が、ＣＩＣを白く照らした。

「賢さかしい真ま似ねをするじゃないか！　バラクータ！」

　ザグニスが指示を出そうとすると、敵の二部隊は、即座に部隊の頭を外に向けて走り去った。完かん璧ぺきな一撃離り脱だつだった。自軍の突破力もよく理解している采さい配はいだ。

「損そん害がいは？」

　苦にが々しくザグニスが確かく認にんの言葉をかけた。

「約五〇〇隻が撃げき沈ちんされました」

　沈ちん痛つうな面おも持もちで、次席幕僚が答えた。

　ザグニスは手のひらの汗あせを胸むな元もとで拭ぬぐった。

　ＣＩＣに動どう揺ようが走っている。それを鎮しずめている猶ゆう予よは、ザグニスに与えられなかった。離脱したと見えた敵艦隊が、今度は、第二部隊に襲い掛かる。今度も、敵は二部隊が同時に攻撃を仕掛けていた。その中には、旗艦ダインスレイフの姿もある。

　敵は五つの部隊しか持たない。それに対して、第三三星空師団は、本隊の一隊分だけ多いのだ。なのに、敵ばかりが自由に動いているように思えた。いや、事実そうなのだ。

「第二部隊、完全に挟きよう撃げきされています！」

　戦闘幕僚がザグニスを振り向いた。その目は、自分には対たい処しよできないと語っている。悪態をつきたい心しん境きようを、ザグニスは必ひつ死しに抑おさえた。部下を奮ふるい立たせるために、怒ど鳴なり散らすのはいい。だが、師団長たる者、頭の中は冷静でなければならない。

「バラクータ、本隊で第二部隊の援えん護ごに向かうよ」

『了りよう解かいしました』

　指示よりも前に、バラクータは本隊の針しん路ろを第二部隊に向けていた。電子妖よう精せいの判断の早さには、本当にいつも助けられる。

「第二部隊の損そん害がい、約三〇〇隻せきを突とつ破ぱ！　これ以上は危険です！」

　青ざめた顔で、戦闘幕ばく僚りようの補ほ佐さ官かんが言った。全幕僚が感じ始めているのだ。ザグニスが手に汗あせを握にぎるほどの敵であることを。

　エバンス艦隊の動きは、第三一星空師団と戦っているときとは、明らかに違ちがっていた。防戦一方のスタンスから、今度は攻こう撃げきばかりの戦法に切り替わっている。

　深く息を吐はくと、ザグニスは余よ計けいな考えを捨てた。今は勝つことに集中すべきだった。

　第二部隊を襲おそっていた敵の約二〇〇〇隻が間近に迫せまった。

「敵を蹴け散ちらすよ！」

　師団長の気き迫はくを込め、高周波対艦刀とうが不ぶ気き味みに光った。だが、巨大な戦せん斧ぷが振り下ろされることはなかった。

　第二部隊を強きよう襲しゆうしていた敵の二つの部隊は、本隊の接近を察さつ知ちすると、一いち目もく散さんに逃げ出したのだ。左右に分かれ、イージスの盾たてが作る重力子フィールドに沿そうように駆かけていく。

「右の部隊の後ろにつきな！　それと、地上の防衛本部に連絡だ。イージスの盾を解かい除じよさせろ！　これ以上、イージスの盾をいいように利用されてたまるかい」

　即そく座ざにザグニスが指示を飛ばした。再び、手のひらの汗あせを拭ぬぐった。バラクータが心配そうにザグニスを見た。大丈夫だと目で語った。

　情報幕僚が地上と連絡を取り、幕僚長がイージスの盾解除を申しん請せいした。惑わく星せいダリアに残った部隊の指し揮き権けんは地上も含めて、シリングとザグニスが分ぶん担たんして持っている。拒きよ否ひされることはない。

　発令から遅おくれること、三〇秒後に、イージスの盾は消しよう滅めつした。これで、先ほどのような小こ細ざい工くを、敵に使われることはない。

　バラクータが速度を落とさずに、本隊の針路を変へん更こうした。

　すると、その針路の変更を待っていたかのようなタイミングで艦隊側面に、敵の別部隊が現れた。

「敵の連れん携けいはどうなっているんだ！」

　あまりのタイミングのよさに、次席幕僚が驚きよう愕がくの声を上げた。

　側面に現れた敵艦隊は、そのまま本隊の中ちゆう腹ふくに突き刺ささった。回かい避ひしている余よ裕ゆうはなかった。ＣＩＣに悲ひ鳴めいと動揺が走った。

　ある程度艦かん隊たいを犠ぎ牲せいにしてでも、ここで敵の一部隊を潰つぶすべきだと、直感がザグニスの体に語りかけてきた。経験が、勝敗の分かれ目をザグニスに教えたのだ。

「そのまま敵をもう少し前進させな」

「提てい督とく、何を！」

　突とつ然ぜんの指示に、幕ばく僚りよう長が困こん惑わくした声を上げる。それでは中央突とつ破ぱを許して、陣じん形けいが崩くずれると判断したのだろう。

「深く突き刺さされば、それだけ抜け難にくくなるもんだよ。敵を捉とらえて完全に包ほう囲いする！　最前線は下がらせつつ、後方の余あまった突とつ撃げき艦かんを敵の背後に回すんだ」

「しかし、それでは！」

　戦せん闘とう幕僚は、途と中ちゆうで言葉を切った。言いたいことはザグニスに伝つたわっていた。側面からの敵を押さえ込もうというのだ。策さくと呼ぶにはあまりに粗そ末まつなものであり、粗末な策は、兵に犠ぎ牲せいを強しいることになる。それを咎とがめた発言だった。

　幕僚長と、次席幕僚もザグニスを見ていた。当然の意見として、戦闘幕僚に賛さん同どうしている様よう子すだった。だが、あえて強く押してもこない。

　彼らも薄うす々気づいているのだ。優ゆう勢せいだったのは先ほどのまでの話に過ぎず、今は第三三星空師団が劣れつ勢せいに回っていることに。

　エバンス艦隊との交戦が始まって、すでに約一〇〇〇隻の突撃艦が撃げき沈ちんされている。第三三星空師団が落とした敵艦は、その百分の一にすぎない。

　総数で勝っている今のうちに、強引であれ、大きな打撃を敵に与えておく必要があった。攻撃の決め手である本隊による、有ゆう効こうな一撃を。

「アルバトロスも前に出すんだよ！」

　一瞬躊躇とまどったあとで、バラクータは信頼の眼まな差ざしで、ザグニスに頷うなずいた。包囲網もうの精せい度どを上げるためには、旗き艦かんを最前線に出した方がいい。遠えん隔かく操作による影響は、旗艦との距きよ離りによってある程度変動する。近くにいるほうが加か護ごを受けやすいのだ。

　第三三星空師団は、敵艦隊を取り込むように、球体の包囲陣形を作っていく。敵は一点突破を図はかろうと、前進を続けた。

「敵突撃艦、二隻来ます！」

　旗艦アルバトロスも最前線で、敵の突破を阻はばんでいた。刀とう剣けん型がたの高周波対艦刀とうが、突き出される。

「なぎ払はらえ！」

　師団長の叫さけびに合わせて、バラクータはアルバトロスの戦せん斧ぷを振るった。大人しそうな顔をした電子妖よう精せいの行こう為いとはとても思えない。

　力強い一撃が叩たたき込まれる。

　敵突撃艦の高周波対艦刀がへし折られた。構わずにバラクータは戦斧をさらに持ち上げ、敵の脳のう天てんに叩たたき込んだ。敵艦かんは縦たてに真っ二つに割れた。

「もう一隻せき来ます！」

　攻こう撃げきの隙すきを突いて、もう一隻が切り込んでくる。すると今度は、戦せん斧ぷで先ほど破は壊かいした敵の船体を叩いて飛ばし、接近してくる敵艦かん隊たいにぶつけた。バランスが崩くずれた敵艦隊を、再び巨きよ大だいな戦斧でかち割った。

　二つの爆音が連続してＣＩＣを揺らした。突とつ破ぱを図はかろうとする敵艦隊の足が止まった。これで攻こう勢せいに転じることができると、誰だれもが思った。

　幕ばく僚りよう長ちようは深く息を吸い込むと、それをゆっくりと吐はき出した。

　その中にいて、ザグニスだけは浮かない顔をした。レーダーを見ていた顔が青ざめた。直後、叫さけんでいた。

「バラクータ！　急速反転だ！」

　だが、言葉が終わる前に、閃せん光こうが飛来した。後方から前方に真っ直ぐレーザー砲ほう撃げきの光が伸びていく。無数の爆発が旗き艦かんアルバトロスを揺らした。ＣＩＣに悲ひ鳴めいが鳴り響ひびいた。

　辛かろうじて、バラクータはアルバトロスを旋せん回かいさせていた。そのおかげで、後方からの艦かん砲ほう射しや撃げきを重力子フィールドで防ぐことができた。

　イージスの盾たてを解かい除じよしたことで、外にいた敵の砲撃艦が有ゆう効こう戦力となっていたのだ。旗艦アルバトロスが作っていた硬い防ぼう壁へきが破れると、捕まっていた敵の部隊は、悠ゆう々ゆうと突破を図った。混こん乱らんして動きの乱みだれた第三三星空師団の艦かん艇ていを攻撃することも忘れない。

「損そん害がいは？」

「今の攻撃で約一〇〇〇隻が撃げき沈ちんされました」

　幕僚たちの視し線せんも気にせずに、ザグニスは悔くやしさをあらわにした。肘ひじ掛かけに両手の拳こぶしを叩きつけた。

　だが、同時に、震ふるえも感じていた。どの攻撃もザグニスの行動を先読みし、待ち構えて行ったものではない。その場その場で変化する状じよう況きようを、的確に認識し、その上で、最さい善ぜんと思える手段を敵は取ってきている。

　頭で解かい釈しやくしても、納なつ得とくはできなかった。

　敵の五部隊に対して、そのひとつひとつの自由を奪うばうように、第三三星空師団も同数の部隊をぶつけているのだ。自由は与えていない。

「バラクータ、敵の全部隊の軌き跡せきを表示しな」

　すぐにレーダー上に五つに分かれた敵艦隊の動きが線になって映し出された。把は握あくしやすいように、バラクータは敵の五部隊にＡからＥの部隊名をつけていた。時間経過に合わせて、状況が変化していく。

　上下左右にと、ザグニスの目が動いた。小こ刻きざみに瞬まばたきを繰り返す。すぐに言葉が出なかった。レーダー上に表示された現実は、常識の域いきを遥はるかに超ちよう越えつしていた。

「冗じよう談だんじゃない」

　誰だれに言った言葉でもなかった。しいて言えば、エバンス艦かん隊たいの司令官に向けられたものだった。

　細い針はりの穴あなを通すように、緻ち密みつな行動によってエバンス艦隊は、わずかな隙すきを作っていた。第三三星空師団の第一部隊が追いかける敵のＡ部隊は、Ｅ部隊を自由にさせるために、第五部隊に攻こう撃げきを仕し掛かけた。だが、そんなことをすれば、Ａ部隊は後方から第一部隊に攻撃され、危機に陥おちいる。それを防ぐために、今度はＢ部隊が第一部隊を強きよう襲しゆうした。当然、Ｂ部隊を追つい撃げきしていた第二部隊が、Ｂ部隊の後方に回り込む。すると、狙ねらい済ましたタイミングで、第二部隊の行動を、Ｃ部隊が押さえ込んでいた。あとはそれを繰くり返し、足並みの崩くずれたところを狙って、わずかに自由を手にした艦隊で、本隊を強襲してきたのだ。

　理り屈くつでは可か能のうかもしれない。だが、味方と敵を合わせた部隊数は一一もあるのだ。人間の脳のうで全部を把は握あくするなど不可能と思えた。

　あまりに馬ば鹿かげている。だが、その馬鹿げた現実が、今、目の前で繰くり広げられたのだ。

　分散していた敵艦隊が、合流していく。

　流れる水のように淀よどみがなく、まるで艦隊全体がひとつの生き物のように見えた。そして、それは、ザグニスにとって、得え体たいの知れない悪魔のように思えた。
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　エバンス艦隊の巻き返しによって、惑わく星せいダリアにおける攻こう防ぼう戦せんの行方ゆくえは、わからなくなったかに見えた。

　戦場の大きな変化を真っ先に知ったのは、クローバー艦隊の旗き艦かんアロンダイトのＣＩＣだった。

　地上の上空指し揮き官かんを任されていたドミニク・アフネル准じゆん将しようは、戦闘開始から一時間二七分が経過したとき、初めて表情を曇くもらせた。

　カルロ・ジョルダーニ大佐の指揮する防衛本部制圧に向かった機甲降下部隊の反応が消えたのだ。

　アフネルが地上との予備回線も含めて必ひつ死しに呼びかける。

「こちらアロンダイト！　応答を願う！」

　だが、砂すな嵐あらしのようなノイズが聞こえるだけで、ジョルダーニの部隊からの返答は戻ってこなかった。

「提てい督とく、地上部隊を完全にロスト。連絡すらつきません」

　アフネルが報告を上げると、ＣＩＣの空気は凍こおりついた。惑星ダリアの奪だつ還かんを成功させるには、イージスの盾たてのシステムを掌しよう握あくする必要がある。それをなくして、作戦の成功とはいえない。その事実を、参さん謀ぼうたちは明確に理解していた。そして、地上部隊との連絡の途と絶ぜつが、何を意味しているのかも。

　作戦の失敗。

　全員の脳のう裏りにその言葉が過よぎったはずだ。アフネルは反応がロストした瞬間に、撤てつ退たいの二文字が頭に浮かんでいた。地上部隊が破やぶれたのであれば、空で戦い続けたところで無む駄だに兵を消しよう耗もうするだけである。撤退するなら早い方がいい。

　アフネルは若い司令官に指示を求めるように、視し線せんを向けた。ロイは特に気にした様よう子すを見せなかった。少しだけ、面めん倒どうくさそうに眉まゆをひそめただけだ。

　その様子を確かく認にんして、状じよう況きようを理解しているのかとアフネルは疑問に思った。

「提てい督とく、地上部隊との……」

　促うながすように、再度報告を入れたが、それは途と中ちゆうでロイに遮さえぎられた。

「報告は一度で十分だ。アフネル准じゆん将しよう、地上への呼びかけを続けろ。情報参謀の方でも、地上の反応を探してやれ」

　ロイの目は、中央突とつ破ぱを図はかろうとする敵艦かん隊たいの群むれに向いていた。いや、目だけではない。意識も注がれている。

「コーデリア、こちらも円えん錐すい陣じん形けいで迎むかえ撃うつ」

『わかりました』

　両手を体の前に揃そろえ、清せい楚そな印象を振り撒まく電子妖よう精せいが、約七〇〇〇隻せきの突とつ撃げき艦を、敵に向けて走らせた。もう、これが七度目になる衝しよう突とつだ。

　戦力及び、司令官の能力を含め、クローバー艦隊と第三一星空師団の力は、拮きつ抗こうしていた。同数の敵を倒し、同数の味方が沈しずめられている。

　二ふた股またの槍やりを敵の突撃艦が一いつ斉せいに構えた。威い圧あつ的な姿も、何度も見ていれば、徐じよ々じよになれてくる。

「剣けんを構えろ！」

　司令官の宣せん言げんで、コーデリアが七〇〇〇本の剣を振り上げた。それから、剣先を敵艦に突きつける。

　両艦隊の全突撃艦同士が正面から激げき闘とつした。最前線で火の手が上がり、命の閃せん光こうが戦場を飛び交う。

　その間も、情報参謀が地上に向けて声を張り上げていた。正しよう気きの沙さ汰たではない。地上部隊との連絡は途と絶ぜつしているのだ。その時点で作戦は終わっているはず。それなのに、敵艦隊と正面からぶつかる司令官などいるものか。

　アフネルはロイの心境を読み取るように見据すえた。

　だが、冷徹な仮面の下に隠かくされているであろう本心はわからない。

「よし、中央を開け、艦かん隊たいを二つに分けつつ、敵を中央突とつ破ぱさせてやれ」

『はい、ロイ様』

　クローバー艦隊が敵の中央突破に合わせて、左右に分ぶん裂れつしていく。分かれた艦隊は、すぐにそれぞれが円えん錐すい陣じん形けいを取った。

　中央を貫つらぬいた敵艦隊は、即そく座ざに反転すると、この旗き艦かんアロンダイトがいる右の艦隊を追いかけてきた。左の艦隊と合流する前に、旗艦を叩たたくつもりなのだろう。

　合流を優先させるかと思いきや、ロイは約三五〇〇隻せきの本隊を、敵艦隊に突とつ進しんさせた。それも敵が反転するよりも先にだ。

　もう半分の部隊が、敵の懐ふところを強きよう襲しゆうするように下方に潜もぐり込んでいく。

「さすがに危険です、提てい督とく！」

　サロ戦せん闘とう参さん謀ぼうが、ロイを制止しようと声をかけた。だが、それで止まるような男ではないとアフネルは判断を下していた。

　そう考えたことで、戦闘を継けい続ぞくさせるロイの思し考こうが読めた気がした。

　確かく認にんしようと思ったが、それは戦局が許さなかった。

　旗艦アロンダイトを中心にした約三五〇〇隻の突撃艦が、第三一星空師団の約一万四〇〇〇隻に斬きり込んだ。数の差は、先に動いたことで稼かせいだ速度で十分に補おぎなわれていた。敵の円錐陣形の頭が砕くだけ、突進力を一いつ気きに削そぎ落とした。

　だが、敵もそれで動きを止めることはなく、こちらを包ほう囲いしようと、艦隊の腕うでを伸ばしてい来る。捕まれば、数の差で押し潰つぶされることは明めい白はくだった。

　敵の腕が伸びきる前に、もう一方の艦隊で、包囲網もうの一部に穴あなを空ける。そこを中からも打ち破り、包囲される前に、クローバー艦隊は合流すると、敵陣を突破した。

　両軍の艦隊は、再び距きよ離りを取った。

　すでに幾いくつもの策さくを敵にぶつけている。それでいて決着がつかないのだ。有効な打撃をお互いに与えられずにいる。徐じよ々じよに数の差が浮き彫ぼりになってきていた。戦闘開始直後に旗艦アロンダイトを損そん傷しようしたのも、マイナスに働はたらき始めていた。

　先ほどの衝しよう突とつでは、クローバー艦隊の方に大きく被ひ害がいが出ていた。

　そして、それを悟さとったからだろう。編へん成せいもまばらの状態にありながら、第三一星空師団が休む間もなく突っ込んできた。

　接触を間近にして、第三一星空師団が弾はじけた。その様よう子すはＣＩＣのスクリーンで見ていたアフネルの目には、三つの首を持つ地じ獄ごくの番犬に見えた。

　中央の首がクローバー艦隊の正面に食らいつく。それから数秒遅おくれて、両側面を同時に攻撃された。

　敵の鋭するどい牙きばが、円錐陣形を取っていたクローバー艦隊に突き刺ささった。

「後退を！」

　デュムラン参さん謀ぼう総そう長ちようが叫さけんだ。

　だが、それとは全く別の命令をロイは飛ばした。

「正面を突とつ破ぱしろ！」

　船体が味方艦かんの爆発で激しく揺れた。アフネルはシートにしがみ付いて、身を縮ちぢめた。敵艦隊の猛もう攻こうは収まるところを知らない。

「水平方位０６０、３００からの突とつ撃げき、止まりません！」

　二ふた股またの槍やりがクローバー艦隊の内ない臓ぞうを抉えぐり出していく。

　体を引き裂さかれながらも、クローバー艦隊はじりじりと前進した。それを阻そ止ししようと、敵艦隊は中央に部隊を集結させようとする。

　今、前進が止まればそれで終わる。徐々に体力を奪うばわれ、壊かい滅めつ的な打撃を受けるだろう。

　突進力は確実に減げき衰すいしていた。

「コーデリア、周しゆう囲いの突撃艦五〇〇隻せきを集めろ。アロンダイトで突破口を開く」

『いつでもどうぞ』

　弱々しい外見の印象とは裏うら腹はらに、しっかりとした声でコーデリアは答えた。

「突撃だ！」

　ロイが腕を振り下ろすと、円えん錐すい陣じん形けいの中心部にいたアロンダイトが、周囲の五〇〇隻を率ひきいて前進を開始した。

　最前線の光がすぐに近くに迫せまる。

　旗艦の動きに気づいた敵艦隊が、即そく座ざに退路を塞ふさごうと押し寄せてきた。その中には、敵の旗き艦かんフィッシュライアの姿まである。

　二股の槍が、クローバー艦隊の心しん臓ぞうを狙ねらっていた。

　両軍の精せい鋭えい部隊が正面から激突する。高周波対艦刀とうがへし折おれ、敵艦を切り裂さき、敵艦に貫つらぬかれていく。何があっても、前進だけは止めなかった。傷だらけの体を引きずるようにして、クローバー艦隊は一歩ずつ前に進んでいく。

　突破に成功したとき、アロンダイトが連れた五〇〇隻の突撃艦は、その半数が失われていた。

　再さい編へんのために、即そく座ざに距きよ離りを取る。残った戦力は約五〇〇〇隻。敵はまだ一万隻以上の突撃艦を有ゆうしていた。

　今の接触で、戦局は絶望的にまずい方向へと傾かたむいた。

　ここで撤てつ退たいしなければ、全ぜん滅めつすら起こりうる。撤退を切り出さないロイの態度に、アフネルは苛いら立だちを覚えていた。兵を無む駄だに殺すだけだ。司令官としては失格だった。

　地上部隊との連絡も途と絶だえ、すでに作戦は失敗している。

　アフネルは作戦時計を確認した。機甲降下部隊が軌き道どう降下に成功してから、一時間四九分が経過していた。

「提督、地上部隊との連絡も途絶えた今、これ以上の戦闘は無む益えきです。撤退を」
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　戦せん闘とうの合間の静せい寂じやくに、アフネルの声はよく響ひびいた。

　ロイはアフネルを見ようとはしない。相変わらず、敵艦かん隊たいだけを見ていた。いや、時とき折おり、エバンス艦隊を気にしている。

　数で劣おとりながらも、エバンス艦隊は第三三星空師団を相手に善ぜん戦せんしていた。

「撤てつ退たいはしない」

「なぜです！」

　アフネルは声を張った。それにロイは答えない。黙だまったままだ。

「地上部隊の敗北は私たちの敗北と同どう義ぎです。それを理解できないクローバー提てい督とくではありますまい」

　敵意を剝むき出しにしたアフネルの口ぶりに、ロイの目が反応した。

「兵を犬いぬ死じにさせるのがあなたの趣しゆ味みですか？　だとすれば仕方ありませんが」

「口が過ぎるぞ、アフネル准じゆん将しよう！」

　参さん謀ぼう総長のデュムランが会話に割って入った。

「私は状じよう況きようを冷静に判断してくださいと申し上げているだけです。これ以上、ここで戦闘することが無意味であるとわかっていながら、なぜ撤退をしないのですか」

「判断の理由を説明する義ぎ務むはない」

　話は終わりだとばかりにロイは言い切った。だが、それでもアフネルは食らいついた。

「地上部隊の犠ぎ牲せいなどに怯おびえずに、即そく座ざに撤てつ退たいを決めたでしょうね。軍務局長であれば」

　ひとりの人物の存在に、ロイが激しく反応した。殺意すら込められた目で、若い司令官はアフネルを見ていた。全身を針はりで刺さされたような痛みに、アフネルが体を震ふるわせた。二十歳そこそこの青年が持つ威い圧あつ感ではなかった。

　それでもアフネルは引き下がらなかった。

「人の上に立つということは、決断を強いられるということです。時には生きている者を見捨てるような。痛みなど感じないことが要求されるのですよ」

　ロイが奥おく歯ばを嚙かみ締めるのがアフネルにはわかった。そして、それはアフネルの言葉の正しさを、ロイが明確に理解していることを物語っていた。

　今、ここで撤退することが司令官の判断として相応ふさわしいと、ロイも思っているのだ。だが、それを邪じや魔まするものがある。

　降下作戦のときのことを、アフネルは思い出していた。自みずからを盾たてとしてまで、機甲降下部隊を守った男の姿を。あのときも、いくら反対しても、ロイは自分を曲げなかった。

「あなたは自らの判断ミスで、企業連盟を滅ほろぼすというのですか？　あなたの一族が作り上げたといっても過か言ごんではない組織を」

「アフネル准じゆん将しよう！」

　デュムランの一いつ喝かつに、アフネルは両肩をすくめて見せた。それから、怒ど鳴ならなくても聞こえますよと付け足した。

　ロイは押し黙だまったままだ。

　そのロイの手に、コーデリアがそっと手を重ねた。

『ロイ様が恥はずべきだと思うような決断なら、なさるべきではないとわたしは思います』

　少女の言葉に、ロイが顔を上げた。

『仮かりに心を偽いつわり、何かを手にしたとしても、ロイ様はご自分をお許しにはなれないでしょう。それに人の心を偽りに繫つなぎとめておくことも、わたしはできないと思います』

「その儚はかなげな外見に相応しく、耳を覆おおいたくなるほどの綺き麗れい事ごとですね」

　からかうようなアフネルの発言に、コーデリアはやさしげな顔で答えた。

『綺麗事であるかどうかは、ロイ様が証明してくださいます』

　その言葉を聞いて、ロイは小さく笑った。

　アフネルを見たときには、すでに普ふ段だんの無表情に戻っていた。

「撤退はしない」

「納なつ得とくできるわけを聞かせてください」

　無む駄だとわかりつつ、アフネルは理由を聞いた。

「通信の途と絶ぜつ程度で、地上部隊の作戦失敗を証明することはできない」

　そう言ったロイの目を、アフネルは真っ直ぐに見た。やはり、ジョルダーニと約やく束そくした二時間はここに残るつもりなのか。それを確かめたかった。

　ロイの冷たい視し線せんは、ジョルダーニとの約やく束そくなど一切感じさせなかった。それでも、アフネルは口にして確かく認にんした。

「大たい佐さとの約束。それを守るなどという酔すい狂きような真ま似ねをしているのではありませんか？」

「貴き官かんは私をその程度に評価しているのか。よくわかった」

「約束は関係ないと？」

「わかりきったことを言わせるな」

「であるならば、何を根こん拠きよに地上部隊を信用するのです？」

「機甲降下部隊の過去の実績と実力を見れば、誰だれもが私と同じ判断をすると思うが。貴官の目が節ふし穴あなであれば、別の見解を持つのかもしれんがな」

　どれだけ見据すえても、ロイの本心を読み解くことはできなかった。

　アフネルが諦あきらめて身を引くと、それと同時に、情報参さん謀ぼうが勢いよく振り返った。興こう奮ふんと喜びに満ちた顔をしている。

「地上部隊との連絡が戻りました！」

　情報参謀がこの戦場で初めて上げる明るい声だった。報告に、機関参謀が膝ひざを叩たたいて、それから両手を固く握にぎった。サロ戦せん闘とう参謀と、デュムラン参謀総長は、またロイにやられたといった風な顔で曖あい昧まいに笑った。それから、それぞれにロイを見た。

「提てい督とくの仰おつしやる通りでしたな」

　デュムランの賛さん辞じの陰かげで、アフネルは目を見開いてわざとらしく驚おどろきを示した。その後で、すぐに地上の状じよう況きよう確認に専せん念ねんする。

「これで作戦を続行できます！」

　希望を含んだサロの言葉にも、ロイは目立った反応を返さなかった。その代わり、コーデリアに声をかけた。

「大佐と連絡は取れるか？」

　主あるじの指示に、コーデリアが即そく座ざに対応する。

『ジョルダーニ大佐と繫つなぎます』

　コーデリアの声こわ音ねには、情報参謀以上の明るさがあった。その意味を、アフネルたちはジョルダーニの口から聞くことになる。

　スクリーンの一部に、ジョルダーニの顔が映し出された。頰ほおについた血を肩で拭ぬぐう。それから目に愉うれしそうな光を宿やどして笑った。

「防衛本部の制圧が完かん了りよう。イージスの盾たてのシステム書き換え、いつでもいけるぞ」

「よくやった。防衛本部を死し守しゆしろ」

「言われなくともそうする」

　ロイの言葉に機き嫌げんを損なうこともなく、ジョルダーニはスクリーンから消えた。

　ＣＩＣ全員の目がロイに注がれていた。作戦は中間地点にようやく到達したに過ぎない。クローバー艦かん隊たいの消しよう耗もうは激しい。

　アフネルが見ている限り、ロイは誰だれとも視し線せんを交わさなかった。ＣＩＣに入ったときに感じた違い和わ感かんの正体に気づいた。

　参さん謀ぼうたちはロイの艦隊司令官としての実力を認めている。それは態度を見ればすぐにわかった。だが、彼に対する理解があるかというとそれは別問題だ。作戦の意い図とや、考え、狙ねらい、それらを的確に認にん識しきしているのは、電子妖よう精せいのコーデリアだけだった。

　そんなロイの姿に、アフネルは孤こ独どくを感じていたのだ。

　わずか二十二歳で、三〇〇万人にもなる部下を持ち、それでも、弱よわ味みを見せることなくひとりで立っている。そして、それは恐らく、今、ロイがじっと見据すえる先にいる、エバンス艦隊の司令官、レン・エバンスも同どう様ようなのだろう。

　だからこそ、彼らにしか理解し得ない世界があるのかもしれない。だからこそ、危険を承しよう知ちで、動きの鈍にぶかったエバンス艦隊の救出に向かったのかもしれない。彼らだからこそ、分かり合えることもあるのだろう。

　じっと考え込んでいたロイの瞳ひとみに、決意の光が宿やどった。ロイにしては長ちよう考こうだった。ゆっくりと視線を上げると、コーデリアを見つめた。

「コーデリア、イージスの盾たては任せる」

『はい、ロイ様』

　恭うやうやしくコーデリアが目を瞑つぶりながらお辞じ儀ぎをした。

「それと、ダインスレイフに伝つたえろ。護ご衛えいは任せると」

　はい、と答えると情報参謀はダインスレイフに向けて、ロイの言葉を送っていた。それから、返信を記き憶おくするように、何度か頷うなずいていた。

　情報参謀が、機き敏びんな動作でロイを振り向いた。

「ダインスレイフからの返信を読み上げます。『了りよう解かいしました。明日はきっと雨ですね』とのことです」

　元もとコックの司令官の言葉に、ロイが鼻を鳴らした。

「減らず口を」

　戦場にいながら、ロイは表情をやわらげていた。アフネルの顔が意外そうに歪ゆがんだ。先ほどまでロイに感じていた孤独が、今、この一瞬だけは見えなくなっていた。
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　数で劣おとりながらも守りに転じることなく、果か敢かんに攻こう撃げきを続けていたクローバー艦隊の足が止まった。戦場の熱気が消え去り、急速に静けさを取り戻した。

　その異変を、第三一星空師団の師団長リッチ・シリング中ちゆう将しようは、即そく座ざに地上部隊の勝敗と結びつけた。表情が苦々しく歪ゆがんだ。

　敵が撤てつ退たいしないことから、防衛本部が落ちたのだと推すい測そくした。シリングの予想よりも、一時間は早い幕まく切ぎれだった。

　イージスの盾たての存在もあり、地上部隊は十分な戦力を配置してはいなかった。惑わく星せい攻こう略りやくの精せい鋭えいたちも軍ぐん神しんに同行している。共和国の首星アドニスを陥かん落らくさせるためである。

　惑星ダリアに残っていたのは、経験の浅い若い将しよう兵へいが多かった。八〇〇〇隻せきにも及ぶ強きよう襲しゆう降下艇ていの大気圏けん突入を許した時点で、あとは時間の問題であるとシリングは考えていた。

　推すい測そくが誤あやまりでないことは、地上の残存部隊からの無念の報クローズが知らせてくれた。

『提てい督とく、防衛本部が敵の手に落ちたそうです』

　幕ばく僚りようたちが息を吞のんだ。シリングを振り向くその瞳ひとみは不安に揺らいでいた。

「心配は無用だ。我々が空で勝てば、地上部隊の存在など気にする必要はなくなる」

　砲ほう撃げき艦かんを成せい層そう圏けんまで降下させ、上空からの艦かん砲ほう射しや撃げきで地上を制圧すればいい。今は、ここで勝つことが、何より重要だった。

　カルティエが洗せん練れんされた動作で振り返った。目め配くばせで、レーダーを見るように促うながされた。素直に従したがうと、カルティエの意い図とがすぐにわかった。

　ザグニスの第三三星空師団と交戦中だったエバンス艦隊に動きがあったのだ。一いつ端たん戦場から離り脱だつすると、エバンス艦隊はクローバー艦隊に接近していく。

　艦かん列れつを乱みだされた第三三星空師団は、追つい撃げきを諦あきらめていた。再さい編へんを進めると同時に、シリングの第三一星空師団の右隣どなりへと移動した。

　ふたつの戦場が共に沈ちん黙もくした。そして、両軍の艦隊が合流したことで、戦場はひとつになった。

「敵の残存戦力は？」

『同盟軍約一万四〇〇〇隻せき。突とつ撃げき艦が約一万隻に、砲撃艦が約四〇〇〇隻です』

　砲撃艦は惑星ダリアの軌き道どう付近にはいない。六光秒も遠方だ。有ゆう効こう射程内ではあるが、この距きよ離りであれば、撃うたれてからの反応でも回かい避ひは可能だった。

　突撃艦約一万隻は、半分ずつ、クローバー艦隊とエバンス艦隊に配分されている。

　だが、その認にん識しきはすぐに変へん更こうする必要があった。シリングが戦力の確認をしている最中に、敵の布ふ陣じんが変化し始めたのだ。

　軍の式典を見ているように、足並みの揃そろった行進だった。その動きが止まると、クローバー、エバンスの両艦隊は、バランスの悪い戦力比ひとなった。

　約九〇〇〇隻の突撃艦が、エバンス艦隊の旗き艦かんダインスレイフを中心に集まり、残りの約一〇〇〇隻だけがクローバー艦隊の旗艦アロンダイトを守るように配置された。

　両艦隊は縦たてに並んでいる。

　エバンス艦かん隊たいが、クローバー艦隊を背中に守っているような構図だった。

　そして、その敵の配置を見て、シリングはもうひとつの事実に気づいた。

「まさか戦せん闘とうの最中に、ここからイージスの盾たてのシステムを掌しよう握あくする気か」

『敵の電子妖よう精せいコーデリアになら、可能かと思います』

　説明をせずとも、シリングの考えをカルティエは察さつしてくれた。的確な意見とデータが返ってきた。

『重力子フィールドの乱数パターンを解かい析せきするほどの演算能力です。恐らく、最短、一時間ほどで、書き換えが完かん了りようすると思われます』

「確かに驚きよう異い的な演算数値だ。だが、コーデリアがイージスの盾に専念するとなれば、敵は旗き艦かんのひとつを失ったのと同じだ。まさか、戦闘しながら書き換えができるわけではあるまい」

『それは、提てい督とくの仰おつしやる通りです。敵の布陣も、それを証明しています』

　右う翼よくの高周波対艦刀とうを砕くだかれ、傷ついたアロンダイトを戦場から下げ、あとはダインスレイフだけが、銀河連合統合軍の相手をしようと立ち塞ふさがっている。

　シリングは考え込むように、手で顎あごを触さわった。今朝剃そったはずの髭ひげが、もう伸びてきている。次の攻こう撃げきで、敵軍を撃げき破はしたいとシリングは考えていた。兵も疲ひ弊へいしてきている。

「アルバトロスに通信を繫つないでくれ」

　すぐにスクリーンには、旗艦アルバトロスのザグニスが出た。エバンス艦隊との激しい戦闘をしていたにもかかわらず、恰かつ幅ぷくのいい女性の師団長の顔は、まだまだ生せい気きに満ちていた。それを見て、シリングも気持ちを引き締めた。

「策さくを聞こうか？」

　手短にザグニスは言った。提案する策があるから、通信を繫いできたのだろう、と顔に書かれている。

　シリングは小さく頷うなずいたあとで、早速説明を始めた。時間をかければ、敵にも考える猶ゆう予よを与えてしまう。

「まず、最終的な標ひよう的てきは旗艦アロンダイトに定めます」

　すぐにカルティエが、シリングの言葉を模も式しき化かできるように、シミュレーション用のレーダーを表示した。恐らくアルバトロスのＣＩＣでも、バラクータが同じようにしているはずだ。

　全戦力の現在位置が、真っ先に表示される。惑わく星せいダリアの軌き道どう上に、両軍の突とつ撃げき艦かんは揃そろっている。同盟軍の二艦隊はシリングたちに対して、縦たてに並んでいた。エバンス艦隊が前で、クローバー艦隊が後ろだ。

　時間にして一八〇秒の距きよ離りに、銀河連合統合軍の第三一、第三三星空師団の姿はある。それぞれ約一万一〇〇〇隻せきに、約八〇〇〇隻の戦力だ。

　同盟軍の砲撃艦は約六光秒離はなれた位置に待たい機きしている。統合軍の砲撃艦は、第三一、第三三星空師団で、それぞれ二〇〇〇隻、四〇〇〇隻を有ゆうしており、今は惑星ダリアの裏うら側がわにいた。下へ手たに動かしても、敵の突とつ撃げき艦かんの餌え食じきになるだけのため、本作戦では殆ほとんど戦力として有効に使われていない。それは敵も同様だった。

「作戦は三段構えでいきます。最初の一いつ手てですが、第三一星空師団の砲ほう撃げき艦を、敵の後方に回り込むように移動を開始させます。これは一段目の攻こう撃げきではなく陽よう動どうです」

　カルティエがレーダー上の砲撃艦二〇〇〇隻せきを、シリングの言葉通りに動かした。

「当然、敵はこれに対処するため、何らかの行動に出るでしょう。アロンダイトはイージスの盾たてに専念しているため、動くのはエバンス艦かん隊たいの方です」

　砲撃艦に対たい処しよするために、エバンス艦隊が行動を開始した。まず、艦砲射撃を無効化するために、射しや線せん軸じくとアロンダイトの間に艦隊を移動させる。

「エバンス艦隊が動き次第、私の第三一星空師団でクローバー艦隊に強きよう襲しゆうをかけます。敵は艦隊を分けるなりして、こちらに対処してくるでしょう。ここで第一段階は終了です」

「なるほど、その間に、私はアロンダイトの後方にこっちの砲撃艦四〇〇〇隻を移動させ、さらに、正面からは旗艦アルバトロスの指揮で突撃艦を突っ込ませればいいんだね」

　シリングの意い図とを、ザグニスは完かん璧ぺきに把は握あくしていた。その目は獰どう猛もうな光を称たたえ、敵を葬ほうむる瞬間を待ち望んでいた。

　どちらの星空師団の幕ばく僚りようも口を挟はさまない。敵の弱点となったアロンダイトを攻こう略りやくするという戦略に問題もなければ、その方法である戦術にも納なつ得とくしたのだろう。

　ふたりの電子妖よう精せいも穏おだやかな顔で、主あるじの会話を承しよう諾だくしていた。

「では、こちらはすぐに動きます」

　敵に策さくをめぐらせるだけの時間を与えたくなかった。

「次に話をするのは、戦闘が終わったあとかねえ」

　それだけ言うと、ザグニスの顔はスクリーンから消えた。

「頼んだぞ、カルティエ」

『お任せください。もう、ここでの戦いは終わりにしましょう』

　体全体で振り向いていたカルティエが、言い終えると同時に、正面に向き直った。その背中をシリングは頼たのもしく思った。

　すぐに第三一星空師団に属ぞくする砲撃艦二〇〇〇隻が動き出した。惑わく星せいダリアを周回して敵の背後に回り込もうとしている。

「エバンス艦隊、約二〇〇〇隻が回頭！　砲撃艦に船首を向けました！」

　情報幕僚の補ほ佐さ官かんが高らかに報告した。

　再び始まった戦闘の緊きん張ちよう感かんが、ＣＩＣに戻ってきた。それを肌はだに敏びん感かんに感じながら、シリングは決着をつけるつもりで、突撃艦の前進を宣せん言げんした。

「カルティエ、こちらも動くぞ！」

『はい』

　はっきりとした返事と同時に、第三一星空師団の推すい進しん炉ろに火が灯ともった。約一万一〇〇〇隻せきの突とつ撃げき艦かんの群むれが、急速に加速する。

　シリングはエバンス艦かん隊たいの一足一動に目を光らせた。何を仕し掛かけてくるかわからない。こちらの想定通りの行動を取るとは限らないのだ。砲ほう撃げき艦に向けたのが約二〇〇〇隻。残り約七〇〇〇隻が向かってこようが、優ゆう位いに立てる自信はあった。だが、データや過去の実績を聞いたところで、そのとき敵が何をしてくるかはわからない。何より、向かい合い思考の読み合いをして初めて、相手の力量が理解できることがシリングには多かった。

「エバンス艦隊の約七〇〇〇隻、こちらに突っ込んできます！」

「高周波対艦刀とうを構えろ！」

　敵の前進に迷まよいは感じなかった。円えん錐すい陣じん形けいの先せん端たんをシリングに突きつけてくる。

　レーダーを見ると、後方でザグニスの第三三星空師団が動いた。砲撃艦は惑わく星せいダリアの下側を通過させるように走らせ、旗き艦かんアルバトロスを中心とした突撃艦は、上側に針しん路ろを取った。

　その判断をシリングはさすがだと思った。今のエバンス艦隊の位置からすると、遠いために対処が難むずかしい。戦力の分散にでも出ようものなら、バラバラになったところを各個撃げき破はできる。シリングにとっては都合のいい展開だが、余よ裕ゆうを感じてはいなかった。さらに集中力を高めていく。

『提てい督とく、砲撃艦は下がらせます』

「ああ、頼たのむ」

　陽よう動どうと悟さとられないように、後退際ぎわに一いつ斉せい射しやするのも忘れない。第三一星空師団の砲撃艦は約二〇〇〇隻のエバンス艦隊の突撃艦を引きつけるという任にん務むを果たした。

　その時点で、旗艦ダインスレイフを中心としたエバンス艦隊の本隊は間近に迫せまっていた。交戦を前に、ザグニスの動きを調べた。作戦は順調に進んでいる。

　そのとき、シリングの耳に戦闘幕ばく僚りようの驚きが声となって届いた。

「なんだこれは!?」

「敵は何をするつもりだ」

　シリングは目を見張った。

　敵艦隊が急速に陣形を変へん更こうしたのだ。円錐陣形が縦たてに伸びたかと思うと、小さく区切られて行き、最後には七個の円錐陣形を連ねた形になっていた。それぞれ約一〇〇〇隻ずつから成り立っている。

　それが眼前で鎌かま首くびをもたげるように立ち上がった。円錐陣形を取っていた第三一星空師団の先頭部隊の喉のど元もとに、斜ななめ上方から嚙かみついてきた。そのまま、艦隊全体が、本当に一匹の蛇へびになったかのように、円錐陣形を絡からめ取るように巻きついた。七方向からほぼ同時に攻撃を受けた第三一星空師団の頭ず脳のうは当然慌あわてた。艦隊の足並みはすぐに崩れた。

　驚きの叫び声が旗艦フィッシュライアのＣＩＣに響ひびき渡った。情報幕僚が声を張り上げて損害の報告を上げた。

「提てい督とく、各艦かん艇ていに対する針しん路ろの指示を！」

　それは航こう行こう幕ばく僚りようの声だった。

「最前線の統制は完全に乱みだれています！」

　どの方向の敵に対たい処しよするかで、各艦艇の考えの違ちがいが行動に出ていた。それぞれがバラバラに敵艦に対処しようとしている。

「各艦の船首の向きはカルティエに一任する」

　全方位の敵に対処できるのは、電子妖よう精せい以外にはいなかった。

　了解の返事をせずにカルティエは、即そく座ざに絡からみついた敵艦隊を引き剝はがしにかかった。だが、すでに深く食い込んだ部分もある。簡単ではなかった。

　そして、大だい蛇じやの毒どく牙がが旗き艦かんフィッシュライアを掠かすめた。眼前に白はく刃じんが振り下ろされる。二ふた股またの槍やりが、辛かろうじて攻こう撃げきを防いだ。激げき震しんがＣＩＣを襲おそった。悲ひ鳴めいが轟とどろく。

　味方の突とつ撃げき艦かんの槍で、敵を貫つらぬいた。爆発が視し界かいを遮さえぎった。

　シリングが見つめるカルティエの背中が、苦しそうに揺らいだ。遠えん隔かく操作に集中したいところに、白はく兵へい戦までしなければならなくなったのだ。

　第三一星空師団は敵の奇き抜ばつな策さくに完全に翻ほん弄ろうされていた。だが、それでも作戦の全体を見据すえたときには、自分たちが勝利しているのだとシリングは確信していた。

　残っている敵の部隊は、最初に砲ほう撃げき艦かんの陽よう動どうで動いたエバンス艦隊の約二〇〇〇隻せきだけである。あとアロンダイトを直接護ご衛えいしている約一〇〇〇隻は、戦力としてはカウントしていなかった。イージスの盾たてのシステムを書き換えるため、旗艦アロンダイトの電子妖よう精せいコーデリアに戦せん闘とう能力はない。あったとしてもわずか約一〇〇〇隻の突撃艦で、第三三星空師団から逃れる術はないだろう。

　レーダーを見れば、完かん璧ぺきな挟きよう撃げきが完成していた。標ひよう的てきであるクローバー艦隊の旗艦アロンダイトを前後から挟はさむように、ザグニスの第三三星空師団が迫せまっている。前方からは突撃艦約八〇〇〇隻が接近し、背後は砲撃艦約四〇〇〇隻が狙っている。

　今、シリングと交戦中のエバンス艦隊は動けない。

　敵に打つ手はないはずだ。

　それなのに、旗艦フィッシュライアのＣＩＣに絶ぜつ叫きようがこだました。それは、シリングが初めて聞くカルティエの叫さけび声だった。

『約三光秒後方に、高エネルギー反応を確かく認にん！　敵砲撃艦からの艦砲射撃、来ます！』

　一秒後、シリングは光を背中に感じた。

　三六〇度を映すＣＩＣのスクリーンは、後方からの敵のレーザー砲撃を鮮せん明めいに映した。

　二秒後、光はスクリーンを白く染そめ上げた。

　幕僚たちが身を縮ちぢめた。体を伏ふせる者もいた。レーザー砲撃を受けて、艦が撃げき沈ちんされれば、そのようなことをしても無意味だというのに。人間の反射が身を守るという行動を取らせた。シリングも腕うでで顔を覆おおった。

　光に吞のみ込まれる。そう思った瞬間には、もうレーザー砲ほう撃げきは第三一星空師団を通り越していた。

　無む駄だとわかりながら、シリングは叫さけんだ。

「ザグニス中ちゆう将しよう！　避よけろ！」

　四〇〇〇本の光の束たばは、第三三星空師団に直ちよく撃げきした。それも重力子フィールドに守られていない後方から。

　数秒の間を空け、立て続けに、第二射、第三射が飛ひ来らいする。大量の命を散らす爆発が、宇宙の暗くら闇やみを明るく染めた。

　カルティエが即そく座ざに第三一星空師団の艦かん艇ていを旋せん回かいさせた。今、敵の砲撃艦がいる位置から撃うたれた場合、こちらも防ぎようがないのだ。

「第三三星空師団の損そん害がいを確認！　アルバトロスが最さい優ゆう先せんだ！」

　わずか数秒が無限に思えた。カルティエも交戦中のために、処理の負ふ荷かがかかりすぎている。

「まだか！」

　口にしたあとに、師団長にはあるまじき感情の高ぶりだと気づいた。だが、それを理解しても抑おさえることはできなかった。

『提てい督とく！　砲撃艦が敵の攻こう撃げきを受けています！』

　予想外の報告に、シリングの思考が一瞬停止した。師団長を現実に呼び戻したのはカルティエだった。レーダーに記された砲撃艦の位置だけを拡大して、シリングの視し界かいに無理やり入れた。

　カルティエの言葉通り、第三一星空師団の砲撃艦に敵の突とつ撃げき艦が取りついている。シリングの表情は疑問で満たされた。後退する砲撃艦を攻撃するような戦力の余よ裕ゆうが、同盟軍にはないはずだった。

「どの部隊だ？」

　その質問の答えよりも先に、第三三星空師団の状じよう況きようが伝つたえられた。

「提督、旗き艦かんアルバトロスから通信です」

「繫つなげ！」

　指示を与えても、スクリーンは沈ちん黙もくするばかりで、ザグニスの姿を映し出さなかった。ノイズに混じって、苦しげな声だけが聞こえてきた。

「……シリング」

　短い言葉を耳にしただけで、状況が最悪であると理解できた。

「中将！」

「……指し揮き官かんが……うろたえた声を出すもんじゃないよ……」

　ザグニスの声は、荒い呼吸にかき消されて、はっきりとは聞こえなかった。それでも、普ふ段だんから彼女を良く知るシリングの耳には、普段の口調のまま届いていた。

「中ちゆう将しよう、すぐに退たい艦かんを」

「それは、無理だね。歩こうにも、足がどっかに行っちまった。バラクータも、先に……」

　ザグニスが咳せき込み、通信機越しに水音がした。何かに絡からみつくような、ねっとりした音だった。ザグニスの呼吸がさらに荒くなる。

　アルバトロスのＣＩＣの惨さん状じようが、痛いほどに伝わってきた。近くでは別の人間のうめき声が聞こえる。その音に、シリングは聞き覚えがあった。ザグニスを二十年間支え続けた幕ばく僚りよう長の声だ。間ま違ちがいようがない。

　フィッシュライアの幕僚たちが奥おく歯ばを嚙かみ締めて、痛みをこらえている。もはや、シリングたちにはどうすることもできないのだ。

「……シリング、聞こえてるか」

「聞こえています、中将」

「聞こえてるなら、返事をしな……」

「中将！」

　何度呼びかけても、ザグニスの返答はない。

　しばらくの間を空けて、何か納なつ得とくしたような声が届けられた。

「……どうやら、耳まで馬ば鹿かになっちまったみたいだね。まあ、聞こえてるならいい」

　言葉を止めると、通信機の向こう側で、ザグニスが大きく息を吸うのがわかった。

「はっ、お笑い種だね。私の人生はここで終わりか。息子の……仇かたきも取れずにここで死ぬんだね」

「ザグニス中将！」

　無む駄だとわかりながら、呼ばずにはいられなかった。

「……シリング、あとは任せたよ。さっさと地じ獄ごくにきたら許さないからね。それから……」

　言葉の途と中ちゆうで、ぶつっという音と共に、通信は途切れた。

　カルティエを見ると、小さく首を左右に振った。

『アルバトロスの反応、消しよう滅めつしました』

「そうか」

　報告に対して、シリングは無機的に答えた。胸の中を搔かき毟むしる激情は、すべて体の中に押し込めた。悲しんでいる暇ひまはない。死者に引っ張られるわけにはいかなかった。死者に黙もく禱とうを捧ささげる時間すら、与えられてはいないのだ。

　追い討ちをかけるように、さらに報告は続いた。

「第三三星空師団の残数、約三〇〇〇隻せきです」

　あの三度の一いつ斉せい射しやで、約五〇〇〇隻が撃げき沈ちんされた計算になる。十数秒の間に、約一五〇万人の将しよう兵へいの命が奪うばわれたのだ。

「せめて、その三〇〇〇隻せきは、こちらに合流させろ」

『了りよう解かいしました』

　砲ほう撃げき艦かんの使い方としては完かん璧ぺきだった。天才用兵家クラウディオ・アレティーノにも引けを取らない見事な一撃だった。

　カルティエの遠えん隔かく操そう作さのおかげで、第三一星空師団は、絡からみついたエバンス艦かん隊たいを取り払はらうことにようやく成功した。距きよ離りを取ると、エバンス艦隊は深く踏み込んではこなかった。シリングは舌した打ちをした。ここで再さい編へんを待たずに突っ込んでくれば、叩たたきようはあったのだ。

　旗き艦かんフィッシュライアが交戦から解放されたことで、状じよう況きようはより認にん識しきしやすくなった。敵の艦かん砲ほう射しや撃げき後は、巨きよ大だいエネルギーの通過に伴ともない、磁じ気きの乱みだれが発生したため、レーダーの感度も低下していた。

　それも解消されると、ようやくレーダーに戦せん闘とう宙ちゆう域いきの全体が映し出された。

　シリングは言葉を失った。

　攻こう撃げきを受けていた第三一星空師団の砲撃艦二〇〇〇隻は壊かい滅めつ。

　さらに、第三三星空師団の砲撃艦四〇〇〇隻も無残な姿となっていた。生き延のびたわずかな船が散り散りになって、逃げ出している。戦力としてはもう期き待たいできない。

　再び、シリングの脳のう内ないに疑問が浮かんだ。第三三星空師団の砲撃艦を狙ねらったのは、エバンス艦隊を離はなれた約二〇〇〇隻の突撃艦なのだろう。旗艦アルバトロスの砲撃と同時に突撃を仕掛け、混こん乱らんに乗じようじて、一いつ気きに畳たたみ掛けたと考えれば納なつ得とくもできる。

　だが、第三一星空師団の砲撃艦を攻撃する戦力は、もう敵には残っていないはずだった。

　レーダーを見ていたシリングの顔が強こわ張ばった。その目は一点に注がれている。

　戦闘開始からずっと動かずにいた一隻の船。クローバー艦隊の旗艦アロンダイト。その周囲に、護ご衛えいの突撃艦は一隻として存在していなかった。

　自分が大きな過あやまちを犯おかしたのだとシリングは気づいた。敵は九〇〇〇隻と一〇〇〇隻に戦力を割り振ったのではない。全突撃艦をエバンス艦隊の制せい御ぎよ下かに置いたのだ。旗艦アロンダイトの周囲にいた一〇〇〇隻も、旗艦ダインスレイフから電子妖よう精せいオフィーリアによって遠隔操作されていたのだ。

　シリングは肘ひじ掛かけの上で拳こぶしを硬く握にぎった。手のひらに爪つめが食い込み、皮が破れた。その痛みが全身に広がっていくようだった。真っ赤な血が、雫しずくとなって床ゆかに落ちる。この戦場で流れた血は、この比ひではない。

　なおもきつく拳を握るシリングの手に、カルティエの手が重なった。いつのまにか、隣となりに立っていた。見上げると、カルティエはただ首を左右に振った。泣き出しそうな顔をしていた。まるで、シリングの痛みが自分の痛みであるかのように。

　ゆっくりとシリングが手を開いた。それから、スクリーンに映し出されたエバンス艦隊を見た。いや、旗き艦かんダインスレイフを見据すえた。

「あれは悪魔か」

　悔くやしさの次にシリングの全身を襲おそったのは戦せん慄りつだった。頭よりも体が先に敵の恐ろしさを理解していた。背せ筋すじが凍こおり、そして、震ふるえた。

　こちらの行動を先読みして、敵は潰つぶしにかかったのではない。三段構えともなれば、予測するのは不可能だ。それに、敵の動きを見て、シリングもザグニスも航路を変へん更こうした。決まっていたことをそのままにやったのではない。

　状じよう況きようを見て、最さい善ぜんと思う選せん択たく肢しを敵は取った。

　そう、そうなのだ。敵の司令官がやってのけたことを、ようやく脳のうが理解した。手持ちのカードを見て、どの戦力を、敵のどの部隊にぶつければいいかを、瞬時に判断して策さくを実行に移したのだ。

　目に映る敵の旗艦ダインスレイフを見ていると、シリングはどこから攻せめても、防がれるのではないかと思えてきた。船の数以上に、強大な敵に見えた。

　手が震えた。体も震えた。心までも恐きよう怖ふしていた。

　そして、だからこそ、ひとつの決意を胸きよう中ちゆうに抱いだいた。

「あの船は、ここで沈しずめておく必要がある」

　その声はＣＩＣによく響ひびいた。
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『私もそう思います、提てい督とく』

　カルティエの真しん剣けんな瞳ひとみが、シリングを見ていた。幾いくつもの戦場を生きていたふたりだからこそわかった。

　生かしておけば、軍ぐん神しんの夢ゆめを阻はばむ存在になる。銀河連合による銀河系の統一という夢を阻む大きな壁かべに。だから、ここで撃げき沈ちんしておかねればならない。あの船だけは。

　全幕ばく僚りようと、補ほ佐さ官かんが立ち上がり、シリングを振り向いた。全員が決意の眼まな差ざしをしていた。彼らの想おもいを受け止めるように、シリングも立ち上がった。

「皆の考えは同じです」

　代表して、幕僚長が言った。

　旗き艦かんアルバトロスとザグニス中ちゆう将しようを失った今、戦局は不利な方向へと傾いている。これだけの大打撃を受けた以上、撤てつ退たいするのが常識的な判断だった。

　それでも、この場にいる人間の気持ちは、別の方角を見ていた。

「すまないな」

　まず最初に、シリングは謝しや罪ざいを口にした。

　全員が首を振った。謝罪など不要だと。

『全身全ぜん霊れいをかけて、あの船をここで沈しずめましょう』

　カルティエの言葉に、シリングは深く頷うなずきながら答えた。

「ああ、あれを生かしておくと、後々面めん倒どうなことになる」

「はい」

「ただ、このような戦いに、全将しよう兵へいを巻き込むわけにはいかない」

「直ただちに、兵たちには確かく認にんを入れます」

「あまり時間はない。酷こくだとは思うが三〇〇秒で終わらせてくれ。その後は、あの船を落とすか、我われ々われが死ぬかの勝負だ」

　直後、銀河連合統合軍の全将兵に、離り艦かんを望む者はこれを許すという旨むねの通告が下された。シリングが用よう意いした三〇〇秒が経過しても、銀河連合統合軍の兵の数は、ひとりとして減らなかった。

　この戦場に、同盟軍に背を向ける者はいなかった。

「すまない。君たちの決断に感謝する」

　シリングの敬礼に、幕僚たちが応こたえた。

　銀河連合統合軍の総戦力は約一万二〇〇〇隻せき。対する同盟軍は約一万隻の突とつ撃げき艦かんに、四〇〇〇隻の砲ほう撃げき艦を有ゆうしていた。

　のちに、シリングが悪魔の一いつ手てと語るエバンス艦隊の猛もう攻こうにより、両軍の戦力比ひはこの時点で逆ぎやく転てんしていたのだった。




　　　　　　　　６




　レンの指し揮き下で行われた苛か烈れつな攻こう撃げきが止むと、エバンス艦かん隊たいの旗き艦かんダインスレイフのＣＩＣは静けさに包つつまれた。ずっと立った姿勢でいたレンが、ゆっくりと司令官シートに腰こしを下ろした。深い吐と息いきが零こぼれた。

　参さん謀ぼうたちは皆言葉をなくしていた。夢ゆめでも見ているような気分だった。ビソン会戦で味わった無力感が、ＣＩＣに再び漂ただよい始めていた。すると、司令官と参謀たちの間に生じていた亀き裂れつが、さらに大きく広がり深さを増した。

　盗ぬすみ見るように、ネリーはレンを見た。手を伸ばせば届くような距きよ離りにいる。だが、感覚が訴うつたえてくるレンとの距離は、計はかり知れないほどに大きかった。

　ビソン会戦のとき以上に、参謀としての役割を果たせずにいた。ネリーは戦せん闘とう参謀の椅い子すに座っていただけだ。何もしてない。何もできない。すべてはレンとオフィーリアの息のあったやり取りによって片付けられた。他の参謀たちも同じだった。

　もはや、同じ世界に入り込むことはできない。それが全参謀の総意だった。自分の無力さに悔くやしさを感じる次元の話ですらなくなっていた。

　レン・エバンスは特別な存在。だから、仕方ない。そういう空気が蔓まん延えんしていた。戦場にいながら、どこか気持ちが白しらけている。

　自分を奮ふるい立たせようとしても、感情が少しも動かない。レンの指示は、二手も、三手も先を行き、理解することも、忠ちゆう告こくすることも、そして、進言することできないのだから。残ざん酷こくな現実が目の前にはあった。

　同じ言葉を話していながら、会話が成立しないのだ。レンの話す言語を理解できないために。

　再び、レンが大きく息を吐はいた。

　元もとコックの司令官の横顔に、ネリーはわずかに疲つかれを見つけた。少しだけ体調のことが気になった。オフィーリアの様よう子すに変化はない。だから、大丈夫なのだろうと、ネリーは納なつ得とくした。

　敵艦隊は足を止め、急速に艦隊の再さい編へんを行っている。旗艦を失った第三三星空師団を、第三一星空師団に取り込んでいるのだ。

　企業連盟の二艦隊は、エバンス艦隊が前に出て、背後のクローバー艦隊を庇かばっている。正確には、艦隊ではなく、旗艦アロンダイトを守るという方が正しいが。なぜなら、今、アロンダイトは艦隊を持っていない。すべての戦艦がエバンス艦隊に属ぞくしているのだ。

「オフィーリア、あと何分ですか？」

　天てん井じようを見上げながら、レンが言った。目を閉じ、何かを思い描いているように見えた。作戦のことか、それとも惑わく星せいダリアにいる家族のことでも思っているのだろうか。

『残り、七分四九秒で完了します』

　あれほど凄すさまじい戦せん闘とうをした後なのに、オフィーリアから一いつ切さいの疲れを感じない。普ふ段だんと変わらずに落ち着いている。そして、普段と変わらずに、レンだけを見ていた。

「もう一度、敵と交戦する必要がありそうですね」

　伸びた爪つめをレンが鳴らした。それから、終わったら切らないと、と場違ちがいな独ひとり言ごとを漏もらした。

　主あるじに注がれていたオフィーリアの視し線せんが、虚こ空くうの彼方へと向けられた。その方向には、銀河連合統合軍の第三三星空師団を取り込んだ第三一星空師団の姿がある。

　その電子妖よう精せいの態度の変化が、安あん息そくの終わりであることをネリーに教えた。

『敵艦かん隊たい、動き出しました。円えん錐すい陣じん形けいで勝負を挑いどんでくる模も様ようです』

　もう砲ほう撃げき艦かんの脅きよう威いはない。あと七分程度であれば、十分にアロンダイトを守り切れるだろう。イージスの盾たてを掌しよう握あくすれば、その時点で戦いは終わる。

　レンはじっとレーダー上の敵艦隊の動きを見ていた。

「オフィーリア、円錐陣形のまま前進を」

『はい、マスター』

　戦場には似につかわしくないやさしい声こわ音ねだった。それらのやり取りに、誰だれも口を挟はさまなかった。参さん謀ぼうの役割を放ほう棄きしてしまっている。それだけ、レンの存在は遠かった。

　敵の突とつ撃げき艦かんの群むれが眼がん前ぜんに迫せまってくる。危機感を煽あおり立てるように、二ふた股またの槍やりと、戦せん斧ぷが振り上げられた。それでもなお、ＣＩＣは静けさに満たされていた。

　誰も敗北を意識していない。どうせ、レンなら勝つ。そんな意思すらネリーは感じた。

　元もとコックの司令官は前かがみの姿勢で、レーダーを見ている。その肩が微かすかに揺れた。同時に、オフィーリアが驚おどろいたように体をびくつかせた。

　両者を見比くらべて、ネリーは不安に駆かられた。

　敵艦隊との接触は間近に迫っていた。敵艦隊が陣形を変化させる。いや、部隊をふたつにわけたのだ。戦斧を装備した第三三星空師団の約三〇〇〇隻だけが後方に下がった。第三一星空師団の背後に隠かくれるようにして、縦じゆう列れつで接近してくる。

　レンの視線が彷徨さまよった。ゆっくりと見えない何かを探さがすように、虚うつろな色をしている。それを、ネリーは見逃さなかった。

　苦く悶もんの吐と息いきがレンの口から零こぼれた。右手で顔を覆おおい、体が傾かたむく前にどうにか支えた。指の隙すき間まから覗のぞく開いたままの瞳どう孔こうは、虚こ空くうを漂ただよっている。

　わずか数秒間の出来事が、ネリーにはやけに長く感じた。

　恐らく、レンは今、前が見えていない。

　その予測を裏うらづけるように、即そく座ざに、オフィーリアがフォローに回った。

『敵は縦じゆう列れつ隊たい形けいで前進。前衛が第三一星空師団で、後衛が第三三星空師団です』

「前衛を六〇〇〇隻、後衛を三〇〇〇隻に、こちらも分けてください。前衛は第三一星空師団にぶつけ、後衛は第三三星空師団の動きにあわせる形で」

　その指示が終わるよりも前に、さらに敵が動いた。第三三星空師団が艦かん隊たいをふたつに分けた。一いつ気きに速度を上げ、前の第三一星空師団を追い抜くと、先にエバンス艦隊の両側面に突っ込んできた。円えん錐すい陣じん形けいの横っ腹ぱらに突き刺ささる。中央から徐じよ々じよに寸すん断だんされていった。

　ＣＩＣに警報が鳴り響ひびいた。アラートがうるさく急せかしてくる。

　事態の急変に、ダインスレイフのＣＩＣに動揺が走った。下部ブロックの三人の参さん謀ぼうがレンを振り向いた。そして、元もとコックの司令官の様よう子すを目に焼きつけ、同様に凍こおりついた。

　爆音が船体を揺さぶった。

　レンは苦く悶もんの表情で前かがみにうずくまり、床ゆかに手をついてどうにか体を支えていた。呼吸が荒い。意識も怪あやしかった。

「提てい督とく！」

　真っ先にファルコが叫さけんだ。その表情は、突とつ然ぜんの出来事に青ざめていた。

　レンの体調が普通でないことは、医者でなくともひと目でわかるほどだった。シュトロブル参謀総長の顔には、疑問と驚きよう愕がくがにじみ出ている。シュトロブルが質問を口にしなかったのは、ここが戦場で、自分たちが窮きゆう地ちに追い込まれていると自覚できたからだろう。

「何よ、どうしたのよ、急に！」

　情報参謀のモンティーユが、レンとスクリーンに映る敵を見み比くらべながら声を荒げた。それぞれの参謀が説明を求めて、視し線せんを彷徨さまよわせる。

　レンは肩で呼吸を繰り返し、もう前も見ていられない様子だった。自然と視線はオフィーリアに注がれた。美しい電子妖よう精せいは、ひとりだけ戦場を見据すえていた。

『第三一星空師団、正面から来ます』

　ネリーはオフィーリアの姿に今すべきことを思い出し、正面の敵を見た。レンの病状も気にはなったが、よく見ると敵の動きにも異常が見られた。アロンダイトの方に、一隻せきも敵が向かっていなかった。

「なるほど、彼らの狙ねらいは……僕ぼくということですか」

　身を起こし、目を細めて敵を見据えるレンは明らかに苦しそうだった。痛みに顔を歪ゆがめている。瞳ひとみはぼんやりとしていた。

「どういうことです」

　搾しぼり出すような声でギュネスが言った。見開かれた目は、疑ぎ惑わくの念を多分に含ふくんでいる。だが、ＣＩＣに走った動揺を鎮しずめるだけの時間も、ダインスレイフには与えられていなかった。

　今度は側面からの爆発がダインスレイフを襲おそった。モンティーユが小さな悲ひ鳴めいを上げた。

　第三一星空師団の正面からの攻こう撃げきに、エバンス艦隊の艦かん列れつは大いに乱みだれた。先に両側面を攻撃されたために、中央の踏ん張りが利かずに、敵の前進を許している。

　このままでは陣形は完全に崩くずれ、敵に陣を突とつ破ぱされる。そのまま、再度強きよう襲しゆうされれば、艦隊は大きな損そん害がいを受けることが容よう易いに想像できた。

　目の前には窮きゆう地ちが迫せまっていた。それを打開するのが役目である司令官は、シートにもたれて動かなくなった。

　ただ、呼吸だけが荒あら々あらしく繰くり返される。そのレンの目が、定まらない焦しよう点てんのままネリーを見ていた。

　口を開いたが何を言っているのかわからない。

　一瞬だけ、レンの目に力が宿やどった。その閃せん光こうのような輝かがやきに射い竦すくめられ、レンが自分に何を求めているのか、ネリーは瞬時に悟さとった。雷かみなりに撃うたれたように、ネリーの全身が跳はね上がった。心しん臓ぞうが痛いくらいに鼓こ動どうを繰り返している。

　レンの目は、ネリーを頼たよっていた。それが、ネリーの感情を飽ほう和わさせた。

「オフィーリア、艦かん隊たいを上下に分けて、敵を中央突とつ破ぱさせて！」

　激はげしく揺れるＣＩＣの中で、ネリーは叫さけんでいた。

　美しい電子妖よう精せいは頷うなずいた。穏おだやかな目でネリーを見ていた。それが自分の選せん択たくが正しかったことをネリーに教えた。

　理解できなかったのではない。理解することを拒きよ否ひしただけだった。元もとコックの司令官は、別に参さん謀ぼうたちを不要などとは思っていなかった。勝手に自分たちがそう決めつけただけだ。そのことを、ネリーは戦場のど真ん中で悟った。

　エバンス艦隊は敵の中央突破に合わせて、上下に分かれた。後衛として残した約三〇〇〇隻も同様にふたつに分かれ、前衛を追つい従じゆうする。

　これはひとつの賭かけでもあった。

　だが、レン・エバンスの先ほどの言葉が、ネリーに決断させた。

　今、敵艦隊が前進を続ければ、旗き艦かんアロンダイトの周囲には、突とつ撃げき艦かん一〇〇〇隻がいるだけになる。敵が全軍で襲おそいかかれば、アロンダイトを撃げき沈ちんすることも可能だろう。

　その状じよう況きようを与えられてなお、ネリーは敵が旗艦ダインスレイフを討うつために、全軍で転進すると判断した。狙ねらいが自分であるといったレンの言葉を聞いていたから。

　レーダーを見据えるネリーの心臓が高鳴った。心しん音おんが耳に届いた気がした。

　やがて、レンの言葉通り、敵の全艦艇がダインスレイフの首を落とすために振り向いた。二ふた股またの槍やりと、戦せん斧ぷが再び構えられる。

「オフィーリア、構えて」

『承しよう知ちしております』

　敵艦隊に対たい抗こうするために、オフィーリアが剣けんを力強く掲かかげた。勝利を誓ちかうように。

「前進！」

　ネリーの指示で、オフィーリアが艦隊を最大船速で進ませた。船の群むれが駆かけ出していく。

　先ほどの接触で、傷ついた艦かん艇ていも多い。五〇〇隻は撃沈された。この状況下で、レン・エバンスの存在を抜きにして、次の攻こう撃げきを耐たえ得るか、ネリーに絶対の自信はなかった。敵の方が突とつ撃げき艦かんの数は多い。それに敵の突撃には鬼き気き迫せまるものがあった。数以上の圧力が覆おおい被かぶさってくる。

　敵艦かん隊たいとの接触まで残り二〇秒を切った。今さら衝しよう突とつは避さけられない。

　スクリーンに映った敵突撃艦が、一いつ斉せいに槍やりと戦せん斧ぷを突き出した。

　あと一三秒でぶつかる。ネリーがそう考えたとき、近くで穏おだやかな声がした。

『どうやら、わたくしたちの勝利のようですよ』

　言葉に合わせて、オフィーリアが加速を止めた。それから、船尾の推すい進しんノズルも含めて、重力子フィールドを張り直した。すべての突撃艦の周しゆう波は数すうが一定値にされている。レーダーの数値を見て、ネリーはそのことを知った。

　敵艦は接触まで残り二秒の距きよ離りにいた。

　オフィーリアが目を閉じた。

　その直後、イージスの盾たてが展開された。その境きよう界かい面めんが、一気に押し広がる。同盟軍の突撃艦は、イージスの盾の周波数と同調してフィールドを透とう過かした。

　銀河連合の艦かん艇ていは、同じようには行かず、イージスの盾に接触すると、その圧力に弾はじき飛ばされた。統合軍の突撃艦同士が、激しい力に巻き込まれ、お互たがいに衝突を繰くり返す。中には味方の高周波対艦刀とうに触ふれ、撃げき沈ちんする艦も見られた。それも一隻せきや二隻ではない。数百隻単位の突撃艦が、イージスの盾が巻き起こした圧力によって沈んだ。

　嵐あらしはすぐには止まず、外の混乱はしばらく続いた。

　それでも、イージスの盾に守られた内側は、徐々に戦場の張り詰めた空気を失っていく。

　ネリーはぼんやりと、重力子フィールドの外にいる敵艦隊を見ていた。

　次第に勝利の二文字が頭に浮かんだ。

「やれやれ」

　その声は、元もとコックの司令官のものだった。顔色も戻り、呼吸も乱みだれていない。焦しよう点てんも定まっていた。

　レンはメインスクリーンを見つめ、少し残念そうな顔をした。

「おいしいところを見逃したみたいですね」

　そう言って、何がおかしいのか、半分笑った顔でレンはネリーを見た。




　イージスの盾が展開されると同時に、旗き艦かんアロンダイトのＣＩＣに歓声が上がった。それは参さん謀ぼうたちの声ではなく、ジョルダーニ大佐を中心とした地上の機甲降下部隊のものだった。アフネルが開いた回線から聞こえているのだ。

「銀河連合艦隊、旗艦フィッシュライアを中心にして、撤てつ退たいしていきます」

　情報参謀が残った敵艦隊の動きを知らせた。それに、ロイは、ああ、とだけ答えた。

　アフネルが司令官の様よう子すを窺うかがうと、ロイは目を瞑つぶり、全体重をシートに預けて脱力した。誰だれかに護ご衛えいを任せ、ただ、信じて待まつという行こう為いに疲つかれたのだろう。恐おそらく、戦場を飛び回っている方が、性しように合っているはずだ。それでは彼の目指す地位まで到達できないというのに。

　ロイ・クローバーはもっと人を遣つかうことを覚えなければならない。そして、人を切り捨てることを学ばなければならない。あのグスターヴ・クローバーに本当に勝とうというのなら。今のままでは合理的な長兄の上に行くことはできないだろう。

　ロイは疲れを振り払はらうように、首を左右に振ると、戦せん闘とう後ごの処しよ理りを各参さん謀ぼうにそれぞれ任せた。それから、電子妖よう精せいコーデリアに視し線せんを向けた。

「大丈夫か？」

　それは電子妖精のかける言葉としては、些いささか不自然に聞こえた。事実、コーデリアも少し驚おどろいた顔をしている。

　アフネルに言葉の真しん意いはわからなかったが、すぐにコーデリアは笑え顔がおになった。照れたように頰ほおを少し朱しゆ色いろに染そめている。その表情は、幸せそのものであるかのように可か憐れんだった。

『お気遣い、ありがとうございます』

「ああ」

　短く答えて、ロイは隣となりに立つコーデリアの頰に触ふれた。銀色の髪かみをした少女は、わずかに俯うつむき、さらに頰を赤く染める。

　コーデリアから手を離はなすと、ロイはスクリーンに目を向けた。正面から、エバンス艦隊の旗き艦かんダインスレイフが近づいてくる。

「情報参謀、惑わく星せいダリアの攻こう略りやくが完了したと本土に連絡を。あと、任務完かん了りようご苦労と、ダインスレイフに伝つたえておいてくれ」

　そう言い残して、ロイは席を立った。アフネルの隣を通り過ぎたとき、もうロイの目は戦場を見てはいなかった。明日を、見ているのだと感じた。




　──銀河星せい暦れき九九一年六月七日

　この日のことを、のちにレン・エバンスは『人生で初めて女性にはたかれた日』と語り、ロイ・クローバーはただ一言『レン・エバンス』とだけ口にするのだった。
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　上空の艦かん隊たいが敗れたと知ると、銀河連合統合軍の地上部隊は抵てい抗こうを止め、速すみやかに白しろ旗はたを揚あげ投とう降こうしてきた。

　激しい艦隊戦が行われた六月七日から十日も過ぎると、政府機能も二ヶ月前の体制に戻り、共和国の一部として惑わく星せいダリアは動き出した。

　ただし、すでに逃亡や亡ぼう命めいを図はかっていた政治家や、各府省の高官も数多くいたため、以前と全まつたく同じとはいかなかった。事実上暫ざん定てい政府という扱あつかいになっている。人手不足も激しく、手の回らない分野に関しては、同盟軍の将しよう兵へいが穴あなを埋うめていた。

　機甲降下部隊は、瓦が解かいした治ち安あん維い持じ組織の代わりに、都市部の警備及び、警護に借り出されている。

　クローバー、エバンスの両艦隊の参さん謀ぼうたちは、それぞれに長たけた分野の公こう的てきな責任者に回され、戦せん闘とう時以上の忙いそがしさだった。

　人員を惑星ダリアの正常化に動員したため、戦闘の残務処理は、ネリーが一いつ手てに引き受けることになった。仕事量は普ふ段だんの四倍から五倍に膨ふくれ上がっていた。

　残務処理に区切りがつくと、ネリーは気分転換も兼かねて防衛本部の裏うら庭にわに回った。今はひとりでゆっくりしたかった。正面を避さけたのは、メインゲートには機甲降下部隊が大々的に配置されているためだ。

　連日、防衛本部には民みん衆しゆうとマスコミが押し寄せてきている。苦情がその殆ほとんどだった。惑星ダリアの人々は、銀河連合の統治を、本当に受け入れ始めていたのだと実感した。

　裏手に回っても、正面口の喧けん騒そうが聞こえてくる。

　ネリーは花か壇だんに腰を下ろした。二時間も前に炒いれたコーヒーを口に運ぶ。ミルクと砂糖をたっぷりいれたコーヒーはお世せ辞じにもおいしいとは言いがたい。それでも、喉のどを甘あまったるさが通り抜け、胃に到達すると、全身の疲つかれが少しは癒いやされた気がした。今は、甘いものを口にできるだけでも贅ぜい沢たくに思えた。

　気を許すとまぶたが落ちそうになる。頭を左右に振ってネリーは意識を保とうとした。連日の激務から来る睡すい魔まは相当に手強かった。

　何かに集中しようと、何気なくネリーが通用口に目を向けると、そこで揉もめ事が起きている様よう子すだった。民間人と思おぼしき人物が番兵をしている機甲降下部隊に何か言っている。身振りを見ている限りでは、中に入れて欲しいといっているように思えた。

　番兵はそれを適当にあしらっていた。

　司令官からは民間人には親切に応対するように指示が出ているが、徹てつ底ていされているとは言いがたかった。ネリーはすっと立ち上がると通用口に近づいていった。放っておいてもよかったが、見てしまった以上は、見過ごすこともできない。ネリーの潔けつ癖ぺきな性格が、不ふ誠せい実じつを許さなかったのだ。

「何かあったのですか？」

　背中からネリーが声をかけると、ふたりの番兵が振り向いた。そして、同時に表情に驚おどろきを宿やどした。とっさに、右にいた年配者の方がネリーに対して敬礼をした。それにつられてまだ幼おさなさの残る兵が同じく敬礼をした。ネリーは略りやく式しきで返し、視し線せんで質問に答えるように促うながした。

「このふたりが、エバンス提てい督とくに会わせてくれと言っておりまして」

　困こん惑わくした顔で、三十歳くらいの番兵が答えた。それから、ネリーに場所を譲ゆずるように一歩下がった。

　おかげで視し界かいが広がり、ようやくふたりの民間人と向き合うことができた。

　次の瞬間、ネリーの体に電流が走った。

　口から、あ、と驚きが零こぼれ、足が小こ刻きざみに震ふるえた。遠くから見ただけではまったくわからなかったが、ネリーは目の前の男女に見覚えがあった。

　年の頃は十代の半ば。ふたりとも学校の制服を着ていた。少年の背後に隠れるようにして、少女がネリーを見上げていた。

　少年の名はノア。少女の名はジャニスだったはずだ。

　以前、レン・エバンスの調査結果を目にした際に記き憶おくした名前だった。元もとコックの司令官の実の弟と妹。

　ネリーは無意識に、ノアとジャニスの背後に視線を向けた。レンに面会を求めるのであれば、もうひとりいてもおかしくない。

　だが、いくら見つめても、そこにレンの母親の姿はなかった。

　極きよく力りよく平静を装よそおいながら、ネリーはふたりに会え釈しやくをすると、自らの立場を明かした。

「私はエバンス艦隊所属のネリー・クローバー大たい尉いです。エバンス提督の下で、戦闘参さん謀ぼうを任されている身です」

　ネリーの発言に、ノアが目を見開き、彼の背後に隠れるようにしていたジャニスは驚いたような顔をした。それから眩まぶしそうにネリーを見つめてきた。

「失礼ですが、おふたりは？」

　ノアは番兵とネリーを見比べ、少し考えてから答えた。

「レン・エバンスの家族の者です」

　実際の年ねん齢れい以上に、ノアの返答は大人びていた。家族という言葉からは、なんの感情も受け取れなかった。

「僕ぼくはノア・ハミルトン。こっちが妹のジャニスです」

　話題に出され、ノアの陰かげから半はん身しんを出したジャニスが驚おどろいたようにお辞じ儀ぎをしてきた。それにネリーは頷うなずくようにして応こたえた。

　ノアの言葉を聞いて、番兵たちはわかりやすく驚いて見せた。それから目め配くばせをして、真しん偽いのほどを確かめている様よう子すだった。

　ネリーだけが平然とノアとジャニスに対応した。

「身分証はお持ちでしょうか？」

「はい」

　返事とほぼ同時に、ノアは財さい布ふからＩＤカードを取り出した。兄とは対たい照しよう的に、ジャニスは慌あわてた手付きで、肩に下げていたバッグの中から、身分証を出した。緊きん張ちようのためか、強こわ張ばった指先から、ＩＤカードが零こぼれて地面に落ちた。それをネリーは拾い上げて内容を確かく認にんした。

　ノアの身分証も受け取った。

　姓せいは先ほどノアが口にした通り、エバンスではなくハミルトンになっていた。蒸じよう発はつ後ご旧きゆう姓せいに戻したのだろう。それは、エバンスの名を忘れるためなのだろうか。

　今も旧姓を名乗っているところから、母親が再さい婚こんもしていないのだとわかった。

　ネリーは身分証を番兵の若い方に預け、照しよう合ごうを頼んだ。わざわざ指示を復ふく唱しようし、敬礼をした後で、身分証の照合に駆かけ出していった。

　照合はほんの三〇秒ほどで終わり、すぐに若い兵は戻ってきた。

「お二方とも、ご本人に間ま違ちがいありません」

　身分証を受け取りながら、ネリーは礼を口にした。それからノアとジャニスに向き直り、身分証を返却した。

「私がエバンス提てい督とくの下もとまでお連れ致します」

　ネリーの言葉にその場にいた全員が驚きを示した。

　相手は多た忙ぼうを極きわめる艦かん隊たい司令官だ。たとえ、家族とはいえ簡単に会えるものではない。ましてや、軍施設に足を踏み入れるとなれば、面めん倒どうな手続きを踏まなければならない。

　番兵のふたりはそっちを気にした様子だった。通用口の管理はふたりに任されているのだ。民間人を通したとあっては、何か問題が起こった際に、彼らの責任になる。

　それを察したネリーは、責任は自分が取ると短く言った。それに番兵のふたりは、完全に安心はしなかったが、ひとまず緊張からは解放されたようだった。

「大たい尉い、ボディチェックだけはさせてもらいますよ」

　番兵の言葉にネリーは頷うなずいた。ジャニスの方が明らかに緊張した面おも持もちになった。

「彼女の方は私がやります」

　番兵に有う無むを言わせずに、ネリーはジャニスの肩に両手を置いた。それまでの事務的な態度を止め、やわらかい口調で大丈夫と耳元で囁ささやいた。少女の体から力が抜けた。

　両手を横に広げてもらい、危険物の持ち込みがないかを確かく認にんする。

「少年の方は問題ありません」

　妹のジャニスも、服の中に何かを隠かくしているなどということはなかった。それでもネリーの表情は少し曇くもった。

　年とし頃ごろの女の子にしては、ジャニスは線が細すぎる。足も腕うでも、そして体も肉付きが悪い。女の子らしい丸みが痛いた々いたしいほどに乏とぼしかった。

　ネリーは困こん惑わくを隠すと、ふたりを促うながした。

「ついてきてください」

　先に歩き出したのはノアで、ジャニスは先ほどまでと同様、兄の背後の隠れるようにしてついてくる。

　ゆっくりと後ろを気にしながら、ネリーは防衛本部の中に歩みを進めた。




　防衛本部に入ると、即そく座ざに一階の応接室にノアとジャニスを案内した。上に行くにはセキュリティが多く、レンがいる場所までたどり着くには、オフィーリアの承しよう認にんが必要となる。ネリーだけなら難なんなくパスできるが、ふたりがいてはそれができない。

　だから、ネリーはレンの方から来てもらうことにした。すでに連絡は入れてある。当然、ノアとジャニスが来ていることも含めた上でだ。

　ネリーが椅い子すを勧すすめると、ノアは思い詰めたような顔で床ゆかの一点を見つめたまま腰を下ろした。すぐ隣となりにジャニスが座すわる。

　三人掛がけのソファが一組あるだけの小さな部屋の中で、彼ら兄妹の存在はとても心細く、見ているだけで胸むねを締めつけられる思いだった。

　場の沈ちん黙もくが重く圧し掛かってくる。気安く言葉をかけることもできず、ネリーはただレンの到着を待つしかなかった。

　ネリーは向かいのソファに座り、俯うつむいたまま動かないノアを盗ぬすみ見た。手のひらには豆ができ、何度も潰つぶれたのか、変色している部分がある。爪つめも汚れてただれている。彼の年ねん齢れいに相応ふさわしい手には見えなかった。仕事に疲れた大人の手をしている。

　それを見ると、蒸じよう発はつ後ごの生活が安あん泰たいではなかったのだと想像できた。

　レンが極ごく貧ひん生活を送っていたように、彼らもまた厳きびしい現実の中にいたのだろう。

　そんな最中に、レンの存在をふたりは知った。理由はひとつしかない。企業連盟が銀河系全土に報じたレン・エバンスを扱ったニュースだ。

　天才用兵家クラウディオ・アレティーノを撃げき破はした若き英えい雄ゆう。

　七年間、レンと離はなれて暮らしたふたりは、何を想おもい、今日ここに来たのだろうか。

　ノアの手が小さく震ふるえていた。床を見つめる目には、力を感じた。それが、ネリーを不安にさせた。少なくとも、再さい会かいを待まち望んでいるようには見えなかった。

　会わせるべきではないのかもしれない。

　どうするべきか悩なやんでいると、突とつ然ぜん、応接室の扉とびらが開いた。顔を向けると、そこには息を弾はずませたレン・エバンスが立っていた。ここまで走ってきたのは明白だった。呼吸を整えるように何度も荒い息を繰くり返す。

　その目が室内を彷徨さまよい、ノアとジャニスに注がれた。懐なつかしさに悲しく歪ゆがんだ。

　顔を上げたジャニスは、何かを言おうとして、何も言えずにいる。ただ、じっとレンをその目に焼きつけていた。

　ノアは俯うつむいたままだった。

　どちらからも言葉を交わす様よう子すはなかった。それがネリーに退室するタイミングを与えてくれた。このような場面に他人が同席すべきではない。

「提てい督とく、外に待たい機きしておりますので、お帰りの際には連絡をください」

　そう言って歩き出そうとしたネリーを、レンの言葉が止めた。

「長くはかかりませんから、ここにいてください」

　はっきりとそう言われ、ネリーは断るタイミングを逸いつした。出かけていた足を、部屋の隅すみに向けた。その直後、背中に重たいものがぶつかった。

　突然のことに呼吸が止まった。強制的に肺はいから全部空気が出され、吸すえばいいのか、吐はけばいいのか、体がするべきことを見失った。

　体を捻ひねって背中から倒れようとしたが、綺き麗れいには回転できず、肩と腰こしの骨ほねを強かに床ゆかに打ちつけた。

　何が起きたのかまったく理解できなかった。痛みで視し界かいは真っ暗になっていた。

　だが、一発の乾かわいた銃じゆう声せいが、ネリーに現実を教えた。

「お兄ちゃん！」

　少女が悲鳴を上げた。

　反射的に、ネリーは腰の銃を確かく認にんした。あるはずのものが、なくなっていた。

　痛みを堪たえるように、レンがくぐもった声を出した。左の肩を抑おさえ、床に膝ひざをつく。そのレンになおも銃口を向けているのは、彼の弟のノアだった。手にしている銃はネリーのものだった。

　ネリーの体が勝手に駆かけた。

　任官の祝いわいに母親から授さずかった護ご身しん刀とうを鞘さやごと腰から抜いた。床を蹴けって勢いよく銃を手にした少年の懐ふところにもぐりこむ。ノアが反応したときには、刀の鞘で銃を弾いていた。そのままノアの右手を取って流れるように捻り上げた。痛みにノアが叫さけんだ。

　足元から崩くずれたノアをうつ伏せに倒すと、片腕を固めたまま空いた手で銃を拾い、後頭部に突きつけた。

「離はなせ！　離せよ！」

「動くな！」

　銃じゆうを突きつけられても、ノアの興こう奮ふん状態は収まらなかった。ネリーは捻ひねり上げた腕にさらに力を込めた。簡単に肩が外れる。痛みでノアが喚わめいた。

　ノアは振り向きもせずに、真っ直ぐにレンを見ていた。銃じゆう弾だんを受けた左の肩から血が流れ出している。濃のう紺こんの軍ぐん服ぷくが黒々と変色していた。

　床ゆかに組み敷しかれた弟を見るレンの表情は、普ふ段だんとそう変わりはないようにネリーには見えた。どこか、達たつ観かんしたような、諦あきらめたような印象がわずかに顔を覗のぞかせているだけだ。

「どうして来たんだよ！　どうして勝っちゃうんだよ！」

　憎ぞう悪おに満ちた目でノアは実の兄を見ていた。

「銀河連合のおかげで、生活もよくなってきてたんだ！　共和国に戻ることなんて、望んでなかったのに！」

　溢あふれ出す感情を抑おさえきれないように、ノアは自分の中の苛いら立だちを撒まき散らしていく。それをレンはただ黙だまってじっと受け止めていた。

「全部、あんたのせいだ！　何が英えい雄ゆうだよ！　英雄ってなんだよ！　ちょっとはましになった俺たちの暮らしを壊こわすことなのかよ！」

　気がつけば、ノアの両目からは涙なみだが溢れていた。言葉も嗚お咽えつ交まじりになっていた。

「ようやくわかった気がするよ。どうして、母さんが特別だって言ったのか。どうして、母さんがあんたを捨てたのか」

　レンがすっと視し線せんを落した。

「普通じゃないよ。当たり前の顔して戦争なんかやってさ！」

　その言葉を最後に、ノアは奥おく歯ばを嚙かみ締めた。涙を必ひつ死しに堪こらえようとしているが、上う手まくはいかない様よう子すだった。

　しばらく部屋には沈ちん黙もくが流れた。

　会話を再開させたのは、レン・エバンスだった。肩を抑えた手は、真っ赤に染そまっていた。

「解放してあげてください」

　それが自分に対しての言葉だと気づくのに、ネリーは少し時間を必要とした。視線でレンに大丈夫かと確かく認にんすると、ゆっくりと頷うなずかれた。

　ネリーは立ち上がり、ノアを自由にした。外した肩も戻した。恨うらみがましい目で、ノアが睨にらみつけてきたが、まったく気にならなかった。

　もっと強い感情が、室内には流れていた。

　ネリーはレンの側に移動すると、肩の傷の具合を確かめた。弾丸は貫かん通つうしており、骨にも異常はなさそうだった。

　部屋に備えつけられた救急キットを開き、消毒を兼かねた止血用のスプレーを吹きつけ、保護シートを貼りつけた。痛みにレンがうめいた。

　その間も、ノアから注意を逸そらさなかった。応急処置が終わり、立ち上がろうとしたが、レンに止められた。ネリーの視し線せんは部屋のコンソールに向かっていた。軍医と兵を呼ぶつもりでいた。

「この件、黙だまっていてもらえませんか？」

　額ひたいに脂あぶら汗あせを浮かべたままレンは言った。ネリーの手首を摑つかむレンの腕は力強かった。袖そでがレンの血で赤く濡ぬれた。

「お願いします」

　軍医にだけはと言いかけて、ネリーは言葉を噤つぐんだ。患かん部ぶを見せれば、当然理由を詮せん索さくされる。

　ノアは理由がわからずに、ただ悔くやしそうな顔をしていた。緊きん張ちようの連続に体を強こわ張ばらせていたジャニスは、腰が抜けたみたいに、床ゆかにぺたんと座すわり込んだ。

「母さんは、元気？」

　レンの質問に、ノアは黙り込んだ。

　代わりにジャニスが恐る恐る答えた。

「……倒れて、寝込んでる。二ヶ月くらい前から、なんだか様よう子すがおかしくなって、昨日、ついに……」

　二ヶ月という言葉を聞いて、ネリーは咄とつ嗟さにレンを見た。思い当たる節があるらしく、レンは力なく笑った。

　それから痛みに堪こらえながら立ち上がると、レンはふたりに近づいた。テーブルを隔へだてて向かい合わせに並び、それ以上距きよ離りを縮ちぢめることはなかった。

「これを」

　レンは小さな声を出し、手の中にあったカードをテーブルの上に差し出した。まだ真ま新しいマネーカードだった。それは、レンが提てい督とくになり、企業連盟に身を置くと決めた際に契けい約やく金きんとして与えられたものだ。正確な額がくは知らないが、宝たからくじで大当たりを引いたほどの額だと聞いている。電子妖よう精せいに選ばれるということは、大当たりを引く以上に、類たぐい稀まれなことなのだ。そして、レン・エバンスは選ばれたひとりである。

　その才能に、誰だれよりも早く気づいたのは、レンの母親だったのだろう。オフィーリアに出会うまでの二十二年間、誰にも発はつ掘くつされることはなかったというのに。気づいてしまったからこそ、母親はレンを捨て蒸じよう発はつした。

　子供の才能が怖かったから。

　ノアはテーブルの上からカードを取ると、床に叩たたきつけるように一度は振り上げた。だが、結局、振り下ろすことはできなかった。

　獣けもののように喉のどの奥で吼ほえ、悔しさを飲み下していく。再び、ノアはぼろぼろと泣き出した。つられてジャニスも声を上げて泣いた。

「戦せん闘とう参さん謀ぼう、お手数をかけますが、外まで送ってあげてください」

「……わかりました」

　レンはやることは済んだとばかりに、壁かべに寄りかかった。目を閉じるレンの姿が、ネリーには泣いているように見えた。今のレンはガラス細ざい工くのように透すき通り、脆もろくて儚はかない存在に思えた。

　応接室に残りたがっている自分を叱しつ咤たし、ネリーはノアとジャニスを促うながすと、速すみやかに部屋を出た。ふたりは素直に従したがった。

　扉とびらが閉まると同時に、立っていたレンが、床ゆかに座すわり込む音がした。ネリーは振り向けなかった。




　　　　　　　　２




　銀河星せい暦れき九九一年六月十八日──オルキヌス星系における惑わく星せいダリア攻こう防ぼう戦せんから十一日が経過した今日、共和国領内に侵攻していた銀河連合統合軍は、マクロプース星系にて艦かん隊たいを合流させていた。

　カプレオラ方面軍の全星空師団が集結するのは、四月三日以来であり、二ヶ月半ぶりのこととなった。

　作戦会議室に集まった師団長の数は、二ヶ月半前のあの日よりもひとつ少ない。その欠落した印象は、そのまま部屋の空気に伝でん染せんしていた。ぽっかりと穴あなの空いたような雰ふん囲い気きが全師団長及び、マスターズの従じゆう兵へいとして入室を許された若い三人の士官から感じ取れた。

　正面の空席を見据すえ、ラウス大将は深く目を閉じた。隣となりでは同じようにシリングが押し黙だまっている。

　しばらく待つと、部屋の扉が開き、大きな体を揺らして軍ぐん神しんが姿を見せた。全員が立ち上がり、一いつ斉せいに敬礼をした。それを受けて、マスターズも敬礼を返す。その後、一番奥おくの指定席に座った。それを見届けてから、オーエンス、ギャノン、シリング、エベレット、ラウスの五人の師団長も腰を下ろした。直後、軍神の隣に電子妖よう精せいエルメスが忽こつ然ぜんと現れた。長い髪かみがふわりと揺れ、さらさらとまとまっていく。

　マスターズは空席を見て、それから残りの五人の師団長を見た。最後に、エルメスに目で合図を送った。

『第三三星空師団師団長、キャシー・ザグニス中ちゆう将しように黙もく禱とうを捧ささげます』

　その場で全員が目を閉じた。

　沈ちん黙もくが圧のし掛かってくる。ラウスにとって、ザグニスは三十年来の戦友だった。まさか、死ぬとは思ってもいなかった。だが、死んだのだ。それが戦場である。死なない人間など存在しない。

　正確に六〇秒が経過すると、エルメスが止めの合あい図ずを伝つたえてきた。

　目を開けると、シリングだけが神しん妙みような面おも持もちで、まだ黙もく禱とうを続けていた。

　自然と全員の視し線せんがシリングに集まる。

　軍ぐん神しんも、ダリア攻こう防ぼう戦せんから生きて戻った師団長を見た。

　そのときになって、シリングは顔を上げた。ただ、真剣な顔でマスターズの視線を受け止めていた。

「無む謀ぼうな戦いを兵に強い、師団長にあるまじき決断をしました。どのような処しよ罰ばつも甘んじて受ける所存です」

　主が何も言わないのを確かく認にんしてから、エルメスが先に口を開いた。

『戦せん闘とうデータは拝はい見けんしました。玉ぎよく砕さい覚かく悟ごで敵の旗き艦かんを撃げき沈ちんしようなどと、確かに冷静さを欠いた判断としか言い表しようがありません。たとえ、兵に自みずからの意思を確認したのだとしても、戦場という極きよく限げんの状態では、正常な判断など望めはしません。シリング中ちゆう将しようであれば、十分に理解していた事こと柄がらかと思います』

　ラウスはじっと軍神を観察した。心のうちを読み取ろうとしたが、何も感じさせなかった。軍ぐん規きに則のつとれば、シリングは師団長としての立場を剝はく奪だつされかねない。

　軍神とシリングの間に生じた緊きん張ちようを、各師団長はそれぞれに違ちがった目で見ていた。最年少のオーエンスは、息を吞のむほどに真剣な表情で成り行きを見守っている。電子妖よう精せい嫌ぎらいのエベレットは無感動に結論が出るのを待っているだけだった。

　ギャノンはざまあないと小声でこぼしておきながらも、同どう窓そうのシリングの失態に苛立っている様よう子すだった。

「軍規に則れば、お前の第三一星空師団の指し揮き権けんは剝奪されて当然だな」

　マスターズの重苦しい声がシリングにぶつけられた。それでもシリングは怯ひるむことなく真しん摯しに言葉を聞いている。反論もしない。

「罰は責任者である私ひとりが受けます」

『この場合、各幕ばく僚りようも師団長の暴走を阻そ止しできなかった責任が生じます』

「責任は私にのみあります」

　シリングは目を逸そらさずに、軍神だけを見ていた。

「ひとりで格かつ好こうつけて、自分だけ戦場から降りるつもりか」

　怒ど気きをはらんだ軍神の言葉だった。握にぎった拳こぶしが苛いら立だちに震ふるえている。

「エルメス、見せてやれ」

　はい、と答えると同時に、立体映像のスクリーンを何十枚もシリングの前に並べた。最初は疑問の顔を覗のぞかせていたシリングだったが、表示された文面をひとつずつ確認していくに連れ、体を静かに震わせた。

　ラウスは自分の一番近くにあったスクリーンの中身に目を通した。軍ぐん神しんへ宛あてられた嘆たん願がん書しよだった。シリングの判断が正当であったことを訴うつたえ、処しよ罰ばつを軽けい減げんするようにと丁てい寧ねいに頼み込んでいる。他の文面に目を移しても、似にたようなことが書かれていた。

　どの嘆願書にも上官に対する信頼と尊そん敬けいが見て取れた。今後もシリングの部下でありたいと、皆が書いているのだ。

　大の男が肩を震ふるわせるのも当然だった。

『今、表示したのはごく一部です』

「わしは部下を見捨てて、ひとり戦場から逃げ出すような教え子を持った覚えはない」

　シリングは歯を食いしばっていた。

「リッチ・シリング中ちゆう将しよう」

「はっ」

　そう言ってシリングは立ち上がった。

「第三三星空師団の残存艦かん隊たいを併へい合ごうし、それを新たに第三一星空師団とする。師団長は引き続きリッチ・シリング中将にやってもらう」

「はっ！」

「ただし、一度、カプレオラ星系まで退け。そこで、部隊を再さい編へんし、兵を鍛きたえ、旗き艦かんダインスレイフを沈められる強きよう堅けんな艦隊を作り上げろ」

「了りよう解かいしました」

「今度の戦争に間に合わなければ、対ノウスベルンの先せん鋒ぽうに使う。ソウハク・コウユウを倒せる部隊を作るつもりで励はげめ。以上だ」

　そこで軍神が立ち上がると、ラウスを含め、座ったままだった全師団長が立ち上がった。

『敬礼』

　エルメスの号令を合あい図ずに、かかと合わせる気持ちのいい音が作戦会議室に響ひびいた。

　軍神が敬礼を解くと、全師団長が扉とびらの方に向き直り、部屋から出て行った。その背中に、三人の従じゆう兵へいが続いた。

　扉が閉まる寸前に、ラウスが振り向くと、軍神が煙草たばこに火を灯ともしているのが見えた。




　いっぱいに吸い込んだ煙草の煙けむりを、マスターズはじっくりと時間をかけて吐はき出した。煙がエルメスの体を通り抜けていく。

　批ひ難なんするような目で見ながらも、エルメスは何も言ってこなかった。ただ、何をするでもなく側に立っている。

　お互たがいに交わす言葉はない。もう必要な言葉は、この四十年で語り尽つくした。

『キャシー・ザグニス中将のことは、私が永遠に記き憶おくに留めておこう。人と違ちがい、私の記憶は薄うすれることなどないのだから』

「お前は本物の魔女だな。悲しみの記き憶おくを、悲しいまま永えい遠えんに留めて、平然な顔をしていられる」

『そうでもなければ、軍ぐん神しんの隣となりには立てない』

「違ちがいない」

　自じ嘲ちよう的に笑い、マスターズは煙草たばこの火を消した。最後の一ひと息いきを吐き出すと、エルメスに視し線せんを向けた。

　お互い、真剣な顔をしていた。

「カルティエから受け取った戦せん闘とうデータ。お前はどう見ている？」

　質問の途と中ちゆうで、エルメスは惑わく星せいダリア攻こう防ぼう戦せんにおける両軍の動きを、立体映像のレーダー上に表示した。

『私の意見など聞かずとも、もう答えは出ているのだろう』

「ああ」

『その答えと同じことを、私も考えている』

　それだけ言うと、エルメスはＣＩＣに行くと言って消えた。部屋には軍神だけが残された。もう一本煙草に火をつけた。

「同じことを考えている、か」

　アレティーノの死と、オルキヌス星系での大敗により、共和国の力は一気に減げき衰すいした。もはや、軍ぐん神しんの目的を阻はばむ存在など、ノウスベルンの法王だけとなったはずだった。
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　確定したかに見えた世界の歴史に、ひとりの男が食い込んでこようとしている。

「レン・エバンス……お前は本物か」

　その答えは歴史が教えてくれる。そう思い、マスターズは煙草たばこを消して立ち上がった。
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　弟と妹との再会を果たした翌日の六月十八日、レン・エバンスに目立った変化はなかった。必要な軍務をこなし、必要なだけ働はたらき、それが終わると防衛本部の執しつ務む室しつから姿を消した。

　見たところ、体調も安定しているように思えた。

　惑わく星せいダリア攻略における戦せん闘とうデータの確かく認にんを終えると、ネリーはまだ仕事を続けている参さん謀ぼうたちの中で、いち早く席せきを立った。

　通路に出ると、慌あわただしく兵が行き交っている。戦いの雰ふん囲い気きは、まだ抜け気っていなかった。惑星ダリアを奪だつ還かんしたことで、戦せん況きようは同盟軍に少し有利に傾かたむいた。軍神もリュンクス星系を目前に、進撃の足を止めている。さすがの軍神も補ほ給きゆう線せんが維い持じできていない状じよう況きようでは、戦争を継けい続ぞくできない。だが、まだ銀河連合統合軍が共和国領内から撤てつ退たいしたわけではないのだ。それが、兵たちの緊きん張ちよう感かんとなっているのだ。

　レンが待たい機き用に使っている部屋の前に立つと、ネリーの足はぴたりと止まった。扉とびらの脇わきにあるパネルに指を伸ばす。だが、触ふれるまでには至いたらない。

　急に、鼓こ動どうが高鳴るのをネリーは感じていた。戦場でも感じたことのないような、激しい鼓動だった。

　あと数ミリの勇気が持てない。

　ネリーが躊躇とまどっていると、扉の方から自然に開いた。

　心しん臓ぞうが跳はね上がるほどに、ネリーは驚おどろいた。すぐに冷静さを取り戻し、周囲を確認する。どうやら誰だれにも見られずに済んだようだ。

　ほっと息を吐はき、恐る恐る、室内に足を進めた。

　部屋はダインスレイフの司令官室と同程度の広さだった。置かれている物も似にている。一番奥には、執務用の机つくえとコンソールがあり、ほぼ中央には来客用のテーブルとソファが並べられている。部屋の四よ隅すみには観葉植物もあった。グリーンを基調とした室内の雰囲気には好こう感かんが持てた。

　だが、肝かん心じんのレン・エバンスの姿はなかった。

　執務用の机に近づいた。先ほどまでネリーが見ていた戦闘データがスクリーンに表示されたままになっている。

　そのとき、背後で物音がした。

　ネリーは身を縮ちぢめ、すぐに振り向いた。やはり、誰だれもいない。いや、視し界かいの隅すみっこにレン・エバンスを見つけた。

　元もとコックの司令官は、ソファに埋うずもれるように眠っていた。

　寝返りを打ち、規則正しい呼吸を繰くり返している。

　ネリーはまず呆あきれ、それから驚おどろかされたことに苛いら立だち、最後に諦あきらめたようにため息を吐ついた。

　穏おだやかに眠る上官の顔を見ていると、先ほどまでの緊きん張ちようが馬ば鹿からしく思えた。自然と、ネリーの表情がやわらいだ。

　凜りんとした眼まな差ざしにも、いつもの強さがない。

　ソファの背もたれの方から、レンの顔を覗のぞき込んだ。その寝顔は幼おさなく、とても有ゆう能のうな艦かん隊たい司令官には見えない。天才用兵家クラウディオ・アレティーノを撃げき破はし、軍ぐん神しんの策さくを打ち破り、そして、イージスの盾たてを攻こう略りやくし、惑わく星せいダリアを奪だつ還かんした。

　たった数ヶ月で上げた武ぶ勲くんの大きさは計り知れない。

　だが、こうして眠る姿を見れば、有能な司令官としての振る舞いが、レン・エバンスの一側面に過ぎないのだと理解できた。

　名立たる名将としのぎを削けずるのもレン・エバンス。

　家族との関係に苦しんでいたのもレン・エバンス。

　料理をするのも。パンの耳を食べるのも。挑ちよう戦せん的で誰とでも戦いたがるのも。そして、残された命で精せい一いつ杯ぱい生きようとしているのも。

　そのすべてが、レン・エバンスという人間なのだ。

　化ばけ物ものでも、悪魔でもない。

　レンはネリーと同じ、不完全な人間だ。

　ここにきて、ネリーは言葉としてそのことを認にん識しきした気がした。

　うめき声を上げなら、レンがゆっくりと目を覚ます。何かうなされているような酷ひどい顔をしていた。

　再ふたたび、寝返りを打つと、ソファから転がり落ちた。ごとっと床ゆかに頭を強かに打ちつけている。他人の痛みにネリーが片目を瞑つぶった。

　ぼんやりとしていたレンの視し線せんがネリーに定まる。大きなあくびをして、伸びをする。首を一回、二回と回すと、レンは言った。

「正まさ夢ゆめってあるんですね」

「何のことですか？」

「いえ、戦せん闘とう参さん謀ぼうが笑ってる夢を見たものですから」

　言われて、自分の頰ほおが緩ゆるんでいることにネリーは気づいた。すぐに普ふ段だんの冷たい表情に戻る。だが、それは遅おそすぎる対応だった。もうレンにはしっかりと見られてしまったのだから。

「緊きん急きゆうの事態ですか？」

　ネリーが部屋にいることを疑問に思い、そこから連想して出てきた質問なのだろう。それから、なんで床ゆかで寝ているんだろうと、寝ぼけたことを口走った。

　レンは起き上がる際さいに、左手に体重をかけた。その直後、口を空けて固まった。口をぱくぱくさせて何か言っているが、まったく音になっていない。

　それから、大きく呼吸を繰くり返し、レンは昨日撃うたれた左肩の痛みが通り過ぎるのを待まった。その様よう子すをネリーは呆あきれた顔で見ていた。

　落ち着いた頃に、ネリーは声をかけた。

「ソファに座すわってください。傷の具ぐ合あいを見ますから」

　言われるままに、レンはソファに腰を下ろした。軍服の上着を脱ごうとして、左肩が上がらずに苦戦している。ネリーはため息を吐つくと、手のかかる子供の相手をするように、脱ぐのを手て伝つだった。

　途中、レンが痛みを訴うつたえてきたが無む視しした。

「ほんの少しだけでもやさしくしてくれると、多少の痛みくらい我が慢まんできそうなんですけどね」

　独ひとり言ごとのようにレンは天てん井じように言葉を投げた。それもネリーは無視した。

　傷口が空気に晒さらされると、レンは軽口を言わなくなった。

　黒ずんだ患かん部ぶは、見ている方が顔をしかめたくなる。最低限の処置方法は知っていても、ネリーは医者ではない。やれることは消毒し、止血し、不用意に肩を動かさないように包ほう帯たいでがっちり固めることくらいだ。

　軍医に見せた方がいいに決まっている。

　特に、宇宙線障しよう害がいのため、再生能力が低下しているレンはなおさらだ。

　消毒の手を止めていると、レンがネリーを見上げていた。

「大丈夫ですよ。これが原因で死にはしませんから」

「当たり前です。提てい督とくに死なれては、企業連盟全体の士し気きに関わりますから」

「そんな大たい層そうなものじゃありませんけどね」

「今、企業連盟は提督を必要としているのです。それを自覚してください」

　レン・エバンスがいなければ、全く違ちがった結末が企業連盟には用意されていただろう。元もとコックの司令官がいたからこそ、今この瞬間があるのだ。

「企業連盟に、提督は必要な人間なのです。もはや、オフィーリアだけがあなたを必要としているわけではありません」

「そうなんですかね」

　わからないという顔でレンは言った。それでも構わずにネリーは言葉を続けた。

「だから、この傷もきちんと軍医に見てもらってください」

「それはできません」

「弟さんを罪ざい人にんにしたくないからですか？」

　理由など初めからわかっている。滑こつ稽けいだと思いながらも、ネリーは口に出さずにはいられなかった。無む駄だと知っても、言っておきたかった。

　だが、肯こう定ていの意を示すと思ったレンは、まったく別の返答をした。

「ノアのことはさほど関係がありません」

　包ほう帯たいを巻くネリーの手がぴたりと止まった。レンはじっとネリーを見ていた。

「銃じゆうを民間人に奪うばわれ、その銃で司令官が撃うたれたとなれば、戦せん闘とう参さん謀ぼうの責任問題に発展するのは目に見えています」

　予想外の切り口に、ネリーは息を詰まらせた。真っ直ぐレンを見ることができない。

「きつい処しよ罰ばつが下され、恐らく戦闘参謀の椅い子すからも下ろされるでしょう」

「……それは」

　困こん惑わくを隠し切れなかった。

　今、レンが語ったこと自体は、ネリーも事件の直後に考えた。当然、それを理解した上で、傷の処置を軍医に受けるように進言しているのだ。自分のミスを揉もみ消そうなどとも思っていない。

「まあ、なんというか、僕としてはそれが嫌いやだったんですよ」

「……私のため、だと？」

「この場合、僕のためになるのかもしれませんが」

　ネリーは顔を伏せ、何も言わずにレンの包帯を巻いた。何も考えられなかった。処置が終わっても、居い心ごこ地ちの悪さだけが残って、会話を切り出せなかった。

　だが、時間の経過と共に、ネリーの顔は穏おだやかになった。

　胸の中が満たされた気持ちでいっぱいになっていた。

　ずっと欲しがっていたものを、ネリーはこの瞬間に手に入れていたのだ。

　クローバーの継けい承しよう争いから身を引いたことで、正当に評価される機会を、ネリーは永えい遠えんに失っていた。同族からは継承順位に名を連ねていないという理由で疎そ外がいされ、外の人間からはクローバーだからという見方をされ続けてきた。

　それが悔しくて、進むべき道を士し官かん学校へと決めた。軍人になったのは、敵を負かすという最もつとも単純な形で、優ゆう劣れつを証明できるからだ。

　だが、その本心は別のところにあったのかもしれない。

　ネリーはただ誰だれかに必要とされたかった。誰かに見ていて欲しかった。

　そして、今、言葉は違ちがっても、レンはネリーを必要だと言ってくれた。オフィーリアに選ばれたとき、レンもこんな気持ちになったのだろうか。

　不自然にならないように、ネリーはレンに背を向けた。鼻の奥おくに、切ないものがこみ上げてきた。レンが脱いだ上着を広い上げ、ソファの背もたれにかけた。それでもまだ、感情は収まらない。鼻をすすり、数秒間天てん井じようを見た。

　涙の雫しずくを瞳ひとみに留とどめ、気持ちに余よ裕ゆうが出ると、ネリーはレンを勢いよく振り向いた。

「提てい督とくにお願いがあります」

　レンは真っ先に意外そうな顔をした。

「戦せん闘とう参さん謀ぼうが僕に、お願い、ですか。何だか恐ろしい話ですね」

　含ふくみのある言い方が気にはなったが、ネリーは話を続けることにした。

「私とシミュレーションにおける模も擬ぎ戦せんで、勝負をしていただきたく思います」

　あえて勝負という言葉をネリーは選んだ。

　レンの耳がぴくりと反応した。それから、透とう明めい感かんのある目でネリーを見た。答えは聞くまでもなくなった。

　元もとコックの司令官の目は、まるで向こうが挑戦者のようにネリーを見据すえていた。

　ネリーは視し線せんを逸そらすことなく、真っ直ぐにレンの挑戦を受けた。

　どれほどの才覚の持ち主なのか。それは戦った者が一番に理解できるはずだ。ずっと避けてきた方法を、ネリーは取ることにした。

　今なら余よ計けいな先入観に邪じや魔まをされる心配はない。レンを侮あなどることも、見くびることもなく、そして、恐れることもなく、真っ向から対戦できる。その結果が、またひとつレンという人間を自分に教えてくれるはずだ。

「それと、もうひとつ」

「まだあるんですか？」

　口にする前に、ネリーは頭の中に紡つむぐ言葉を並べて最後の確かく認にんをした。音には出さず、ゆっくりと心の中で呟つぶやく。その間、レンは怪け訝げんな顔をしていた。

　静まっていた鼓こ動どうが、再び高鳴った。

　それでもネリーは自らの考えを口にした。

「提督のバイタルデータを、常つねに私にも確認させてください」

　レンは驚きはしたが、動揺は見せなかった。ネリーの真意を読み解とくように、じっと見つめ返してくる。ネリーも意地になって視線を逸らさなかった。

　返事の前に、質問が戻ってきた。

「それは、戦闘中以外にも、ですか？」

「はい」

　ネリーの返事を最後に沈ちん黙もくが落ちた。

　世界から音がなくなったように、辺りが静けさに包まれる。

　繰くり返される瞬まばたきが、時の流れをふたりに伝つたえていた。

「わかりました」

　ネリーはレンの承しよう諾だくの言葉を、どこか遠くで聞いた気がした。承諾されるかどうか、まったく予測がつかなかったために、どう反応すべきかも迷った。

　ただ、礼の言葉を口にした。

「ありがとうございます」

　その直後、網もう膜まく投とう影えいを使い、視し界かいにレンのバイタルデータが表示された。体温に心しん拍ぱく数すう、あらゆるデータがそこにはあった。

　当然、ネリーの端たん末まつにデータを転送してきたのはオフィーリアだ。美しい電子妖よう精せいは、いつの間にか室内にいた。立体映像を表示しないだけで、ずっとレンの周囲を見守っていたのだろう。ネリーに入室を促うながすために扉とびらを開けたのも、オフィーリアのはずだ。

　さて、と言ってレンは立ち上がると、部屋から出て行こうとする。その背中に、ネリーは声をかけた。

「提てい督とく、どちらに」

「戦せん闘とう参さん謀ぼうの気が変わらないうちに、模も擬ぎ戦せんで勝負しましょう。あ、オフィーリアも付き合ってください」

『はい、お任せください』

「まだ、処理すべき案件が残っているのではありませんか？」

　ネリーの目が、冷たさを帯びて執しつ務む用の机つくえに向けられる。レンは中ちゆう途と半はん端ぱに笑って誤ご魔ま化かした。自分をさぼりの口実にされるのは面おも白しろくない。

　だが、レン・エバンスと勝負するという魅み力りよくに、気持ちは高ぶっていた。

「あ、それと、ありがとうございました」

　レンの突然の礼に、ネリーは面めん食らったように立ちすくんだ。理由を探して視し線せんを泳がせていると、レンの肩が目に入った。

「肩の手当てでしたら、元々私のミスによるものです。そのような言葉は不要です」

「違ちがいますよ」

　レンはどこか愉たのしそうな顔で、左の頰ほおを軽く叩たたいて見せた。

「おかげで目が覚めました」

　そう言って、レンは屈くつ託たくのない笑え顔がおをネリーに向けた。

　難むずかしい顔をしていたネリーの表情が、自然とやわらいでいく。自分でも微笑ほほえんでいるのだとわかった。一度は、レンに見られているのだ。そう思うと開き直ることもできた。

　司令官と戦闘参謀の様よう子すを、オフィーリアが微笑ましく見守っていた。防衛本部の中にありながらも、この空間だけは、戦いとは無む縁えんの穏おだやかな雰ふん囲い気きに包まれている。

「オフィーリアにも、随ずい分ぶんと頼ってしまいましたね。ありがとうございました」

『マスターのお力になれて光栄です。わたくしはそのためにここにいるのですから』

　そう言って、美しい電子妖精は、誰だれよりも美しい笑顔を見せた。

「僕ぼくがまだ生きているのは、ふたりのおかげですね」
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　誰だれにともなくレンは言うと、思い出したように部屋を出て行った。その背中がドアの向こうに消えるのを待って、ネリーはオフィーリアを見た。オフィーリアもネリーを見ていた。それからすぐに、ネリーは元もとコックの司令官の後を追った。

　廊ろう下かに出ると、外からの光がきらきらと輝かがやいていて眩まぶしかった。昨さく晩ばんから続いた雨は、いつのまにかすっかり上がっていた。

　レンは光に満ちた廊下を、のんびりと歩いている。

　どこまでも広がる青空をバックに、ネリーはレン・エバンスの背中を追いかけた。
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　最近、朝早く目が覚める。

　いや、本当のところを言うと、わりと以前から朝早くに目が覚める。

　ええ、そんなわけで、今朝も朝の五時半頃に目を覚ました鴨かも志し田だ一はじめです。

　これは、もう、つまり、世間一般で言うところの、老人の朝は早いということなのでしょうか。温かい季節はまだいいのですが、冬場など起きて外が真っ暗だったりすると、さすがにちょっとへこみます。

　ま、朝飯だけ食べて、歯磨みがいて、問もん答どう無む用ようで二度寝を堪たん能のうできて、それはそれでよいのですが。けど、だったら最初からもうちょっと寝かせてくれてもいいのではないかとも思うわけです。

　そんなわけで、僕の意思を無む視しして勝手に起きる体がどうなっているのかについて、少し考えてみようと思います。

　検証その一。起きる時間が決まっているのか？

　前日に遅くまで原げん稿こうを書いていれば、さすがに朝からすっきりと目覚めたりはしません。なので、この可能性はないでしょう。

　検証その二。寝てから起きるまでの時間が決まっているのか？

　朝起きる時間は結構ばらばらです。前日寝るのが遅ければ、その分だけ遅くなる感じです。ということは、どうやら、こっちが正しいようです。

　では、日々の就しゆう寝しん時間と起床時間を照らし合わせてみましょう。これで、僕が最初に寝てから起きるまでの時間がわかります。

　結果はだいたい五時間。

　大昔に人間には八時間の睡すい眠みんが必要だと、何かの機会に教わったような気がします。僕の気のせいなのでしょうか？　そもそもその話が本当なのかどうかも知りませんが。

　ちなみに、早起きの話を知人にすると、前向きな意見が返ってきました。

「だったら、犬でも飼かえばいい」

　ふむ、なるほど。朝から散歩に出れば、犬も大喜び、僕も大喜び……なのか？

　確かに、犬はいいですけどね。

　いつも困ったような顔をしている柴しば犬なんか最高です。別に困ってるわけではないんでしょうけど。でも困った顔をしている。そこがいい。

　と、早起きと犬の話しかしていませんが、長々とする内容でもないので、この辺で。




　今回も、担当編集の峯みね様、イラストを描いてくださった坂さか本もとみねぢ様には大変お世話になりました。

　また、あとがきまでお付き合いいただいた皆みな様方にも、厚く御礼を申し上げます。





二〇〇七年十月八日　鴨かも志し田だ　一はじめ　
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鴨かも志し田だ 一はじめ

１９７８年４月11日誕生。神奈川県出身の左利き。毎朝トマトを欠かさずに食べる生活を、なぜだか10年以上続けているトマト好き。執筆に疲れると、写真の車を机の上で走らせるのは秘密。座右の銘は「なぜベストを尽くさないのか」
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イラスト／坂さか本もとみねぢ

９月１日生まれのＢ型。島根県在住のイラストレーター。好きなものは、ゲーム、アニメ、スタートレック、忍者。自己分析では熱しやすく冷めやすい性格。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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